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要 約 

 
オキサジアゾール環を有する殺線虫剤である「チオキサザフェン」（CAS No. 

330459-31-9）について、各種資料を用いて食品健康影響評価を実施した。 
評価に用いた試験成績は、動物体内運命（ラット、マウス、ヤギ等）、植物体内運

命（だいず、とうもろこし等）、作物等残留、急性神経毒性（ラット）、亜急性毒性

（ラット、マウス及びイヌ）、慢性毒性/発がん性併合（ラット）、発がん性（マウス）、

2 世代繁殖（ラット）、発生毒性（ラット及びウサギ）、遺伝毒性、免疫毒性（マウ

ス）等である。 
各種毒性試験結果から、チオキサザフェン投与による影響は、主に肝臓（重量増加、

細胞肥大等）、体重（増加抑制）、副腎（皮質細胞空胞化：ラット）及び大腿骨（骨

幹端骨増生：ラット）に認められた。繁殖能に対する影響、催奇形性、遺伝毒性及び

免疫毒性は認められなかった。 
マウスを用いた 2 年間慢性毒性/発がん性併合試験において、雄で肝細胞癌、雌で

肝細胞腺腫の発生頻度増加が認められたが、腫瘍の発生機序は遺伝毒性によるものと

は考え難く、評価に当たり閾値を設定することは可能であると考えられた。 
各種試験結果から、農産物及び畜産物中の暴露評価対象物質をチオキサザフェン及

び代謝物 TX2 と設定した。 
各試験で得られた無毒性量のうち最小値は、ラットを用いた 2 世代繁殖試験及びウ

サギを用いた発生毒性試験における 5 mg/kg 体重/日であったことから、これを根拠

として、安全係数 100 で除した 0.05 mg/kg 体重/日を許容一日摂取量（ADI）と設定

した。 
また、チオキサザフェンの単回経口投与等により生ずる可能性のある毒性影響に対

する無毒性量又は最小毒性量のうち最小値は、ラットを用いた発生毒性試験の無毒性

量である 50 mg/kg 体重/日であり、これを根拠とした場合、急性参照用量（ARfD）

は安全係数 100 で除した 0.5 mg/kg 体重と算出される。一方、ラットを用いた急性

神経毒性試験の雌雄において無毒性量が設定できず、最小毒性量は 250 mg/kg 体重

であった。最小毒性量で認められた所見の程度及び発生頻度から、仮に追加の安全係

数を 5 と設定しても ARfD はラットを用いた発生毒性試験と同じ 0.5 mg/kg 体重と

算出され、安全性は担保されるものと考えられる。これらのことから、ラットを用い

た急性神経毒性試験及び発生毒性試験を根拠として、0.5 mg/kg 体重を ARfD と設定

した。 
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Ⅰ．評価対象農薬の概要 

１．用途 

殺線虫剤 
 

２．有効成分の一般名 

和名：チオキサザフェン 
英名：tioxazafen 

       
３．化学名 

  IUPAC 
和名：3-フェニル-5-チオフェン-2-イル-1,2,4-オキサジアゾール 
英名：3-phenyl-5-thiophen-2-yl-1,2,4-oxadiazole 

 
  CAS (No. 330459-31-9)  

和名：3-フェニル-5-(2-チエニル)-1,2,4-オキサジアゾール 
英名：3-phenyl-5-(2-thienyl)-1,2,4-oxadiazole 

 
４．分子式 

C12H8N2OS 
 
５．分子量 

228.27 
 
６．構造式 

 

 
７．開発の経緯 

チオキサザフェンは、モンサント社により開発されたオキサジアゾール環を有す

る殺線虫剤であり、ミトコンドリアリボソームの L3 サブユニットとの相互作用を

介してタンパク質合成を阻害することにより、殺線虫活性を示すと考えられている。 

国内では農薬登録されていない。海外では、米国及びカナダにおいて登録されて

いる。 

今回、インポートトレランス設定（とうもろこし、大豆等）の要請がなされてい

る。 
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Ⅱ．安全性に係る試験の概要 

各種運命試験［Ⅱ.１～５］は、チオキサザフェンのフェニル環の炭素を 14C で

均一に標識したもの（以下「[phe-14C]チオキサザフェン」という。）及びチオフェ

ン環の 2 位の炭素を 14C で標識したもの（以下「[thi-14C]チオキサザフェン」とい

う。）を用いて実施された 1。放射能濃度及び代謝物濃度は、特に断りがない場合

は比放射能（質量放射能）からチオキサザフェンの濃度（mg/kg 又はµg/g）に換算

した値として示した。 
代謝物/分解物略称及び検査値等略称は、別紙 1 及び 2 に示されている。 
 

１．動物体内運命試験  

（１）ラット 

① 吸収 

a. 血中濃度推移 

SD ラット（一群雄 4 匹）に[phe-14C]チオキサザフェン又は[thi-14C]チオキサ

ザフェンを 3 mg/kg 体重（以下［１.(１)］において「低用量」という。）若し

くは 100 mg/kg 体重（以下［１.(１)］において「高用量」という。）で単回経

口投与又は低用量で単回静脈内投与して、血中濃度推移について検討された。 
血漿中薬物動態学的パラメータは表 1 に示されている。 
単回経口投与後の血漿中放射能濃度に標識体による顕著な差は認められず、低

用量投与群では投与 2 時間後に、高用量投与群では投与 4 時間後に Cmaxに達し

た。T1/2 は、低用量投与群では 44.2～46.8 時間、高用量投与群では 37.9～41.7
時間であった。 
経口及び静脈内投与群の結果から、低用量単回経口投与後の絶対的バイオアベ

イラビリティは、[phe-14C]チオキサザフェン投与群では 57.5%、[thi-14C]チオキ

サザフェン投与群では 72.7%と算出された。（参照 2、3） 
 

                                            
1 ラット及びマウスを用いた動物体内運命試験［１.(１)及び(２)］、植物体内運命試験［２.］、土

壌表面光分解試験［３.(５)］及び水中光分解試験［４.(２)］においては、オキサジアゾール環の 3
位の炭素を 13C で標識した[phe-14C]チオキサザフェン及びオキサジアゾール環の 5 位の炭素を 13C
で標識した[thi-14C]チオキサザフェンが用いられた。 



9 

表１ 血漿中薬物動態学的パラメータ 

標識体 [phe-14C]チオキサザフェン [thi-14C]チオキサザフェン 
投与方法 単回経口 単回静脈内 単回経口 単回静脈内 

投与量(mg/kg 体重) 3 100 3 3 100 3 
Tmax(hr) 2 4 NA 2 4 NA 

Cmax(µg/g) 0.541 25.2 1.98a  0.800 23.2 2.41a  
T1/2(hr) 44.2 41.7 34.3 46.8 37.9 35.4 

AUCinf(hr・µg/g) 8.40 587 14.6 12.4 543 17.1 
注）[phe-14C]チオキサザフェン投与群では、高用量単回経口投与群の Cmax 及び AUCinf について低用

量単回経口投与群に対して用量比以上の増加が認められたが、被験物質の投与シリンジへの付着
により実投与量が設定用量より少なかった可能性が考えられた。 

NA：該当なし 
AUCinf：投与から無限大時間までの AUC 
a：投与直後の推定濃度 

 
b. 吸収率 

胆汁中排泄試験［１.(１)④b.］における胆汁、尿及びケージ洗浄液中放射能

の合計から、投与後 48 時間の吸収率は、[phe-14C]チオキサザフェン投与群では

少なくとも 81.5%、[thi-14C]チオキサザフェン投与群では少なくとも 78.3%と算

出された 2。 
 

② 分布 

a. 分布試験 3 

SD ラット（一群雄 4 匹、低用量単回経口投与群のみ雌雄各 4 匹）に、[phe-14C]
チオキサザフェン若しくは[thi-14C]チオキサザフェンを低用量若しくは高用量で

単回経口投与又は低用量で静脈内投与して、体内分布試験が実施された。また、

非標識体を低用量で 14 日間反復経口投与後、[phe-14C]チオキサザフェン又は

[thi-14C]チオキサザフェンを低用量で単回経口投与（以下［１.(１)］において「反

復投与」という。）して、体内分布試験が実施された。 
主要臓器及び組織における残留放射能濃度は表 2 に示されている。 
いずれの投与群においても残留放射能の分布に顕著な差は認められず、残留放

射能濃度は副腎、腎臓、肝臓及び甲状腺で比較的高く認められたが、主要臓器及

び組織中放射能の合計は 1.12%TAR 以下であった。（参照 2、3） 
 

                                            
2 [thi-14C]チオキサザフェン投与群の吸収率については、胆汁中排泄試験において胆汁、尿及び糞中排

泄率の個体差が大きいことから参考資料として記載した。 
3 [phe-14C]チオキサザフェン低用量単回投与群及び[phe-14C]チオキサザフェン反復投与群においては、

放射能回収率が低かったことから再試験群が設定されており、本評価書では再試験群の結果を記載

した。なお、[phe-14C]チオキサザフェン低用量単回投与群の雌については、再試験群で放射能回収

率（組織を除く）が低く全血及び組織中放射能の測定が行われなかったことから、同投与群の体内

分布試験の結果のみ、当初設定された投与群の結果を参考資料として記載した。 
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表２ 主要臓器及び組織における残留放射能濃度（µg/g） 

標識体 投与量 投与方法 性別 投与 168 時間後 

[phe-14C] 
チオキサ

ザフェン 

3 mg/kg 体重 

単回経口 

雄 

副腎(0.59)、甲状腺(0.23)、腎臓(0.21)、肝臓(0.14)、
全血(0.09)、肺(0.06)、精巣(0.06)、心臓(0.05)、脾

臓(0.04)、下垂体(0.04)、精巣上体(0.04)、膵臓(0.03)、
腸間膜リンパ節(0.03)、脳(0.02)、顎下腺(0.02)、胸

腺(0.02)、カーカス 4(0.02)、骨髄(0.01)、筋肉(0.01)、
精嚢(0.01)、前立腺(0.01)、血漿(0.01)  

雌 a 

腎臓(0.11)、副腎(0.11)、肝臓(0.06)、全血(0.06)、
甲状腺(0.03)、心臓(0.02)、肺(0.02)、腹膜脂肪(0.02)、
脾臓(0.02)、膵臓(0.01)、下垂体(0.01)、顎下腺(0.01)、
腸間膜リンパ節(0.01)、卵巣(0.01)、皮膚(0.01)、カ

ーカス(0.01)、血漿(0.01) 

単回 
静脈内 雄 

副腎(0.56)、腎臓(0.14)、甲状腺(0.09)、肝臓(0.08)、
肺(0.05)、精巣(0.06)、脾臓(0.04)、精巣上体(0.04)、
心臓(0.03)、腹膜脂肪(0.03)、皮膚(0.03)、全血(0.03)、
腸間膜リンパ節(0.02)、膵臓(0.02)、下垂体(0.02)、
胸腺(0.02)、カーカス(0.02)、骨髄(0.01)、脳(0.01)、
精嚢(0.01)、前立腺(0.01)、顎下腺(0.01)、筋肉(0.01)、
血漿(0.01)  

3 mg/kg 体重/日 反復経口 雄 

副腎(0.50)、腎臓(0.27)、肝臓(0.16)、全血(0.11)、
甲状腺(0.10)、肺(0.06)、精巣(0.06)、心臓(0.05)、
精巣上体(0.04)、腸間膜リンパ節(0.04)、脾臓(0.04)、
膵臓(0.03)、カーカス(0.03)、脳(0.02)、下垂体(0.02)、
顎下腺(0.02)、胸腺(0.02)、骨髄(0.02)、血漿(0.02)  

100 mg/kg 体重 単回経口 雄 

副腎(16.1)、腎臓(4.64)、肝臓(3.00)、甲状腺(2.77)、
心臓(1.29)、全血(1.16)、肺(1.00)、皮膚(0.94)、精

巣(0.89)、脾臓(0.64)、腹膜脂肪(0.62)、膵臓(0.61)、
腸間膜リンパ節(0.53)、カーカス(0.51)、脳(0.42)、
精巣上体(0.42)、顎下腺(0.42)、血漿(0.40)  

[thi-14C] 
チオキサ

ザフェン 
3 mg/kg 体重 単回経口 

雄 

副腎(0.30)、腎臓(0.17)、肝臓(0.10)、甲状腺(0.07)、
全血(0.06)、肺(0.04)、精巣(0.04)、腸間膜リンパ節

(0.04)、腹膜脂肪(0.04)、下垂体(0.03)、心臓(0.03)、
脾臓(0.03)、精巣上体(0.03)、皮膚(0.03)、膵臓(0.02)、
胸腺(0.02)、カーカス(0.02)、骨髄(0.01)、脳(0.01)、
筋肉(0.01)、精嚢(0.01)、前立腺(0.01)、顎下腺(0.01)、
血漿(0.01)  

雌 

副腎(0.73)、腎臓(0.32)、肝臓(0.14)、全血(0.08)、
卵巣(0.05)、皮膚(0.05)、甲状腺(0.04)、心臓(0.04)、
脾臓(0.04)、肺(0.04)、腹膜脂肪(0.03)、腸間膜リン

パ節(0.03)、膵臓(0.02)、胸腺(0.02)、子宮(0.02)、
下垂体(0.02)、顎下腺(0.02)、カーカス(0.02)、脳

(0.01)、骨髄(0.01)、眼球(0.01)、筋肉(0.01)、血漿

(0.01) 

                                            
4 組織･臓器を取り除いた残渣のことをカーカスという（以下同じ。）｡ 
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標識体 投与量 投与方法 性別 投与 168 時間後 

単回 
静脈内 雄 

副腎(0.57)、腎臓(0.16)、肝臓(0.09)、甲状腺(0.08)、
精巣(0.07)、全血(0.06)、肺(0.05)、精巣上体(0.05)、
腹膜脂肪(0.05)、皮膚(0.05)、心臓(0.04)、脾臓(0.04)、
腸間膜リンパ節(0.04)、膵臓(0.02)、胸腺(0.02)、カ

ーカス(0.02)、下垂体(0.01)、骨髄(0.01)、脳(0.01)、
筋肉(0.01)、前立腺(0.01)、精嚢(0.01)、顎下腺(0.01)、
血漿(0.01) 

3 mg/kg 体重/日 反復経口 雄 b 

副腎(0.34)、腎臓(0.20)、肝臓(0.11)、甲状腺(0.08)、
心臓(0.04)、脾臓(0.04)、精巣(0.04)、腸間膜リンパ

節(0.03)、肺(0.03)、腹膜脂肪(0.03)、精巣上体(0.03)、
皮膚(0.03)、膵臓(0.02)、下垂体(0.02)、胸腺(0.02)、
顎下腺(0.02)、カーカス(0.02)、骨髄(0.01)、脳(0.01)、
筋肉(0.01)、精嚢(0.01)、前立腺(0.01)、血漿(0.01) 

100 mg/kg 体重 単回経口 雄 

副腎(13.9)、腎臓(6.96)、肝臓(3.58)、甲状腺(3.57)、
心臓(1.67)、肺(1.36)、皮膚(1.32)、全血(1.30)、精

巣(1.05)、腹膜脂肪(1.01)、脾臓(0.91)、腸間膜リン

パ節(0.87)、膵臓(0.80)、精巣上体(0.73)、カーカス

(0.68)、脳(0.59)、血漿(0.51)  
a：[phe-14C]チオキサザフェン低用量単回投与群の雌については、放射能回収率が低かったことから、

参考資料として記載した。 
b：全血中放射能濃度は測定されていない。 
 
b. 定量的全身オートラジオグラフィー 

SD ラット（一群雌雄各 2 匹）に[phe-14C]チオキサザフェン又は[thi-14C]チオ

キサザフェンを低用量又は高用量で単回経口投与して、定量的全身オートラジオ

グラフィーによる体内分布試験が実施された。 
主要臓器及び組織における残留放射能濃度は表 3 に示されている。 

いずれの投与群においても、残留放射能の分布に顕著な差は認められなかった。

残留放射能濃度は、いずれの臓器及び組織においても Tmax 付近で高く認められ

たが、投与 48 時間後では顕著に低下し、副腎、肝臓、腎臓、腎臓（皮質）、甲

状腺等で比較的高く認められた。（参照 2、3） 
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表３ 主要臓器及び組織における残留放射能濃度（µg/g） 

標識体 投与量 性別 Tmax付近 a 投与 48 時間後 

[phe-14C] 
チオキサ

ザフェン 

3 
mg/kg 
体重 

雄 

胃(19.8)、腎臓(皮質) (4.34)、肝臓

(3.97)、腎臓(3.25)、副腎(1.57)、膀胱

(1.02)、腎臓(髄質)(0.90)、血漿(0.769) 

副腎(0.318)、腎臓(皮質)(0.280)、腎

臓(0.255)、肝臓(0.251)、膀胱(0.226)、
腎臓(髄質)(0.137)、甲状腺(0.128)、
全血(0.088)、肺(0.074)、心臓(0.058)、
精巣(0.046)、脾臓(0.045)、脂肪

(0.040)、血漿(0.039) 

雌 

腎臓(皮質)(3.88)、胃(3.38)、腎臓

(3.29)、肝臓(3.23)、副腎(2.04)、腎臓

(髄質)(1.78)、小腸(1.07)、血漿(0.716) 

副腎(0.663)、腎臓(0.319)、腎臓(皮
質)(0.287)、肝臓(0.241)、膀胱(0.180)、
全血(0.082)、腎臓(髄質) (0.68)、肺

(0.065)、甲状腺(0.060)、卵巣(0.057)、
心臓(0.052)、大腸(0.046)、血漿

(0.045) 

100 
mg/kg 
体重 

雄 

膀胱(690)、副腎(147)、肝臓(109)、
腎臓(皮質)(72.4)、腎臓(66.9)、ハー

ダー腺(44.3)、甲状腺(33.4)、脂肪

(33.2)、肺(30.0)、小腸(28.5)、血漿

(26.3) 

副腎(24.0)、膀胱(13.8)、腎臓(12.7)、
肝臓(12.8)、腎臓(皮質)(11.7)、甲状

腺(9.78)、肺(4.14)、心臓(3.54)、全血

(3.41)、大腸(2.96)、血漿(2.95) 

雌 

膀胱(430)、副腎(220)、腎臓(81.6)、
腎臓(皮質)(80.0)、肝臓(69.0)、脂肪

(50.7)、小腸(46.7)、腎臓(髄質)(37.8)、
胃(36.8)、ハーダー腺(25.9)、皮膚

(23.7)、甲状腺(22.4)、卵巣(22.3)、肺

(18.8)、血漿(17.0)  

副腎(33.2)、腎臓(14.4)、膀胱(12.8)、
腎臓(皮質)(10.1)、肝臓(8.39)、卵巣

(3.26)、ハーダー腺(3.22)、甲状腺

(2.68)、肺(2.45)、心臓(2.28)、腎臓(髄
質)(2.12)、脂肪(2.08)、血漿(2.02)  

[thi-14C] 
チオキサ

ザフェン 

3 
mg/kg 
体重 

雄 

胃(9.41)、腎臓(皮質)(4.38)、肝臓

(3.86)、腎臓(3.07)、副腎(2.88)、小腸

(2.30)、ハーダー腺(1.15)、膀胱

(0.891)、血漿(0.767) 

副腎(1.04)、腎臓(0.337)、腎臓(皮質) 
(0.315)、肝臓(0.286)、甲状腺(0.218)、
膀胱(0.204)、全血(0.107)、小腸

(0.099)、肺(0.093)、精巣(0.074)、血

漿(0.072)  

雌 

副腎(4.50)、腎臓(皮質)(4.31)、肝臓

(3.56)、腎臓(3.07)、胃(2.10)、膀胱

(1.46)、小腸(1.27)、腎臓(髄質) 
(0.756)、血漿(0.744) 

副腎(1.28)、腎臓(0.462)、腎臓(皮質) 
(0.373)、肝臓(0.256)、膀胱(0.248)、
甲状腺(0.189)、全血(0.122)、卵巣

(0.107)、肺(0.094)、心臓(0.071)、腎

臓(髄質)(0.068)、脂肪(0.065)、小腸

(0.064)、血漿(0.060)  

100 
mg/kg 
体重 

雄 

副腎(147)、胃(146)、肝臓(102)、腎

臓(皮質)(94.6)、腎臓(92.5)、脂肪

(66.4)、小腸(66.3)、ハーダー腺(62.7)、
甲状腺(40.0)、前立腺(33.6)、腎臓(髄
質)(31.3)、肺(30.7)、血漿(28.6) 

副腎(35.4)、腎臓(17.2)、腎臓(皮質) 
(16.2)、甲状腺(14.1)、肝臓(10.5)、脂

肪(5.02)、大腸(4.67)、肺(3.73)、全血

(3.65)、血漿(3.48) 

雌 

副腎(189)、脂肪(97.8)、腎臓(皮質) 
(91.3)、肝臓(85.6)、腎臓(65.9)、ハー

ダー腺(39.5)、膀胱(35.0)、卵巣(34.4)、
小腸(34.3)、甲状腺(31.0)、肺(28.2)、
胃(25.0)、脳(20.7)、腎臓(髄質)(20.7)、
血漿(20.6) 

副腎(62.8)、膀胱(42.7)、腎臓(16.9)、
腎臓(皮質)(14.3)、肝臓(11.7)、卵巣

(5.73)、ハーダー腺(5.04)、脂肪(4.90)、
甲状腺(4.32)、肺(3.83)、全血(3.42)、
大腸(3.42)、血漿(3.39) 

a：低用量投与群は投与 2 時間後、高用量投与群は投与 4 時間後。 
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③ 代謝 

尿及び糞中排泄試験［１.(１)④a.］で得られた投与後 168 時間（反復経口投

与群では最終投与後 168 時間）の尿及び糞並びに胆汁中排泄試験［１.(１)④b.］

で得られた投与後 48 時間の胆汁を試料として、代謝物同定・定量試験が実施さ

れた。 
尿、糞及び胆汁中の主要代謝物は表 4 に示されている。 
投与経路、性別及び投与回数の違いによる代謝物プロファイルの顕著な差は認

められなかった。 
いずれの試料においても未変化のチオキサザフェンは認められず、主要代謝物

として、尿中では TX2、TX6、TX15、TX22 等、糞中では TX2、胆汁中では TX3、
TX9、TX11、TX15 等が、それぞれ認められた。 
ラットにおけるチオキサザフェンの主要代謝経路は、①オキサジアゾール環の

N-O結合の開裂及び加水分解による代謝物TX2及びTX26の生成、②代謝物TX2
の加水分解により生成する代謝物 TX25 のグリシン抱合化による代謝物 TX6 の

生成、③代謝物 TX26 のグリシン抱合化による代謝物 TX22 の生成、④オキサジ

アゾール環の N-O 結合の開裂並びにチオフェン環の酸化及びグルクロン酸抱合

化による代謝物 TX3 及び TX4 の生成、⑤チオフェン環の酸化及びグルクロン酸

又は硫酸抱合化による代謝物 TX9、TX15、TX20 等の生成と考えられた。（参

照 2、3） 
 

表４ 尿、糞及び胆汁中の主要代謝物（%TAR） 

標識体 投与量 投与方法 性別 試料 代謝物 

[phe-14C] 
チオキサ

ザフェン 

3 mg/kg 体重 

単回経口 

雄 尿 
TX2(7.18)、TX15(4.32)、TX6(2.16)、
TX10(1.32)、TX4(1.11)、TX3(1.04)、
TX17(0.95)、TX13(0.77)、TX20(0.42) 

糞 TX2(37.9) 

雌 尿 
TX2(4.06)、TX15(4.05)、TX10(1.29)、
TX6(1.23)、TX13(0.89)、TX4(0.83)、
TX17(0.62)、TX3(0.55)、TX20(0.33) 

糞 TX2(43.4) 

単回 
静脈内 雄 尿 

TX2(10.1)、TX15(4.41)、TX6(2.59)、
TX4(1.91)、TX13(1.73)、TX3(1.70)、
TX9(0.96)、TX11(0.79)、TX10(0.39)、
TX17(0.38)、TX21(0.29)、TX16(0.05)、
TX19(0.05)、TX20(0.03) 

糞 TX2(40.5) 

3 mg/kg 体重/日 反復経口 雄 尿 
TX2(6.64)、TX15(4.61)、TX6(2.25)、
TX10(1.61)、TX13(1.28)、TX4(1.17)、
TX3(0.95)、TX17(0.52)、TX20(0.47) 

糞 TX2(43.7) 
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標識体 投与量 投与方法 性別 試料 代謝物 

100 mg/kg 体重 

単回経口 雄 尿 

TX2(12.6)、TX6(2.16)、TX3(1.73)、
TX15(1.49)、TX13(1.38)、TX4(1.06)、
TX21(0.77)、TX19(0.59)、TX10(0.36)、
TX20(0.23)、TX9(0.19)、TX17(0.19)、
TX11(0.08) 

糞 TX2(17.6) 

単回経口 雄 胆汁 

TX15(27.1)、TX11(3.12)、TX9(2.69)、
TX13(2.01)、TX14(1.89)、TX20(1.35)、
TX19(1.25)、TX17(1.19)、TX12(1.16)、
TX5(1.12)、TX8(1.05)、TX18(0.90)、
TX7(0.70)、TX3(0.69) 

[thi-14C] 
チオキサ

ザフェン 

3 mg/kg 体重 a 

単回経口 
雄 尿 

TX15(3.88)、TX22(2.92)、TX4(1.40)、
TX23(1.05)、TX24(1.05)、TX3(0.91)、
TX10(0.35)、TX20(0.26)、TX14(0.18) 

雌 尿 TX22(5.48)、TX15(4.32)、TX23(1.39)、
TX24(1.22)、TX10(0.65)、TX20(0.10) 

単回 
静脈内 雄 尿 

TX15(4.62)、TX22(0.70)、TX10(0.54)、
TX3(0.46)、TX23(0.23)、TX4(0.20)、
TX20(0.15)、TX14(0.14) 

3 mg/kg 体重/日 a 反復経口 雄 尿 
TX22(6.22)、TX15(4.70)、TX24(1.11)、
TX23(0.51)、TX10(0.30)、TX20(0.21)、
TX14(0.18) 

100 mg/kg 体重 

単回経口 雄 尿 

TX15(3.59)、TX22(1.54)、TX3(1.00)、
TX23(0.44)、TX10(0.22)、TX4(0.19)、
TX14(0.16)､TX24(0.16)、TX20(0.07)、
TX21(0.04) 

単回経口 雄 胆汁 
TX15(22.6)、TX3(1.93)、TX11(1.87)、
TX9(0.67)、TX20(0.48)、TX8(0.43)、
TX7(0.16)、TX5(0.12)、TX19(0.10) 

a：いずれの投与群においても、糞中で代謝物は同定されなかった。 
 
④ 排泄 

a. 尿及び糞中排泄 

分布試験［１.(１)②a.］における投与後 168 時間（反復経口投与群では最終

投与後 168 時間）の尿及び糞を採取して、尿及び糞中排泄試験が実施された。 
尿及び糞中排泄率は表 5 に示されている。 
いずれの投与群においても排泄は比較的速やかで、投与放射能は投与後 48 時

間では尿中に 23.8%TAR～37.4%TAR、糞中に 44.0%TAR～66.8%TAR、投与後

168 時間では尿中に 24.4%TAR～38.1%TAR、糞中に 44.8%TAR～68.6%TAR 排

出され、主に糞中に排泄された。標識体、性別、投与経路及び投与回数の違いに

よる顕著な差は認められなかった。（参照 2、3） 
 



15 

表５ 尿及び糞中排泄率（%TAR） 

標識体 [phe-14C]チオキサザフェン [thi-14C]チオキサザフェン 
投与量(mg/kg体重) 3 100 3 100 

投与方法 単回経口 単回 
静脈内 

反復 
経口 

単回 
経口 単回経口 単回 

静脈内 
反復 
経口 

単回 
経口 

試料 採取時間(hr) 雄 雌 c 雄 雄 雄 雄 雌 雄 雄 雄 

尿 
0-24 29.2 22.2 35.6 30.3 27.8 28.3 32.7 28.0 28.8 27.5 
0-48 30.9 23.8 37.4 32.1 30.5 29.1 34.0 29.2 29.9 30.2 

0-168 31.5 24.4 38.1 32.9 31.3 29.7 34.9 29.9 30.5 31.1 

糞 
0-24 49.6 33.7 43.2 47.6 42.8 60.0 46.5 52.9 52.2 44.6 
0-48 57.7 44.0 50.0 59.9 51.6 66.8 63.1 58.8 61.9 59.9 

0-168 58.7 44.8 51.4 61.1 53.1 68.6 65.0 60.4 63.1 62.0 
ケージ洗浄液 a 2.93 3.36 3.95 3.00 2.92 3.13 4.00 2.97 2.91 2.95 

消化管及び内容物 b 0.05 0.02 0.06 0.05 0.05 0.05 0.06 0.07 0.04 0.05 
組織 b 0.88 0.38 0.88 0.82 0.73 0.91 1.02 1.05 0.85 0.97 

注）SD ラット（雄 2 匹）を用いて実施された予備試験において、投与後 48 時間の呼気中放射能は僅か
（[phe-14C]チオキサザフェン投与群：0.1%TAR 未満、[thi-14C]チオキサザフェン投与群：0.7%TAR
未満）であったことから、本試験では呼気中排泄は測定されなかった。 

NA：分析されず、／：該当なし 
a：ケージ壁面リンス液（尿及び糞採取時に併せて採取）及びケージ洗浄液（脱イオン水及びメタノール、

最終試料採取時に採取）の合計 
b：投与 168 時間後（反復経口投与群では最終投与 168 時間後）に採取 
c：尿、糞及びケージ洗浄液中排泄率は再試験群における値。消化管及び内容物並びに組織中放射能は、

当初設定された投与群の結果を参考資料として記載した。 
 
b. 胆汁中排泄 

胆管カニューレを挿入した SD ラット（一群雄 4 匹）に[phe-14C]チオキサザフ

ェン又は[thi-14C]チオキサザフェンを高用量で単回経口投与して、胆汁中排泄試

験が実施された。 
胆汁、尿及び糞中排泄率は表 6 に示されている。 
投与放射能は、投与後 48 時間で、[phe-14C]チオキサザフェン投与群では 60.2

±5.43%TAR、[thi-14C]チオキサザフェン投与群では 32.2±24.0%TAR が胆汁中

に排泄された。 
本試験並びに尿及び糞中排泄試験［１.(１)④a.］における糞中排泄率から、

投与放射能は主に胆汁を介して糞中に排泄されると考えられた。（参照 2、3） 
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表６ 胆汁、尿及び糞中排泄率（%TAR） 

標識体 [phe-14C]チオキサザフェン [thi-14C]チオキサザフェン a 

試料 採取時間(hr) 100 mg/kg 体重 

胆汁 
0-12 52.5 25.9 
0-24 58.1 30.6 
0-48 60.2±5.43 32.2±24.0 

尿 
0-12 15.7 32.2 
0-24 20.0 42.8 
0-48 21.0±8.44 44.9±23.0 

糞 
0-12 0.25 7.25 
0-24 2.41 10.3 
0-48 3.33±0.33 10.9±15.0 

ケージ洗浄液 b 0.32±0.14 1.16±0.39 
注）投与後 48 時間の胆汁、尿及び糞並びにケージ洗浄液は平均値±標準偏差。その他は平均値。 
a：試料採取の問題により胆汁、尿及び糞中排泄率の個体差が大きいことから、参考資料として記載した。 
b：ケージ壁面リンス液（尿及び糞採取時に併せて採取）及びケージ洗浄液（脱イオン水及びメタノー

ル、最終試料採取時に採取）の合計 
 

（２）マウス 

ICR マウス（一群雌雄各 5 匹）に非標識体を 3 日間混餌（雄：100、250、750
及び 1,750 ppm、雌：50、100、250 及び 750 ppm、平均検体摂取量は表 7 参照）

投与した後、[phe-14C]チオキサザフェンを雌雄とも低用量群から順に 1.07、1.60、
1.60 及び 2.14 mg/kg 体重で単回経口投与して、動物体内運命試験が実施された

5。代謝物同定・定量試験は、[phe-14C]チオキサザフェン投与 1 時間、2 時間、4
時間、8 時間及び 24 時間後の血漿並びに投与後 24 時間の尿及び糞を試料として

実施された。 
 

表７ 動物体内運命試験（マウス）の平均検体摂取量 

投与群 50 ppm 100 ppm 250 ppm 750 ppm 1,750 ppm 
平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

雄  22.0 61.4 159 451 
雌 11.9 28.5 63.3 167  

注）非標識体投与期間中の平均検体摂取量 
／：該当なし 

 
血漿中薬物動態学的パラメータは表 8 に、尿及び糞中排泄率は表 9 に、それぞ

れ示されている。 
いずれの投与群においても、一般状態の変化及び死亡は認められなかった。

1,750 ppm 投与群の雄で体重減少（非標識体投与 0～3 日）が認められた。 
血漿中放射能は標識体投与 1～2 時間後に Cmax に達し、T1/2 は雄では 8.15～

9.86 時間、雌では 9.52～11.9 時間であった。1,750 ppm 投与群の雄における Cmax

                                            
5 マウスを用いた 78 週間発がん性試験［11.(２)］において、雄で肝細胞癌の発生頻度増加傾向、雌

で肝細胞腺腫の発生頻度増加が認められたことから、肝腫瘍発生機序検討を目的として実施された。 
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及び AUC について、750 ppm 投与群に対して用量比以上の増加が認められた。

750 ppm 以下投与群の雌雄における Cmax又は AUC では、用量比に応じた増加

が認められた。 
未変化のチオキサザフェンは血漿中には認められず、尿中には 5%TRR 未満、

糞中には最大 45.0%TRR 認められた。いずれの試料においても同定された代謝

物は認められず、主要未同定代謝物が尿中には 24.7%TRR～39.6％TRR、糞中に

は 37.6%TRR～68.7%TRR 認められた。 
投与放射能は投与後 24 時間で尿中に 35.6%TAR～58.9%TAR、糞中に

26.1%TAR～51.3%TAR 排泄され、尿及び糞中に同程度排泄された。いずれの投

与群においても、排泄率及び排泄経路に顕著な差は認められなかった。（参照 2、
4） 

 
表８ 血漿中薬物動態学的パラメータ 

性別 雄 雌 
投与群(ppm) 100 250 750 1,750 50 100 250 750 

Tmax(hr) 1 1 1 1 2 1 1 1 
T1/2(hr) 8.23 9.86 9.25 8.15 11.9 10.0 9.52 11.8 
Cmax a 0.240 0.286 0.286 0.432 0.127 0.223 0.201 0.184 

AUClast b 1.69 1.76 2.06 2.54 1.35 1.56 1.39 1.49 
AUCinf b 1.94 2.11 2.45 2.90 1.80 1.91 1.68 1.94 
注）Cmax及び AUC については、[phe-14C]チオキサザフェン投与量に基づく補正値。 
AUClast：定量可能最終時点までの AUC 
AUCinf：投与から無限大時間までの AUC 
a：単位は(µg/g)/(mg/kg) 
b：単位は(hr・µg/g)/(mg/kg) 

 
表９ 尿及び糞中排泄率（%TAR） 

性別 雄 雌 
投与群(ppm) 100 250 750 1,750 50 100 250 750 

尿 42.3 58.9 39.7 43.0 35.6 42.7 47.9 47.6 
糞 43.2 34.1 37.9 26.1a 45.8 51.3 47.0 44.6 

ケージ洗浄液 0.58 4.61 1.00 2.46 3.22 2.12 2.76 4.30 
総回収率 86.1 97.5 78.6 71.6 84.7 96.1 97.7 96.5 

注）投与後 24 時間の試料 
a：糞の排泄が不十分であった可能性が考えられた。 
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（３）ヤギ 

泌乳ヤギ（アルパイン種、一群雌 1 頭）に、[phe-14C]チオキサザフェン又は

[thi-14C]チオキサザフェンを 0.51～0.71 mg/kg 体重/日（10.6 mg/kg 飼料相当）

の用量で 1 日 1 回、5 日間カプセル経口投与して、動物体内運命試験が実施され

た。乳汁、尿、糞及びケージ洗浄液は 1 日 2 回、各臓器及び組織は最終投与 18
～19 時間後に採取された。乳汁は乳脂肪及び脱脂乳に分けて分析された。 
各試料中の残留放射能濃度及び代謝物は表 10 及び 11 に示されている。 
投与放射能は、最終投与 1 日後までに、[phe-14C]チオキサザフェン投与群では

尿中に 19.9%TAR、糞中に 64.5%TAR、[thi-14C]チオキサザフェン投与群では尿

中に 49.6%TAR、糞中に 33.4%TAR、それぞれ排出された。乳汁中（乳脂肪及び

脱脂乳の合計）には 0.08%TAR～0.24%TAR 移行した。いずれの標識体投与群に

おいても、脱脂乳及び乳脂肪中放射能濃度は投与 2 日に定常状態となり、総残留

放射能濃度は脱脂乳に比べて乳脂肪で高かった。臓器及び組織中残留放射能濃度

は、肝臓及び腎臓で比較的高く認められた。 
未変化のチオキサザフェンは、[phe-14C]チオキサザフェン投与群における脂肪

（大網及び皮下）中にのみ認められた。各試料中の主要代謝物として、乳汁では

TX2、TX22、TX38 及び TX39 が、各臓器及び組織では TX2、TX22、TX25 及

び TX27 が、それぞれ 10%TRR を超えて認められた。また、尿及び糞中の主要

代謝物として、TX2、TX22、TX26 等が認められた。（参照 2、5） 
 

表 10 各試料中の残留放射能濃度 

試料 [phe-14C]チオキサザフェン [thi-14C]チオキサザフェン 
µg/g %TAR µg/g %TAR 

乳汁 乳脂肪 0.256 a 0.03 b 0.268 a 0.06 b 
脱脂乳 0.026 a 0.05 b 0.083 a 0.18 b 

肝臓 1.10 0.53 0.334 0.29 
腎臓 0.383 0.04 0.217 0.03 

脂肪 
大網 0.015 0.01 <0.001 － 
皮下 0.018 <0.01 <0.001 － 

腎周囲 0.014 <0.01 <0.001 － 

筋肉 腹側部 0.052 0.01 <0.001 － 
腰部 0.055 0.03 <0.001 － 

全血 0.049 <0.01 0.039 <0.01 
胆汁 0.371 <0.01 0.194 <0.01 

消化管及び内容物 

 

5.41 

 

2.86 
尿 19.9 49.6 
糞 64.5 33.4 

ケージ洗浄液 0.35 0.25 
／：該当なし、－：残留放射能濃度が定量限界未満であることから算出できなかった。 
a：投与 2 日午後に採取された試料の値。 
b：投与 1 日～最終投与 1 日後の値。 
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表 11 各試料中の代謝物 (%TRR) 

標識体 試料 
総残留放射

能濃度 
(µg/g) 

チオキサ

ザフェン 代謝物 抽出 
残渣 

[phe-14C]
チオキサ

ザフェン 

乳汁 a  ND TX39(30.2)、TX2(16.3)、
TX38(11.6)、TX27(4.7)、TX25(2.3) 4.7 

 
乳脂肪 b 0.256 ND TX39(67.8)、TX38(3.9)  

脱脂乳 b 0.026 ND TX2(28.6)、TX38(18.7)、TX27(7.5)、
TX25(2.2) 7.6 

肝臓 c、d 1.10 ND TX2(29.9)、TX25(12.5)、TX27(5.3) 0.5 
腎臓 c、d 0.383 ND TX2(53.0)、TX27(10.5)、TX25(7.0) 0.5 

筋肉 腹側部 0.052 ND TX2(99.4) 0.6 
腰部 0.055 ND TX2(98.9) 0.5 

脂肪 
大網 0.015 9.4 TX2(25.6)、TX37(8.3) 12.3 
皮下 0.018 10.7 TX2(38.5)、TX37(3.9) 8.6 

腎周囲 0.014 ND TX2(55.9)、TX37(1.9) 8.2 

尿  ND TX2(92.8)、TX28(3.8)、TX6(3.0)、
TX27(2.2)、TX25(2.1)  

糞  ND TX2(50.1)、TX25(2.8)、TX27(1.6) 42.5 

[thi-14C]
チオキサ

ザフェン 

乳汁 a  ND TX22(51.5)、TX39(13.9)、TX38(3.0) 5.0 

 乳脂肪 b 0.268 ND TX39(55.8)、TX22(12.7)、TX38(1.3)  
脱脂乳 b 0.083 ND TX22(65.2)、TX38(3.4) 6.5 

肝臓 d 0.334 ND TX22(1.5)、TX26(1.1) 0.4 
腎臓 d 0.217 ND TX22(21.5)、TX26(1.5) 0.7 
尿  ND TX22(93.5)、TX26(1.0)  
糞  ND TX26(64.1) 35.9 

注）・[thi-14C]チオキサザフェン投与群における筋肉及び脂肪については、残留放射能濃度が定量限界
未満であったことから分析されず。 

  ・代謝物 TX38 及び TX39 は、チオキサザフェンのグルクロン酸又は硫酸抱合体であるが、抱合
位置は不明。 

ND：検出されず、／：該当なし 
a：乳脂肪及び脱脂乳の分析結果に基づき算出された。 
b：投与 2 日午後に採取された試料の値。 
c：有機溶媒抽出残渣を 0.1 及び 4 mol/L 水酸化カリウムにより追加抽出し、酢酸エチル相に認められた
代謝物（肝臓；TX25：12.0%TRR、TX2：5.3%TRR、TX27：4.7%TRR、腎臓；TX2：8.7%TRR、
TX25：7.0%TRR、TX27：5.6%TRR）を含む。 

d：有機溶媒抽出残渣のプロテアーゼ可溶化処理が行われた結果、可溶化画分中に 22.4%TRR～
35.5%TRR 認められた。 
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（４）ニワトリ 

産卵鶏（系統不明、一群 10 羽）に、[phe-14C]チオキサザフェンを 0.72 mg/kg
体重/日（10.5 mg/kg 飼料相当）又は[thi-14C]チオキサザフェンを 0.78 mg/kg 体

重/日（10.8 mg/kg 飼料相当）の用量で 1 日 1 回、7 日間カプセル経口投与して、

動物体内運命試験が実施された。卵及び排泄物は 1 日 2 回、各臓器及び組織は最

終投与 19～21.5 時間後に採取された。 
各試料中の残留放射能濃度及び代謝物は表 12 及び 13 に示されている。 
投与放射能は、最終投与 1 日後までに排泄物中に 87.7%TAR～88.5%TAR 排

出され、卵中には 0.33%TAR～0.36%TAR 移行した。いずれの標識体投与群にお

いても、卵中の総残留放射能濃度は経時的に増加し、最終投与 1 日後まで定常状

態に達しなかった。臓器及び組織中残留放射能濃度は、肝臓で比較的高く認めら

れた。 
各試料中における主要成分として、未変化のチオキサザフェンのほか、代謝物

TX2、TX25 及び TX37 が 10%TRR を超えて認められた。そのほかに、代謝物

TX27、TX30 及び TX39 が認められた。また、排泄物中には、未変化のチオキサ

ザフェンのほか、代謝物 TX2/TX28、TX26 等が認められた。（参照 2、6） 
 

表 12 各試料中の残留放射能濃度 

試料 [phe-14C]チオキサザフェン [thi-14C]チオキサザフェン 
µg/g %TAR µg/g %TAR 

卵 

投与 3 日 0.023 a 0.01 b 0.023 a 0.01 b 
投与 5 日 0.085 a 0.06 b 0.086 a 0.06 b 
投与 7 日 0.135 a 0.09 b 0.168 a 0.10 b 

投与 1 日～最終

投与 1 日後合計  0.33  0.36 

肝臓 0.612 0.32 0.664 0.33 

脂肪 腹部 0.045 0.02 0.046 0.01 
皮下 0.044 0.01 0.039 0.01 

筋肉 腿部 0.014 0.01 0.015 0.01 
胸部 0.009 0.01 0.009 0.01 

消化管及び内容物 
 

1.1 
 

1.5 
排泄物 88.5 87.7 

ケージ洗浄液 0.4 0.5 
／：該当なし  
a：午後及び午後に採取された試料の平均値 
b：午後及び午後に採取された試料の合計値 
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表 13 各試料中の代謝物 (%TRR) 

標識体 試料 
総残留放射

能濃度 
(µg/g) 

チオキサ

ザフェン 代謝物 抽出

残渣 

[phe-14C]
チオキサ

ザフェン 

卵(投与 5日)a 0.085 1.2 TX2(3.4)、TX30(1.5)、TX39(1.3) 72.7d 

卵(最終投与

1 日後)a 0.149 0.8 TX2(4.0)、TX30(1.5)、TX39(1.4)、
TX27(0.6) 0.0d 

肝臓 0.612 0.3 TX25(14.6)c、TX2(5.8)、TX30(1.7)、
TX27(1.2) 0.0 

脂肪 腹部 0.045 12.0 TX37(21.2) 8.4 
皮下 0.044 18.7 TX37(30.1) 8.2 

筋肉 腿部 0.014 5.6 TX2(17.5) 55.2 
胸部 0.009 3.7 TX2(18.1) 51.7 

排泄物 b  0.9 TX2/TX28(8.2)、TX25(2.5)、
TX27(2.3)、TX30(2.0) 27.4 

[thi-14C]
チオキサ

ザフェン 

卵(投与 5日)a 0.086 0.8 TX30(1.3)、TX39(1.3) 76.9d 

卵(最終投与

1 日後)a 0.175 0.8 TX39(1.4)、TX30(1.1) 0.0d 

肝臓 0.664 0.5 TX30(1.4) 0.0 

脂肪 腹部 0.046 20.7 － 12.4 
皮下 0.039 20.4 － 9.4 

筋肉 腿部 0.015 ND －e 66.5 
胸部 0.009 ND －e 65.7 

排泄物 b  0.8 TX26(5.3)、TX29(2.7)、TX30(1.4) 27.9 
／：該当なし、ND：検出されず、－：代謝物は同定されず                                                            
a：午前に採取された試料 
b：HPLC 分析の結果、分離不十分な多数のピークが認められたことから、不確実な定量及び同定結果

となっている可能性がある。 
c：有機溶媒抽出残渣を 24%水酸化カリウムにより追加抽出し、酢酸エチル相に認められた。 
d：最終投与 1 日後（午前）に採取された卵では、有機溶媒抽出残渣を 0.1 mol/L 及び 24%水酸化カリ

ウムにより追加抽出した結果、全ての放射能が抽出可能であった。 
e：[thi-14C]チオキサザフェン固有の未同定代謝物が、腿部では 11.8%TRR、胸部では 13.2%TRR 認め

られた。 
 
ヤギ及びニワトリにおけるチオキサザフェンの主要代謝経路は、①オキサジア

ゾール環の N-O 結合の開裂及び加水分解による代謝物 TX2 及び TX26 の生成、

②代謝物 TX2 の加水分解による代謝物 TX27 及び TX25 の生成、③代謝物 TX2
から代謝物 TX37 の生成、④代謝物 TX26 のグリシン抱合化による代謝物 TX22
の生成、⑤チオフェン環の酸化及びグルクロン酸又は硫酸抱合化による代謝物

TX38 又は TX39 の生成と考えられた。 
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２．植物体内運命試験  

（１）だいず 

だいず（品種：Asgrow®AG4606）種子に、フロアブル剤に調製した[phe-14C]
チオキサザフェンを 1.30 mg/種子（0.81 kg ai/ha 相当）又は[thi-14C]チオキサザ

フェンを 1.26 mg/種子（0.78 kg ai/ha 相当）の用量で塗抹処理し、処理翌日に

播種し、屋外で栽培して、植物体内運命試験が実施された。試料として、播種

28 日後に未成熟茎葉が、48 日後に飼料用茎葉が、88 日後に乾草（水分含量 10%
～20%）が、147 日後に子実が、それぞれ採取された。 

各試料における放射能分布及び代謝物は表 14 に示されている。 
総残留放射能濃度は、未成熟茎葉で 9.05～10.9 mg/kg と最も高く、飼料用茎

葉では 0.426～0.510 mg/kg、乾草では 0.779～1.06 mg/kg、子実では 0.0696～
0.165 mg/kg であった。 
未成熟茎葉、飼料用茎葉及び乾草における主要成分として未変化のチオキサザ

フェンが認められたほか、未成熟茎葉で代謝物 TX2 が 10%TRR を超えて認めら

れた。そのほかに、代謝物 TX31、TX32、TX33 及び TX34 が認められた。 
子実における主要代謝物として、TX2 が 10%TRR を超えて認められた。その

ほかに、代謝物 TX33 が認められた。（参照 2、7） 
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表 14 各試料における放射能分布及び代謝物 

標識体 [phe-14C]チオキサザフェン [thi-14C]チオキサザフェン 

試料 未成熟

茎葉 
飼料用

茎葉 乾草 子実 未成熟 
茎葉 

飼料用

茎葉 乾草 子実 

総残留放射能

濃度(mg/kg) 9.05 0.426 0.779 0.0696 10.9 0.510 1.06 0.165 

溶媒抽出画分 a 74.1 
(6.71) 

62.2 
(0.265) 

56.0 
(0.436) 

69.6 
(0.0485) 

69.1 
(7.56) 

55.6 
(0.284) 

52.1 
(0.553) 

69.7 
(0.115) 

 チオキサ 
ザフェン b 

5.63 
(0.510) 

12.5 
(0.0532) 

4.33 
(0.0337) 

≤0.89 
(≤0.0006) 

4.69 
(0.514) 

5.01 
(0.0256) 

5.12 
(0.0544) 

≤0.50 
(≤0.0008) 

 TX2 10.6 
(0.955) 

8.48 
(0.0362) 

8.11 
(0.0631) 

10.9 
(0.0076)     

 TX31 8.53 
(0.772) ND ND ND     

 TX32     3.61 
(0.395) ND ND ND 

 TX33 4.26 
(0.386) 

1.70 
(0.0073) 

0.86 
(0.0067) 

0.60 
(0.0004) 

4.91 
(0.537) 

4.40 
(0.0224) 

1.08 
(0.0114) ND 

 TX34 3.82 
(0.346) 

2.66 
(0.0113) 

2.41 
(0.0188) ND 4.07 

(0.445) 
2.89 

(0.0147) 
2.67 

(0.0283) ND 

抽出残渣 c 25.9 
(2.34) 

37.8 
(0.161) 

44.0 
(0.343) 

30.4 
(0.0212) 

30.9 
(3.38) 

44.4 
(0.226) 

47.9 
(0.509) 

30.3 
(0.0498) 

上段：%TRR、下段( )：mg/kg 
ND：検出されず、／：標識部位を含まないことから検出されず 
a：子実は、油脂除去を目的として実施されたヘキサン抽出画分（[phe-14C]チオキサザフェン処理区：

7.48%TRR、[thi-14C]チオキサザフェン処理区：7.04%TRR）を含む。 
b：子実について、残留放射能濃度が低かったことから、ヘキサン抽出画分を用いた HPLC 分析は行わ

れていない。表中の値は、ヘキサン抽出液を用いたアセトニトリル分配画分における残留放射能で
あり、未変化のチオキサザフェン又は類似の極性を有する物質と考えられた。 

c：飼料用茎葉及び乾草にについて、アセトン/水抽出後の残渣を用いて酵素処理及び化学的抽出により
特徴付けが行われた結果、リグニン画分（15.7%TRR～17.8%TRR）及びヘミセルロース画分
（6.91%TRR～14.5%TRR）に比較的多くの残留放射能が認められた。 

 
（２）とうもろこし 

とうもろこし（品種：DeKalb® DKC69-71）種子に、フロアブル剤に調製した

[phe-14C]チオキサザフェンを 1.09 mg/種子（0.26 kg ai/ha 相当）又は[thi-14C]
チオキサザフェンを 1.28 mg/種子（0.30 kg ai/ha 相当）の用量で塗抹処理し、

処理翌日に播種し、屋外で栽培して、植物体内運命試験が実施された。試料とし

て、播種 24 日後に未成熟茎葉が、101 日後に飼料用茎葉が、130 日後に飼料用

乾燥茎葉（水分含量 15%～20%）及び子実が、それぞれ採取された。 
各試料における放射能分布及び代謝物は表 15 に示されている。 
総残留放射能濃度は、未成熟茎葉で 1.72～1.97 mg/kg と最も高く、飼料用茎

葉では 0.0084～0.0148 mg/kg、飼料用乾燥茎葉では 0.0415～0.0644 mg/kg、子

実では 0.0012～0.0020 mg/kg であった。 
未変化のチオキサザフェンは、未成熟茎葉にのみ 33.1%TRR～46.1%TRR 認め
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られた。飼料用茎葉及び飼料用乾燥茎葉における主要成分として、代謝物 TX2
のほか、代謝物 TX25 及び TX26（いずれも抱合体を含む）が 10%TRR を超えて

認められた。そのほかに、代謝物 TX27、TX34 及び TX36 が認められた。子実

において代謝物は同定されなかった。（参照 2、8） 
 

表 15 各試料における放射能分布及び代謝物 

標識体 [phe-14C]チオキサザフェン [thi-14C]チオキサザフェン 

試料 未成熟

茎葉 
飼料用

茎葉 
飼料用 

乾燥茎葉 子実 a 未成熟 
茎葉 

飼料用 
茎葉 

飼料用 
乾燥茎葉 子実 a 

総残留放射能

濃度(mg/kg) 1.72 0.0148 0.0644 0.0012 1.97 0.0084 0.0415 0.0020 

溶媒抽出画分 96.8 
(1.66) 

95.0 
(0.0140) 

90.6 
(0.0585) 

42.0 
(0.0005) 

97.4 
(1.92) 

71.0 
(0.0060) 

89.9 
(0.0373) 

11.6 
(0.0002) 

 チオキサ 
ザフェン 

33.1 
(0.569) ND ND ND 

(<0.0001) 
46.1 

(0.907) 
<1.0 

(<0.0001) ND ND 
(<0.0001) 

 TX2 8.8 
(0.151) 

12.4 
(0.0018) 

11.2 
(0.0072) ND     

 TX25 ND 4.2 
(0.0006) 

6.5 
(0.0042) ND     

 TX25 
抱合体 b ND 17.0 

(0.0025) 
14.2 

(0.0091) ND     

 TX26     ND 9.0 
(0.0008) 

5.1 
(0.0021) ND 

 TX26 
抱合体 b     ND 12.5 

(0.0011) 
11.0 

(0.0046) ND 

 TX27 1.9 
(0.033) 

4.8 
(0.0007) 

4.0 
(0.0026) ND     

 TX34 7.1 
(0.122) ND ND ND 4.2 

(0.083) ND ND ND 

 TX36     ND 2.6 
(0.0002) 

3.4 
(0.0014) ND 

抽出残渣 3.3 
(0.056) 

4.9 
(0.0007) 

9.4 
(0.0060) 

58.1 
(0.0007) 

2.6 
(0.052) 

29.0 
(0.0024) 

10.1 
(0.0042) 

88.4 
(0.0018) 

上段：%TRR、下段( )：mg/kg  
ND：検出されず、／：標識部位を含まないことから検出されず 
a：子実について、残留放射能濃度が低かったことから、アセトン/水抽出画分を用いた HPLC 分析は

行われていない。表中の値は、塩基性条件下での酢酸エチル分配画分における残留放射能。 
b：代謝物 TX25/TX26 の抱合体又は加水分解により代謝物 TX25/TX26 を生成する代謝物の合量。 
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（３）わた 

わた（品種：PHY 800 PIMA）種子に、フロアブル剤に調製した[phe-14C]チ
オキサザフェンを 1.20 mg/種子（0.28 kg ai/ha 相当）又は[thi-14C]チオキサザフ

ェンを 1.30 mg/種子（0.31 kg ai/ha 相当）の用量で塗抹処理し、処理翌日に播

種し、屋外で栽培して、植物体内運命試験が実施された。試料として、播種 39
日後に未成熟茎葉が、182 日後に茎葉及びコットンボールが、それぞれ採取され

た。コットンボールは綿繰り処理され、リント付き種子が採取された。 
各試料における放射能分布及び代謝物は表 16 に示されている。 
総残留放射能濃度は、未成熟茎葉で 1.04～2.40 mg/kg と最も高く、茎葉では

0.0632～0.0653 mg/kg、リント付き種子では 0.0087～0.0090 mg/kg であった。 
未変化のチオキサザフェンは未成熟茎葉にのみ認められた。茎葉における主要

成分として、代謝物 TX2、TX25（抱合体を含む）及び TX29 が 10%TRR を超え

て認められた。そのほかに、代謝物 TX26、TX27 及び TX36 が認められた。リ

ント付き種子において代謝物は同定されなかった。（参照 2、9） 
 

表 16 各試料における放射能分布及び代謝物 

標識体 [phe-14C]チオキサザフェン [thi-14C]チオキサザフェン 

試料 未成熟茎葉 茎葉 リント付き

種子 未成熟茎葉 茎葉 リント付き

種子 
総残留放射能

濃度(mg/kg) 1.04 0.0653 0.0087 2.40 0.0632 0.0090 

溶媒抽出画分 98.7 
(1.03) 

91.4 
(0.060) 

37.9 
(0.003) 

97.9 
(2.35) 

86.8 
(0.055) 

43.3 
(0.004) 

 チオキサ 
ザフェン 

6.3 
(0.065) ND ND 15.7 

(0.377) ND ND 

 TX2 6.2 
(0.064) 

10.9 
(0.0071) ND    

 TX25 7.5 
(0.078) 

3.7 
(0.0024) ND    

 TX25 
抱合体 a ND 18.0 

(0.0118) ND    

 TX26    9.4 
(0.226) 

7.9 
(0.0050) ND 

 TX27 4.0 
(0.042) 

7.6 
(0.0050) ND    

 TX29 ND 12.5 
(0.0082) ND ND ND ND 

 TX36    0.8 
(0.019) ND ND 

抽出残渣 1.3 
(0.013) 

8.6 
(0.006) 

62.1 
(0.005) 

2.1 
(0.051) 

13.3 
(0.008) 

56.7 
(0.005) 

上段：%TRR、下段( )：mg/kg  
ND：検出されず、／：標識部位を含まないことから検出されず 
a：代謝物 TX25/TX26 の抱合体又は加水分解により代謝物 TX25/TX26 を生成する代謝物の合量。 
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（４）後作物 

とうもろこし（品種不明）種子に、フロアブル剤に調製した[phe-14C]チオキサ

ザフェン又は[thi-14C]チオキサザフェンを 0.50 mg/種子（0.32 kg ai/ha 相当）の

用量で塗抹処理し、処理当日に播種し、出芽約 2 週間後の植物体を鋤込んだほ場

を用いて、植物体内運命試験が実施された。とうもろこし（以下［２.(４)］に

おいて「前作物」という。）の播種 30 日、120 日及び 360 日（レタスのみ 413
日）後に、後作物として、レタス（品種：Salad Bowl）、ラディッシュ（品種：

Crimson Giant）及び小麦（品種：Blanco Royale）が、それぞれ播種され、経

時的に試料が採取された。 
各試料における放射能分布及び代謝物は表 17 に示されている。 
総残留放射能濃度は、いずれの標識体処理区においても、前作物の播種 30 日

又は 120 日後の土壌を用いて栽培された試料で高く、小麦（わら）で最大 0.0869 
mg/kg 認められた。 
未変化のチオキサザフェンは、レタス（未成熟）で最大 4.4%TRR 認められた。

各試料中の主要代謝物として、TX25［ラディッシュ（根部）］及び TX26［ラデ

ィッシュ（茎葉部及び根部）及び小麦（青刈り）］が 10%TRR を超えて認めら

れたほか、TX2、TX27、TX29、TX30 及び TX36 が認められた。（参照 10） 
 

表 17 各試料における放射能分布及び代謝物（%TRR） 

試料 標識 
化合物 

前作物播

種後日数 
(日) 

総残留

放射能

(mg/kg) 

抽出 
画分 

 
抽出

残渣 チオキサ

ザフェン 代謝物 

レタス 

(未成熟) 

[phe-14C] 
チオキサ

ザフェン 

30 0.0083 81.7 ND TX2(2.2)、TX25(1.7) 14.0 
120 0.0075 74.1 4.4 TX2(3.6)、TX30(2.4) 25.9 
413 0.0038  

[thi-14C]
チオキサ

ザフェン 

30 0.0072 77.5 0.7 － 18.1 
120 0.0095 78.7 ND TX36(7.0) 21.3 
413 0.0025  

レタス 

(成熟) 

[phe-14C] 
チオキサ

ザフェン 

30 0.0041 76.1 ND TX2(3.8) 23.8 
120 0.0043 72.2 0.7 TX25(5.0)、TX2(2.4)、TX30(0.9) 10.9 
413 0.0023  

[thi-14C]
チオキサ

ザフェン 

30 0.0048 77.9 0.2 － 22.1 
120 0.0071 73.4 0.7 TX26(5.7)、TX36(0.5) 11.8 
413 0.0030  

ラディッ

シュ 
(茎葉部) 

[phe-14C] 
チオキサ

ザフェン 

30 0.0049 91.8 ND TX25(5.2)、TX29(4.7)、TX27(2.9)、
TX2(2.2)、TX30(0.6) 8.2 

120 0.0104 86.9 0.2 TX27(4.0)、TX29(3.8)、TX25(3.0)、
TX2(1.1)、TX30(1.1) 8.7 

360 0.0014  
[thi-14C]
チオキサ

ザフェン 

30 0.0058 88.8 ND TX26(10.1)、TX36(3.6)、TX30(0.9) 11.2 
120 0.0184 87.5 ND TX26(16.2)、TX30(1.5)、TX36(1.1) 8.2 
360 0.0050  
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試料 標識 
化合物 

前作物播

種後日数 
(日) 

総残留

放射能

(mg/kg) 

抽出 
画分 

 
抽出

残渣 チオキサ

ザフェン 代謝物 

ラディッ

シュ 
(根部) 

[phe-14C] 
チオキサ

ザフェン 

30 0.0073 64.9 ND TX25(6.7)、TX29(6.0)、TX2(2.9) 35.1 

120 0.0503 83.0 ND TX25(10.9)、TX29(5.6)、TX30(2.7)、
TX2(2.2) 4.0 

360 0.0054  
[thi-14C]
チオキサ

ザフェン 

30 0.0096 62.9 ND TX26(9.0)、TX36(1.1) 37.1 
120 0.0568 80.7 ND TX26(11.8)、TX29(6.1)、TX30(3.7) 4.1 
360 0.0145 59.7 ND TX26(5.4) 6.6 

小麦 
(青刈り) 

[phe-14C] 
チオキサ

ザフェン 

30 0.0157 85.7 ND TX25(3.3)、TX2(3.0)、TX27(2.8)、
TX30(0.4) 6.6 

120 0.0422 88.7 2.5 TX29(9.4)、TX25(3.9)、TX27(3.2)、
TX2(1.2)、TX30(0.6) 5.0 

360 0.0148 79.9 ND TX25(8.8)、TX2(6.7) 12.5 

[thi-14C]
チオキサ

ザフェン 

30 0.0160 78.7 ND TX26(10.9)、TX36(4.2)、TX29(3.8)、
TX30(0.7) 12.2 

120 0.0226 85.3 ND TX26(10.4)、TX29(4.5)、TX30(0.5) 6.3 
360 0.0242 77.9 ND TX26(7.6) 13.9 

小麦 
(干草) 

[phe-14C] 
チオキサ

ザフェン 

30 0.0315 65.3 ND TX29(3.5)、TX2(2.8)、TX25(1.6) 2.3 
120 0.0713 63.5 0.5 TX25(2.9)、TX2(2.6)、TX30(0.5) 12.3 
360 0.0228 41.8 ND TX2(5.4)、TX25(2.0) 12.4 

[thi-14C]
チオキサ

ザフェン 

30 0.0552 66.5 ND TX26(6.5)、TX30(0.9) 3.6 
120 0.0526 65.9 ND TX26(6.4)、TX30(0.5) 7.6 
360 0.0339 47.0 ND TX26(4.6) 12.5 

小麦 
(わら) 

[phe-14C] 
チオキサ

ザフェン 

30 0.0435 58.7 0.2 TX2(2.3)、TX30(0.9) 6.6 

120 0.0769 53.2 0.5 TX29(3.4)、TX25(2.3)、TX2(1.9)、
TX30(1.6) 4.8 

360 0.0176 68.2 ND TX29(9.8)、TX30(2.7) 31.8 
[thi-14C]
チオキサ

ザフェン 

30 0.0592 50.7 0.8 TX26(5.3)、TX30(0.7) 10.1 
120 0.0869 54.5 0.5 TX26(2.6)、TX36(1.6) 5.3 
360 0.0220 58.4 ND － 41.6 

小麦 
(穀粒) 

[phe-14C] 
チオキサ

ザフェン 

30 0.0039 37.0 ND TX2(2.6) 53.6 
120 0.0070 46.3  53.7 
360 0.0029  

[thi-14C]
チオキサ

ザフェン 

30 0.0035 32.5 ND － 55.1 
120 0.0050  
360 0.0032  

ND：検出されず、／：総残留放射能濃度が低かったことから分析されず 
－：代謝物は同定されなかった。 
 

植物におけるチオキサザフェンの主要代謝経路は、①オキサジアゾール環の

N-O 結合の開裂による代謝物 TX29 の生成、②代謝物 TX29 の加水分解による代

謝物 TX2 及び TX26 の生成、③代謝物 TX2 の加水分解よる代謝物 TX27 及び

TX25 の生成、④チオキサザフェンのチオフェン環又は代謝物 TX29 の酸化及び

抱合化による代謝物 TX33 及び TX34 の生成と考えられた。代謝物 TX25 及び
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TX26 は更に抱合化されると考えられ、だいずにおいては代謝物 TX31 及び TX32
が認められた。 

 
３．土壌中運命試験 6  

（１）好気的土壌中運命試験 

砂壌土（米国）に[phe-14C]チオキサザフェン又は[thi-14C]チオキサザフェンを

0.62 mg/kg 乾土（310 g ai/ha 相当）の用量で添加し、20℃、暗条件下で最長 123
日間インキュベートして、好気的土壌中運命試験が実施された。試験期間中、加

湿空気を通気して、土壌中水分含量が pF 2.0～2.5 に調整された。 
好気的土壌における放射能分布は表 18 に示されている。 
いずれの標識体処理区においても、抽出画分中放射能は経時的に減少し、試験

終了時に 13.6%TAR～21.8%TAR となった。主要成分として、未変化のチオキサ

ザフェンが認められた。14CO2 及び抽出残渣中放射能は経時的に増加し、試験終

了時に、14CO2 は 17.2%TAR～19.7%TAR、抽出残渣中放射能は 50.3%TAR～

51.8%TAR となった。揮発性有機化合物は認められなかった。 
好気的土壌におけるチオキサザフェンの推定半減期は、[phe-14C]チオキサザフ

ェン処理区で23.5日、[thi-14C]チオキサザフェン処理区で20.2日と算出された。 
好気的土壌におけるチオキサザフェンの主要分解経路は、CO2に無機化される

ほか、土壌残渣に取り込まれると考えられた。（参照 2、11） 
 

表 18 好気的土壌における放射能分布 

画分及び分解物 
処理後日数(日) 

[phe-14C]チオキサザフェン [thi-14C]チオキサザフェン 
0 10 52 123 0 7 48 121 

抽出画分 99.1 65.2 34.4 21.8 98.4 73.6 30.6 13.6 
 チオキサザフェン 99.1 63.4 28.8 17.5 98.4 73.5 28.6 11.2 

14CO2 NA 4.6 11.9 17.2 NA 2.9 14.5 19.7 
抽出残渣 0.7 27.4 49.4 50.3a 1.3 20.5 51.8 51.8a 

NA：分析されず 
a：有機物分画の結果、フルボ酸画分に 14.6%TAR～15.8%TAR、フミン酸画分に 3.8%TAR～5.1%TAR、
フミン画分に 20.9%TAR～23.1%TAR 認められた。 

 
（２）好気的土壌/嫌気的湛水土壌中運命試験 

砂壌土（米国）に[phe-14C]チオキサザフェン又は[thi-14C]チオキサザフェンを

0.62 mg/kg 乾土（310 g ai/ha 相当）の用量で添加し、好気的条件下、20±2℃
の暗条件下で 14 日間インキュベートし、湛水後、窒素ガスを通気し、嫌気的条

件下、20±2℃の暗条件下で 120 日間インキュベートして、好気的土壌/嫌気的湛

水土壌中運命試験が実施された。 

                                            
6 いずれの試験においても、土性は USDA 分類に基づく。 
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好気的土壌/嫌気的湛水土壌における放射能分布及び分解物は表 19 に示されて

いる。 
いずれの標識体処理区においても、チオキサザフェンは経時的に分解され、嫌

気的湛水処理 120 日後には試験系全体で 1.9%TAR～2.4%TAR となった。主要

分解物として、[phe-14C]チオキサザフェン処理区では TX2 が最大 26.5%TAR、

[thi-14C]チオキサザフェン処理区では TX26 が最大 13.6%TAR 認められた。その

ほかに、分解物 TX25、TX29 及び TX30 が認められた。 
揮発性成分として、14CO2が、試験終了時に、[phe-14C]チオキサザフェン処理

区では最大 7.6%TAR 認められ、[thi-14C]チオキサザフェン処理区では水層中に

溶解した 14CO2/H14CO3
－との合量として最大 18.1%TAR 認められた。揮発性有

機化合物は認められなかった。 
好気的土壌/嫌気的湛水土壌におけるチオキサザフェンの推定半減期は、試験系

全体で 18.9～22.6 日と算出された。また、分解物 TX2 の推定半減期は算出でき

ず、分解物 TX26 の推定半減期は 6.9 日と算出された。（参照 2、12） 
 

表 19 好気的土壌/嫌気的湛水土壌における放射能分布及び分解物（%TAR） 

標識体 
試験条件 好気的条件下 嫌気的条件下 

処理後日数(日)a 0 14 
21 
[7] 

28 
[14] 

43 
[29] 

73 
[59] 

104 
[90] 

134 
[120] 

[phe-14C]
チオキサ

ザフェン 

水層   1.9 1.8 1.7 2.5 3.0 2.5 
土壌抽出画分 99.5 61.4 56.3 58.1 40.5 32.8 29.7 26.7 

水層

+ 
抽出

画分 

チオキサザフェン 99.1 59.5 55.5 57.0 25.6 6.2 2.4 1.9 
TX2 0.0 0.0 0.3 1.0 12.3 24.4 26.5 25.7 

TX25 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 0.5 0.0 
TX29 0.0 0.0 0.0 0.0 3.5 3.6 2.2 1.3 
TX30 0.0 0.0 0.0 0.2 0.1 0.1 0.7 0.3 

14CO2 NA 5.6 6.0 5.9 6.6 6.1 7.2 7.6 
抽出残渣 0.8 26.5 34.6 32.6 45.9 52.1 54.6 57.3c 

[thi-14C]
チオキサ

ザフェン 

水層   2.3 2.4 11.6 16.9 9.0 8.6 
土壌抽出画分 101 56.3 57.5 49.2 32.5 19.1 10.0 8.1 
水層

+ 
抽出

画分 

チオキサザフェン 101 56.3 57.5 45.6 13.8 3.9 2.8 2.4 
TX26 0.0 0.0 0.0 1.0 6.9 13.6 0.4 0.0 
TX29 0.0 0.0 0.0 1.3 7.9 4.1 2.2 2.1 
TX30 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.2 0.0 0.4 

14CO2b NA 7.5 4.9 7.7 10.4 11.1 17.0 18.1 
抽出残渣 0.8 35.1 30.0 40.5 42.7 46.8 46.6 45.9c 

／：該当なし、NA：分析されず  
a：[ ]内は、嫌気的湛水条件における処理後日数を表す。 
b：水層由来の 14CO2/H14CO3－（最大 10.2%TAR、処理 134 日後）を含む。 
c：有機物分画の結果、フルボ酸画分に 11.1%TAR～19.5%TAR、フミン酸画分に 3.0%TAR～3.9%TAR、

フミン画分に 31.0%TAR～34.9%TAR 認められた。 



30 

（３）水/底質系における好気的湛水土壌中運命試験 

2 種類の水/底質系［河川水/埴壌土及び湖水/砂土（いずれも米国）］に、[phe-14C]
チオキサザフェン又は[thi-14C]チオキサザフェンを 0.1 mg/L の用量で水層に添

加し、20±2℃、暗条件下で最長 129 日間インキュベートして、水/底質系におけ

る好気的湛水土壌中運命試験が実施された。 
水/底質系における放射能分布及び分解物は表 20 及び 21 に、チオキサザフェ

ン及び分解物の推定半減期は表 22 に、それぞれ示されている。 
水層中において、未変化のチオキサザフェンは速やかに減少し、処理 14 日後

に 1.1%TAR～4.8%TAR となった。底質抽出画分において、未変化のチオキサザ

フェンは最大 9.4%TAR～36.1%TAR 認められ、水層及び底質中の主要分解物と

して TX2、TX26 及び TX29 が認められた。 
いずれの処理区においても 14CO2 は経時的に増加し、試験終了時に[phe-14C]

チオキサザフェン処理区では 11.8%TAR～23.3%TAR、[thi-14C]チオキサザフェ

ン処理区では系全体で 70.3%TAR～71.2%TAR 認められた。（参照 2、13） 
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表 20 河川水/埴壌土における放射能分布及び分解物（%TAR） 

標識体 画分及び分解物 処理後日数(日) 
0 3 7 14 59 98/129a 

[phe-14C] 
チオキサ 
ザフェン 

水層 92.3 75.2 30.9 28.7 7.1 3.5 

 

チオキサザフェン 92.3 68.2 1.4 4.8 0.0 NA 
TX2 0.0 0.0 13.8 22.1 7.1 NA 

TX29 0.0 7.0 14.5 1.4 0.0 NA 
TX30 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 NA 

底質抽出画分 3.0 15.5 32.0 22.5 14.6 10.7 

 

チオキサザフェン NA 10.8 5.6 4.9 1.1 1.0 
TX2 NA 0.0 4.4 9.6 9.2 9.6 

TX29 NA 4.7 21.2 8.1 0.5 0.2 
TX30 NA 0.0 0.5 0.0 0.0 0.0 

抽出残渣 0.7 4.3 34.2 43.7 65.8 69.0c 

14CO2 NA 0.2 0.5 1.2 7.2 11.8 

[thi-14C] 
チオキサ 
ザフェン 

水層 93.1 78.3 57.5 19.2 2.9 1.9 

 
チオキサザフェン 93.1 78.3 33.3 1.3 NA NA 

TX26 0.0 0.0 14.8 13.1 NA NA 
TX29 0.0 0.0 5.7 0.0 NA NA 

底質抽出画分 6.5 13.4 25.1 13.6 5.1 2.8 

 

チオキサザフェン 4.1 9.4 4.8 3.6 2.2 NA 
TX26 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 NA 
TX29 0.0 4.0 19.9 12.1 1.7 NA 
TX30 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 NA 

抽出残渣 1.1 3.2 13.9 23.4 23.0d 17.6 
14CO2 b NA 0.1 0.4 32.6 56.5 70.3 

NA：分析されず 
a：[phe-14C]チオキサザフェン処理区は処理後 129 日、[thi-14C]チオキサザフェン処理区は処理後 98 日。 
b：処理 14 日後以降の値は、水層（最大 20.6%TAR、処理 14 日後）及び土壌抽出画分（最大 2.7%TAR、

処理 14 日後）由来の 14CO2を含む。 
c：有機物分画の結果、フルボ酸画分に 14.4%TAR、フミン酸画分に 2.9%TAR、フミン画分に 51.8%TAR

認められた。 
d：有機物分画の結果、フルボ酸画分に 5.5%TAR、フミン酸画分に 1.9%TAR、フミン画分に 15.6%TAR

認められた。 
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表 21 湖水/砂土における放射能分布及び分解物（%TAR） 

標識体 画分及び分解物 処理後日数(日) 
0 3 7 14 59 98/129a 

[phe-14C] 
チオキサ 
ザフェン 

水層 91.8 49.0 76.9 39.0 16.2 6.3 

 
チオキサザフェン 91.8 48.3 56.4 1.1 0.0 0.0 

TX2 0.0 0.0 3.9 37.9 15.2 8.7 
TX29 0.0 0.7 16.6 0.0 0.3 0.0 

底質抽出画分 3.8 41.7 13.1 30.4 28.8 18.0 
 チオキサザフェン NA 36.1 3.7 2.4 0.5 0.9 
 TX2 NA 1.1 2.9 25.1 28.4 17.1 
 TX29 NA 4.5 6.5 2.9 0.0 0.0 

抽出残渣 0.1 4.5 4.9 25.5 35.5 43.5c 

14CO2 NA 0.2 0.3 1.5 8.5 23.3 

[thi-14C] 
チオキサ 
ザフェン 

水層 95.2 67.5 72.1 21.6 4.0 2.5 
 チオキサザフェン 95.2 65.5 40.7 1.5 NA NA 
 TX26 0.0 1.2 20.8 14.3 NA NA 
 TX29 0.0 0.9 1.5 0.0 NA NA 
底質抽出画分 3.7 25.8 16.6 6.6 2.8 1.8 
 チオキサザフェン NA 23.5 6.2 4.1 NA NA 
 TX26 NA 2.3 0.0 0.0 NA NA 
 TX29 NA 0.0 10.4 3.8 NA NA 

抽出残渣 0.1 0.1 3.9 12.7 17.4 13.2 
14CO2 b NA 0.2 0.9 42.2 66.5d 71.2 

NA：分析されず 
a：[phe-14C]チオキサザフェン処理区は 129 日、[thi-14C]チオキサザフェン処理区は 98 日。 
b：処理 14 日後以降の値は、水層（最大 18.2%TAR、処理 14 日後）及び土壌抽出画分（最大 2.3%TAR、

処理 14 日後）由来の 14CO2を含む。 
c：有機物分画の結果、フルボ酸画分に 10.9%TAR、フミン酸画分に 2.1%TAR、フミン画分に 30.5%TAR

認められた。 
d：有機物分画の結果、フルボ酸画分に 3.8%TAR、フミン酸画分に 1.5%TAR、フミン画分に 10.3%TAR

認められた。 
 

表 22 チオキサザフェン及び分解物の推定半減期（日） 

土壌 試験区 チオキサ

ザフェン TX2 TX26 TX29 

河川水/埴壌土 
水層 4 － － － 
底質 10.6 － － － 

系全体 4.37 55.2 13.1 5.09 

湖水/砂土 
水層 4.87 － － － 
底質 1.61 － － － 

系全体 5.94 78.7 10.6 2.94 
注）チオキサザフェン及び分解物 TX29 の推定半減期は、[phe-14C]チオキサザフェン及び 

[thi-14C]チオキサザフェン処理区の結果に基づき算出された。 
－：算出されず 
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（４）水/底質系における嫌気的湛水土壌中運命試験 

2 種類の水/底質系［河川水/埴壌土及び湖水/砂土（いずれも米国）］の試験系

に窒素ガスを通気し、嫌気的条件下、20±2℃、暗条件下で 4 週間インキュベー

トした後、水層に[phe-14C]チオキサザフェン又は[thi-14C]チオキサザフェンを

0.10 mg/L の用量で添加し、20±2℃、暗条件下で最長 127 日間インキュベート

して、水/底質系における嫌気的湛水土壌中運命試験が実施された。 
水/底質系における放射能分布及び分解物は表 23 及び 24 に、チオキサザフェ

ン及び分解物の推定半減期は表 25 に、それぞれ示されている。 
水層中において、未変化のチオキサザフェンは速やかに減少し、処理 14 日後

に 10.1%TAR～20.9%TAR となった。底質抽出画分において、未変化のチオキサ

ザフェンは最大 4.8%TAR～16.7%TAR 認められ、水層及び底質中の主要分解物

として TX2、TX26 及び TX29 が認められた。いずれの処理区においても 14CO2

は経時的に増加し、試験終了時に [phe-14C]チオキサザフェン処理区では

8.5%TAR ～ 9.6%TAR 、 [thi-14C] チオキサザフェン処理区では系全体で

38.0%TAR～65.9%TAR 認められた。（参照 2、14） 
 



34 

表 23 河川水/埴壌土における放射能分布及び分解物（%TAR） 

標識体 画分及び分解物 処理後日数(日) 
0 3 7 14 62 99/127a 

[phe-14C] 
チオキサ 
ザフェン 

水層 93.5 54.0 45.9 29.4 6.8 2.8 

 

チオキサザフェン 92.1 50.8 27.0 10.9 0.0 NA 
TX2 0.0 0.3 5.5 16.7 6.1 NA 

TX29 0.0 1.5 12.5 1.8 0.0 NA 
TX30 1.4 0.0 0.4 0.0 0.0 NA 

底質抽出画分 2.9 24.0 22.0 21.1 13.9 9.7 

 

チオキサザフェン NA 7.1 1.8 1.9 0.0 0.0 
TX2 NA 0.0 1.4 8.6 12.4 9.7 

TX29 NA 17.0 17.1 10.6 1.2 0.0 
TX30 NA 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 

抽出残渣 0.6 14.3 25.2 44.9 65.9 67.3c 

14CO2 NA 0.0 0.4 1.0 4.3 8.5 

[thi-14C] 
チオキサ 
ザフェン 

水層 93.7 54.3 37.5 28.2 2.0 1.8 

 

チオキサザフェン 93.7 51.2 27.3 18.0 NA NA 
TX26 0.0 1.5 4.9 3.5 NA NA 
TX29 0.0 0.8 5.3 3.0 NA NA 
TX30 0.0 0.0 0.0 1.2 NA NA 

底質抽出画分 3.4 22.8 19.7 16.2 3.7 2.7 

 
チオキサザフェン NA 7.7 3.1 0.9 NA NA 

TX29 NA 15.1 16.6 14.9 NA NA 
TX30 NA 0.0 0.0 0.4 NA NA 

抽出残渣 0.8 10.3 12.8 16.0 22.7 23.9d 

14CO2 b NA 0.0 15.2 20.0 35.5 38.0 
NA：分析されず  
a：[phe-14C]チオキサザフェン処理区は 127 日、[thi-14C]チオキサザフェン処理区は 99 日。 
b： 処理 7 日後以降の値は、水層（最大 14.5%TAR、処理 28 日後）及び土壌抽出画分（最大 3.7%TAR、

処理 28 日後）由来の 14CO2を含む。 
c：有機物分画の結果、フルボ酸画分に 13.2%TAR、フミン酸画分に 3.9%TAR、フミン画分に 51.1%TAR

認められた。 
d：有機物分画の結果、フルボ酸画分に 3.8%TAR、フミン酸画分に 1.6%TAR、フミン画分に 18.6%TAR

認められた。 
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表 24 湖水/砂土における放射能分布及び分解物（%TAR） 

標識体 画分及び分解物 処理後日数(日) 
0 3 7 14 62 99/127a 

[phe-14C] 
チオキサ 
ザフェン 

水層 91.6 68.3 70.1 44.9 16.4 9.0 

 

チオキサザフェン 91.0 68.3 49.3 10.1 0.0 0.0 
TX2 0.0 0.0 4.0 26.0 16.4 9.0 

TX29 0.0 0.0 14.5 8.9 0.0 0.0 
TX30 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

底質抽出画分 3.3 21.5 18.1 28.5 23.5 20.3 
 チオキサザフェン NA 16.7 3.7 1.0 0.0 0.0 
 TX2 NA 1.0 5.8 23.6 23.5 20.3 
 TX29 NA 3.9 7.6 3.9 0.0 0.0 

抽出残渣 0.1 3.9 7.4 24.2 64.8 60.1c 

14CO2 NA 0.0 0.1 0.5 5.0 9.6 

[thi-14C] 
チオキサ 
ザフェン 

水層 95.8 76.2 61.6 45.8 5.7 3.1 

 

チオキサザフェン 95.8 68.6 31.5 20.9 0.0 NA 
TX26 0.0 4.4 12.7 19.8 0.0 NA 
TX29 0.0 2.2 13.4 3.3 0.0 NA 
TX30 0.0 0.0 3.6 2.9 0.0 NA 

底質抽出画分 3.0 11.3 17.6 11.6 2.5 2.0 
 チオキサザフェン NA 3.8 4.8 2.5 NA NA 
 TX29 NA 7.5 12.8 10.3 NA NA 

抽出残渣 0.1 2.3 3.8 7.8 12.7 13.2d 

14CO2 b NA 0.0 12.0 24.9 66.5 65.9 
NA：分析されず  
a：[phe-14C]チオキサザフェン処理区は 127 日、[thi-14C]チオキサザフェン処理区は 99 日。 
b： 処理 7 日後以降の値は、水層（最大 34.3%TAR、処理 28 日後）及び土壌抽出画分（最大 2.1%TAR、

処理 28 日後）由来の 14CO2を含む。 
c：有機物分画の結果、フルボ酸画分に 19.6%TAR、フミン酸画分に 2.6%TAR、フミン画分に 30.1%TAR

認められた。 
d：有機物分画の結果、フルボ酸画分に 2.6%TAR、フミン酸画分に 1.2%TAR、フミン画分に 9.5%TAR

認められた。 
 

表 25 チオキサザフェン及び分解物の推定半減期（日） 

土壌 試験区 チオキサ

ザフェン TX2 TX26 TX29/30 

河川水/埴壌土 
水層 3.41 － － － 
底質 3.10 － － － 

系全体 4.37 97.9 13.4 12.9 

湖水/砂土 
水層 5.49 － － － 
底質 3.59 － － － 

系全体 6.06 100 4.56 6.81 
注）チオキサザフェン及び分解物 TX29/30 の推定半減期は、[phe-14C]チオキサザフェン及び 

[thi-14C]チオキサザフェン処理区の結果に基づき算出された。 
－：算出されず 

 
嫌気的湛水土壌及び水/底質系における好気的又は嫌気的湛水土壌におけるチ
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オキサザフェンの主要分解経路は、①オキサジアゾール環の N-O 結合の開裂に

よる分解物TX29の生成、②分解物TX29の加水分解による分解物TX2及びTX26
の生成であり、最終的に CO2に無機化されるほか、土壌残渣に取り込まれると考

えられた。 
 
（５）土壌表面光分解試験 

薄層にしたシルト質壌土（米国）に[phe-14C]チオキサザフェン又は[thi-14C]チ
オキサザフェンを 2.76～2.85 mg/kg 乾土（1.4 kg ai/ha 相当）の用量で添加し、

水分含量を最大容水量の 40%に調整して、20±2℃、15 日間キセノンランプ光（光

強度：137.2 W/m2、波長：295 nm 未満をフィルターでカット）を照射して、土

壌表面光分解試験が実施された。また、暗所対照区が設定された。 
光照射区において、試験終了時に、未変化のチオキサザフェンが 92.9%TAR～

102%TAR 認められたほか、分解物 TX41 が 3.0%TAR～3.6%TAR 認められた。

14CO2は、照射 7 日に最大 0.4%TAR 認められた。揮発性有機化合物は認められ

なかった。 
暗所対照区では、試験終了時に未変化のチオキサザフェンは 95.1%TAR～

106%TAR 認められた。分解物のほか、14CO2 及び揮発性有機化合物は、いずれ

も認められなかった。 
土壌薄層上でチオキサザフェンはほとんど光分解を受けなかったことから、推

定半減期は算出されなかった。（参照 2、15） 
 

（６）土壌吸脱着試験 

6 種類の米国土壌（壌質砂土、砂壌土、シルト質壌土、砂質埴壌土、埴壌土及

び砂質埴土）に[phe-14C]チオキサザフェンを添加して、土壌吸脱着試験が実施さ

れた。 
各土壌における吸脱着係数は表 26 に示されている。（参照 2、16） 

 
表 26 各土壌における吸脱着係数 

土壌 壌質砂土 砂壌土 シルト質 
壌土 

砂質 
埴壌土 埴壌土 砂質埴土 

KadsF 26.1 33.3 25.1 67.5 124 15.8 
KadsFoc 4,070 2,390 2,060 2,040 5,060 3,660 
KdesF 30.9 38.0 28.3 65.7 141 21.9 

KdesFoc 4,830 2,730 2,320 1,980 5,790 5,080 
KadsF：Freundlich の吸着係数、KadsFoc：有機炭素含有率により補正した吸着係数 
KdesF：Freundlich の脱着係数、KdesFoc：有機炭素含有率により補正した脱着係数 
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４．水中運命試験  

（１）加水分解試験 

pH 4（フタル酸緩衝液）、pH 7（リン酸緩衝液）及び pH 9（ホウ酸緩衝液）

の各滅菌緩衝液に、[phe-14C]チオキサザフェンを 0.508～0.537 mg/L の用量で

添加し、50℃、暗条件下で 5 日間インキュベートして、加水分解試験が実施され

た。 
各緩衝液中において、未変化のチオキサザフェンは試験終了時に 98.6%TAR～

99.5%TAR 認められた。チオキサザフェンは加水分解に対して安定であると考え

られた。（参照 2、17） 
 
（２）水中光分解試験（緩衝液） 

pH 7 の滅菌リン酸緩衝液に[phe-14C]チオキサザフェンを 0.4 µg/mL の用量で

添加し、25±2℃で 24 時間キセノンランプ光（光強度：137.2 W/m2、波長：295 
nm 未満をフィルターでカット）を照射して、水中光分解試験が実施された。ま

た、暗所対照区が設定された。 
光照射区において、未変化のチオキサザフェンは処理直後の 99.7%TAR から

試験終了時に 0.3%TAR となった。主要分解物として、TX41 が照射 10 時間後

に最大 94.1%TAR 認められた。暗所対照区において、未変化のチオキサザフェ

ンは試験終了時に 95.1%TAR 認められ、分解物は認められなかった。 
チオキサザフェンの推定半減期は 3.01 時間（東京春季太陽光換算で 1.96 時間）

と算出された。 
水中におけるチオキサザフェンの主要光分解経路は、光異性化による分解物

TX41 の生成であると考えられた。（参照 2、18） 
 

５．土壌残留試験  

（１）容器内試験 

シルト質壌土、砂質埴壌土、砂壌土埴壌土及び壌土（いずれも米国）を用いて、

チオキサザフェンを分析対象化合物とした土壌残留試験（容器内試験）が実施さ

れた。 
結果は表 27 に示されている。（参照 2、19、20） 
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表 27 土壌残留試験成績(容器内) 

処理標識体 条件 濃度 
(処理回数) 土壌 推定半減期

(日) 
[phe-14C]チオキサザフェン 

好気的 
310 g ai/ha 

(1 回) 

シルト質壌土 50.8  
[thi-14C]チオキサザフェン 57.1  
[phe-14C]チオキサザフェン 

砂質埴壌土 141  
[thi-14C]チオキサザフェン 144  
[phe-14C]チオキサザフェン 

埴壌土 221  
[thi-14C]チオキサザフェン 277  
[phe-14C]チオキサザフェン 

好気的/ 
嫌気的 a 

シルト質壌土 87.7 
[phe-14C]チオキサザフェン 砂壌土 465 
[phe-14C]チオキサザフェン 壌土 500 
a：30 日間好気的条件下でインキュベートされた後、120 日間嫌気的条件下でインキュベートされた。

推定半減期は、嫌気的条件下におけるチオキサザフェン濃度に基づき算出された。 
 

（２）ほ場試験 

砂土-砂質埴壌土（米国）、埴壌土-シルト質壌土（①及び②、いずれも米国）及

び壌質砂土-砂壌土（カナダ）を用いて、チオキサザフェン及び分解物 TX2 を分析

対象化合物とした土壌残留試験（ほ場試験）が実施された。 
結果は表 28 に示されている。（参照 2、21） 
 

表 28 土壌残留試験成績(ほ場) 

濃度 
(処理回数) 処理方法 土壌 推定半減期(日)b 

チオキサザフェン 

310 g ai/haa 

(1 回) 

種子塗抹処理 
砂土-砂質埴壌土 

94.3 
土壌表面散布 40.1 
種子塗抹処理 

埴壌土-シルト質壌土① 
14.7 

土壌表面散布 101 
種子塗抹処理 

埴壌土-シルト質壌土② 
44.7 

土壌表面散布 90.5 
種子塗抹処理 

壌質砂土-砂壌土 
258 

土壌表面散布 87.3 
a：47.3%フロアブル剤が用いられた。 
b：分解物 TX2 については、残留値が低く（各処理区における最大残留値は 0.0014～0.0117 mg/kg）、

推定半減期は算出されなかった。 
 

６．作物等残留試験  

（１）作物残留試験 

海外において、とうもろこし、だいず及びわたを用いて、チオキサザフェン及

び代謝物 TX2 を分析対象化合物とした作物残留試験が実施された。 
結果は別紙 3 に示されている。 
チオキサザフェンの最大残留値は、播種 43 日前に種子に塗抹処理を行い播種

88 日後に収穫しただいず（子実）における 0.0038 mg/kg であったが、他の試料
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においてはいずれも定量限界（0.0025 mg/kg）未満であった。代謝物 TX2 並び

にチオキサザフェン及び代謝物 TX2 の合量の最大残留値は、いずれも播種 63 日

前に種子に塗抹処理を行い播種 65 日後に収穫しただいず（子実）で認められ、

代謝物 TX2 が 0.0449 mg/kg、チオキサザフェン及び代謝物 TX2 の合量が 0.0474 
mg/kg であった。（参照 2、22～24） 

 
（２）後作物残留試験 

フロアブル剤に調製したチオキサザフェンを 0.568 mg ai/種子（0.293～0.348 
kg ai/ha 相当）の用量で塗抹処理した種子を用いてだいずを栽培した後、後作物

としてレタス、ラディッシュ、ソルガム及び小麦を栽培し、チオキサザフェン及

び代謝物 TX2 を分析対象化合物とした後作物残留試験が実施された。 
結果は別紙 4 に示されている。 
チオキサザフェンの最大残留値は、レタス（茎葉）における 0.0043 mg/kg で

あった。代謝物 TX2 の最大残留値は、ラディッシュ（茎葉部）における 0.0038 
mg/kg であった。チオキサザフェン及び代謝物 TX2 の合量の最大残留値は、レ

タス（茎葉）における 0.0068 mg/kg であった。（参照 2、25） 
 
（３）畜産物残留試験 

① ウシ 

泌乳牛［ホルスタイン種、一群雌 3 頭（12.0 mg/kg 飼料相当投与群のみ 6 頭、

うち 3 頭は休薬期間設定群）］にチオキサザフェンを 0、0.12、0.60、3.00 及び

12.0 mg/kg 飼料相当の用量 7で、1 日 1 回、28 日間カプセル経口投与して、チオ

キサザフェン並びに代謝物 TX2、TX22（肝臓及び腎臓のみ）及び TX37（脂肪

のみ）を分析対象化合物とした畜産物残留試験が実施された。12.0 mg/kg 試料

相当投与群について、投与期間終了後に最長 10 日間の休薬期間が設けられた。 
結果は別紙 5-①に示されている。 
チオキサザフェン及び代謝物 TX37 は、いずれの試料においても定量限界（チ

オキサザフェン：0.010 µg/g、代謝物 TX37：0.025 µg/g）未満であった。代謝物

TX2 の最大残留値は 12.0 mg/kg 飼料相当投与群における 0.194 µg/g（腎臓）、

代謝物 TX22 の最大残留値は同投与群における 0.117 µg/g（腎臓）であった。 
乳汁中における代謝物 TX2 及び TX22 の残留値はいずれも投与 4 日で定常状

態となり、TX2 の最大残留値は 12.0 mg/kg 飼料相当投与群における 0.0801 µg/g
（投与 10 日）、TX22 の最大残留値は同投与群における 0.0178 µg/g（投与 10
日）であった。いずれの代謝物も、休薬 2 日以降は定量限界（0.010 µg/g）未満

となった。投与 22 日、25 日及び 28 日の乳汁から調製された脱脂乳及び乳脂肪

                                            
7 本試験における用量は、作物残留試験から得られた飼料用作物の残留濃度から算出された牛におけ

るチオキサザフェンの予想飼料最大負荷量（0.187 mg/kg）に比べて高かった。 
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中における代謝物 TX2 及び TX22 の残留値は、試料採取日にかかわらず同程度

であった。 
組織中における TX2 及び TX22 の残留濃度は経時的に減少し、休薬 10 日では

いずれの試料においても定量限界（TX2：0.010 µg/g、TX22：0.025 µg/g）未満

であった。（参照 2、26） 
 

② ニワトリ 

産卵鶏［白色レグホン種、一群雌 12 羽（79.1 mg/kg 飼料相当投与群のみ 24
羽、うち 12 羽は休薬期間設定群）］にチオキサザフェンを 0、0.81、4.0、20.8
及び 79.1 mg/kg 飼料相当の用量 8で、1 日 1 回、28 日間カプセル経口投与して、

チオキサザフェン並びに代謝物 TX2 及び TX37（脂肪のみ）を分析対象化合物と

した畜産物残留試験が実施された。79.1 mg/kg 試料相当投与群について、投与

期間終了後に最長 10 日間の休薬期間が設けられた。 
結果は別紙 5-②に示されている。 
卵中におけるチオキサザフェン及び代謝物 TX2 の残留値は、79.1 mg/kg 飼料

相当投与群において投与 7～10 日で定常状態となり、最大残留値はチオキサザフ

ェンで 0.0239 µg/g（投与 25 日）、代謝物 TX2 で 0.0273 µg/g（投与 28 日）で

あった。チオキサザフェン及び代謝物 TX2 とも、休薬 6 日以降は定量限界（0.010 
µg/g）未満となった。投与 21 日、24 日及び 27 日の卵から調製された卵黄及び

卵白中において、チオキサザフェン及び代謝物 TX2 の最大残留値は、79.1 mg/kg
飼料相当投与群の卵黄における 0.0636 及び 0.0704 µg/g（いずれも投与 27 日）

であり、卵白中ではいずれも検出限界未満であった。 
組織中において、チオキサザフェン並びに代謝物 TX2 及び TX37 の最大残留

値は、79.1 mg/kg 飼料相当投与群における 0.362（脂肪）、0.807（肝臓）及び

0.0645 µg/g（脂肪）であった。チオキサザフェン及び代謝物 TX37 の残留値は、

休薬 6 日以降、いずれの試料においても定量限界未満となったが、代謝物 TX2
は休薬期間終了時に肝臓で最大 0.0649 µg/g 認められた。（参照 2、27） 

 
７．一般薬理試験 

一般薬理試験については、参照した資料に記載がなかった。 
 

                                            
8 本試験における用量は、作物残留試験から得られた飼料用作物の残留濃度から算出された産卵鶏に

おけるチオキサザフェンの予想飼料最大負荷量（0.031 mg/kg）に比べて高かった。 
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８．急性毒性試験  

（１）急性毒性試験 

チオキサザフェン（原体）のラットを用いた急性毒性試験が実施された。 
結果は表 29 に示されている。（参照 2、28～30） 

 
表 29 急性毒性試験結果概要（原体） 

投与経路 動物種 
性別・匹数 

LD50(mg/kg 体重) 
観察された症状 

雄 雌 

経口 a SD ラット 
雌 3 匹  >5,000 

投与量：5,000 mg/kg 体重 
 
症状及び死亡例なし 

経皮 SD ラット 
雌雄各 5 匹 b >5,000 >5,000 

目及び鼻からの分泌物、軟便、肛門及び

性器周囲部の汚れ、紅斑並びに体重減少  
 
雌雄とも死亡例なし 

吸入 SD ラット 
雌雄各 5 匹 c 

LC50(mg/L) 異常呼吸及び体重減少 
 
雌雄とも死亡例なし >5.21 >5.21 

／：該当なし 

a：上げ下げ法による評価。溶媒として蒸留水が用いられた。 
b：24 時間閉塞塗布 
c：4 時間暴露（ダスト） 
 

分解物 TX41 のラットを用いた急性経口毒性試験が実施された。 
結果は表 30 に示されている。（参照 31） 

 
表 30 急性経口毒性試験結果概要（分解物） 

被験物質 動物種 
性別・匹数 

LD50(mg/kg 体重) 
観察された症状 

雄 雌 

TX41 SD ラット 
雌 5 匹 a  >5,000 

投与量：5,000 mg/kg 体重 
自発運動低下、円背位、不規則呼吸、

糞便量減少、軟便、性器周囲部の汚れ

及び消化管膨張 
 
2 例死亡 

／：該当なし 

a：上げ下げ法による評価。溶媒としてコーン油が用いられた。 
 
（２）急性神経毒性試験（ラット） 

SD ラット（一群雌雄各 12 匹）を用いた単回強制経口（原体：0、250、750
及び 2,000 mg/kg 体重、溶媒：0.5%CMC 溶液）投与による急性神経毒性試験が

実施された。 
各投与群で認められた毒性所見は表 31 に示されている。 
神経病理組織学的検査において、検体投与による影響は認められなかった。 
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本試験において、250 mg/kg 体重投与群の雌雄で自発運動量減少等が認められ

たことから、無毒性量は雌雄とも 250 mg/kg 体重未満と考えられた。（参照 2、
32） 

 
表 31 急性神経毒性試験（ラット）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 
2,000 mg/kg 体重  ・硬便(投与 7 日) 
750 mg/kg 体重 
以上 

・糞便量減少及び小型便(投与 1 日

以降)§1 

・体重増加抑制(投与 0～7 日)§2 

・体温低下(投与 4 時間後) 

 

250 mg/kg 体重 
以上 

・自発運動量減少(投与 4 時間後)a ・糞便量減少及び小型便(投与 3 日

以降)§1 

・体温低下(投与 4 時間後) 
・自発運動量減少(投与 4 時間後)b 

注）750 mg/kg 体重以上投与群の雌雄で肛門生殖器部褐色物付着及び赤色便が認められ、各反復投与
毒性試験においても高用量投与群で同様に赤色又は白色便、赤色尿等が認められた。イヌを用いた
90 日間亜急性毒性試験［10.(５)］において実施された便潜血検査の結果は陰性であり、これらは
被験物質又は代謝物に起因した変化と考えられたことから、毒性所見としなかった。 

§1：統計検定は実施されていないが、検体投与の影響と考えられた。 
§2：750 mg/kg 体重投与群では統計学的有意差はないが、検体投与の影響と考えられた。 
a：総運動量（投与 0～10 分、11～20 分及び 60 分間累積）並びに移動運動量（250 mg/kg 体重：60

分間累積、750 mg/kg 体重：投与 0～10 分及び 60 分間累積、2,000 mg/kg 体重：投与 0～10 分、
投与 11～20 分及び 60 分間累積）について、統計学的有意差が認められた。 

b：総運動量（250 及び 750 mg/kg 体重：投与 0～10 分、11～20 分及び 60 分間累積、2,000 mg/kg 体
重：投与 0～10 分、11～20 分、21～30 分及び 60 分間累積）並びに移動運動量（投与 0～10 分、
11～20 分、31～40 分及び 60 分間累積）について、統計学的有意差が認められた。 

 
９．眼・皮膚に対する刺激性及び皮膚感作性試験 

チオキサザフェン（原体）の NZW ウサギを用いた眼及び皮膚刺激性試験が実施

された。その結果、眼に対して軽度の刺激性が認められた。皮膚刺激性は認められ

なかった。 
CBA マウスを用いた皮膚感作性試験（LLNA 法）及び Hartley モルモットを用

いた皮膚感作性試験（Buehler 法）が実施された。その結果、LLNA 法では陽性で

あったが、Buehler 法では陰性であった。（参照 2、33～36） 
 

１０．亜急性毒性試験  

（１）28日間亜急性毒性試験（マウス） 

ICR マウス（一群雌雄各 10 匹）を用いた混餌（原体：0、20、100、300、1,000
及び 3,000 ppm：平均検体摂取量は表 32 参照）投与による 28 日間亜急性毒性

試験が実施された 9。 

                                            
9 3,000 ppm 投与群について、雌雄で死亡、体重減少及び一般状態の悪化が認められたことから、雄

においては投与 8 日、雌においては投与 5 日に全生存動物がと殺された。 
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表 32 28日間亜急性毒性試験（マウス）の平均検体摂取量 

投与群 20 ppm 100 ppm 300 ppm 1,000 ppm 3,000 ppma 

平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

雄 4 19 58 184 437 

雌 5 25 70 219 399 

a：雄については投与 0～7 日、雌については投与 0～3 日における平均検体摂取量 
 
各投与群で認められた毒性所見は表 33 に示されている。 
本試験において、1,000 ppm 以上投与群の雌雄で肝絶対及び比重量増加、小葉

中心性肝細胞肥大等が認められたことから、無毒性量は雌雄とも 300 ppm（雄：

58 mg/kg 体重/日、雌：70 mg/kg 体重/日）であると考えられた。（参照 2、37） 
 

表 33 28日間亜急性毒性試験（マウス）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 
3,000 ppm ・死亡(1 例、投与 8 日)[皮膚弛緩、冷

感及び糞便量減少] 
・皮膚弛緩、四肢蒼白及び小型便(投与

7 日以降) 
・体重減少(投与 0～3 日)/増加抑制及び

摂餌量減少(投与 0～3 日以降) 

・死亡(4 例、投与 3 日)[冷感、蒼白、

緩徐呼吸、努力呼吸及び糞便量減少] 
・削痩、四肢蒼白、糞便量減少及び小

型便(投与 5 日) 

1,000 ppm以上 ・T.Bil 増加 
・肝絶対及び比重量増加 
・小葉中心性肝細胞肥大 

・切迫と殺 a(1 例、投与 5 日)[間欠性振

戦、半開眼、削痩、四肢蒼白、皮膚

弛緩、糞便量減少及び肝細胞単細胞

壊死] 
・体重減少(投与 0～3 日)及び摂餌量減

少(投与 0～3 日以降) 
・T.Bil、Chol 及び GGT§増加 
・肝絶対及び比重量増加 
・小葉中心性肝細胞肥大 

300 ppm 以下 毒性所見なし 毒性所見なし 
注）3,000 ppm 投与群において、血液生化学的検査、臓器重量測定及び病理組織学的検査は行われて

いない。 
[ ]：死亡動物又は切迫と殺動物で認められた所見 
§：統計学的有意差はないが、検体投与の影響と考えられた。 
a：3,000 ppm 投与群では 2 例（投与 3 日）に認められた。切迫と殺動物では、活動性低下、継続性振戦、

半開眼、皮膚弛緩、冷感、糞便量減少、小型便、蒼白及び緩徐呼吸が認められた。 
 

（２）28日間亜急性毒性試験（イヌ）＜参考資料 10＞ 

ビーグル犬（一群雌雄各 2 匹）を用いたカプセル経口（原体：0、10、100、
250 及び 500 mg/kg 体重/日）投与による 28日間亜急性毒性試験が実施された 11。 

                                            
10 90 日間亜急性毒性試験［10.(５)］の用量設定試験であり、供試動物数が少ないことから、参考資

料とした。 
11 500 mg/kg 体重/日投与群においては、投与 16 日に雌 1 例が切迫と殺されたほか、他の生存動物に

ついても一般状態の悪化が認められたことから検体投与が中止され、と殺された。 
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各投与群で認められた毒性所見は表 34 に示されている。 
本試験において、250 mg/kg 体重/日投与群の雄で体重減少/増加抑制、摂餌量

減少等、100 mg/kg 体重/日以上投与群の雌で胸腺絶対及び比重量減少等が認め

られた。（参照 2、38） 
 

表 34 28日間亜急性毒性試験（イヌ）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 
500 mg/kg 体重/日 ・歯茎蒼白(投与 16 日) 

・WBC、Neu 及び Mon 増加 
・カルシウム及びリン減少 
・TG 増加 
・浮腫(腸間膜、膵臓及び腹腔内) 
・精巣、精巣上体、前立腺及び胸腺絶

対及び比重量減少 
・肝グリコーゲン増加 

・切迫と殺(1 例、投与 16 日)[冷感、

活動性低下、削痩、歯茎蒼白、呼吸

数増加、糞便量減少、軟便、嘔吐、

体重増加抑制、摂餌量減少、胸腺リ

ンパ球消失及び胸腺単細胞壊死] 
・Ret 増加 
・Alb、A/G 比、TP、カルシウム及び

リン減少 
・TG 増加 
・浮腫(膵臓) 
・肝グリコーゲン増加 

250 mg/kg 体重/日 
以上 

・嘔吐(投与 2 日以降)、下痢(投与 3
日以降)、軟便(投与 4 日以降)、糞

便量減少(投与 6 日以降)及び粘液

便(投与 10 日以降)  
・体重減少(投与 0～3 日)/増加抑制(投

与期間累積)及び摂餌量減少(投与

期間累積) 
・Eos 増加 
・Alb、A/G 比及び TP 減少 
・尿素窒素増加 

・嘔吐(投与 2 日以降)、糞便量減少(投
与 5 日以降)、粘液便(投与 7 日以

降)、下痢(投与 10 日以降)、削痩(投
与 10 日以降)、皮膚弛緩(投与 12 日

以降)、活動性低下(投与 12 日以降)、
軟便(投与 13 日以降)、冷感(投与 13
日以降) 

・体重減少(投与 0～13 日)/増加抑制

(投与期間累積)及び摂餌量減少(投
与期間累積) 

・WBC、Neu 及び Mon 増加 a 

・心臓絶対及び比重量減少 

・胸腺リンパ球消失 b 

100 mg/kg 体重/日 
以上 

100 mg/kg 体重/日以下 
毒性所見なし 

・Alb、A/G 比及び TP 減少 
・胸腺絶対及び比重量減少 
・胸腺リンパ球単細胞壊死 c 

10 mg/kg 体重/日 毒性所見なし 
注)・500 mg/kg 体重/日投与群の血液学的及び血液生化学的検査結果は、投与前値との比較による。 

・500 mg/kg 体重/日投与群における臓器重量は、試験終了時の対照群との比較による。 
・雄においては、剖検で胸腺縮小が認められた 100 mg/kg 体重/日投与群の 1 例を除いて、胸腺の

病理組織学的検査は行われていない。 
a：250 mg/kg 体重/日投与群では、ほかに Lym、Baso、LUC 及び PLT 増加が 1 例に認められた。 
b：250 mg/kg 体重/日投与群では、胸腺リンパ球消失及び胸腺髄質リンパ球消失が各 1 例認められた。 
c：250 mg/kg 体重/日投与群では認められていない。 
 
（３）90日間亜急性毒性試験（ラット） 

SD ラット（一群雌雄各 10 匹）を用いた混餌（原体：0、10、50、250、750
及び 1,500 ppm：平均検体摂取量は表 35 参照）投与による 90 日間亜急性毒性
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試験が実施された。 
 

表 35 90日間亜急性毒性試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群 10 ppm 50 ppm 250 ppm 750 ppm 1,500 ppm 
平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

雄 1 3 16 47 91 
雌 1 4 19 55 113 

 
各投与群で認められた毒性所見は表 36 に示されている。 
本試験において、750 ppm 以上投与群の雌雄で大腿骨骨幹端骨増生等が認めら

れたことから、無毒性量は雌雄で 250 ppm（雄：16 mg/kg 体重/日、雌：19 mg/kg
体重/日）であると考えられた。（参照 2、39） 

 
表 36 90日間亜急性毒性試験（ラット）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 
1,500 ppm ・体重増加抑制及び摂餌量減少(いずれ

も投与 0～1 週) 
・T.Chol 増加§1 

・尿 pH 低下 
・肝及び腎比重量増加 
・腎尿細管過形成§1、a 

・RBC、Hb 及び Ht 減少 
・T.Chol 増加 
・肝及び腎比重量増加 
・腎尿細管過形成§1、a 

750 ppm 以上 ・大腿骨骨幹端骨増生(Hyperostosis, 
metaphyseal)§2、b 

・腎尿細管上皮褐色色素沈着 

・体重増加抑制(投与 1～2 週)c及び摂

餌量減少(投与 4 週以降) 
・大腿骨骨幹端骨増生§1、b 

250 ppm 以下 毒性所見なし 毒性所見なし 
注）750 ppm 以上投与群の雌雄で腎尿細管管腔内顆粒状異物が認められたが、尿細管/炎症性細胞残渣

ではなく、1,500 ppm 投与群の雌雄で認められた尿細管過形成との関連性も認められなかったこと
から、毒性所見としなかった。また、ラットを用いた 2 年間慢性毒性/発がん性併合試験[11.(１)]
における 250 ppm 以上投与群の雌雄、2 世代繁殖試験[12.(１)]における 20 mg/kg 体重/日以上投
与群の P 及び F1親動物の雌雄においても同所見が認められたが、同様に毒性所見としなかった。 

§1：統計学的有意差はないが、検体投与の影響と考えられた。 
§2：750 ppm 投与群では統計学的有意差はないが、検体投与の影響と考えられた。 
a：髄質外帯外層に認められたが、その形態は慢性進行性腎症及びその初期病変である好塩基性尿細管

とは異なっていた。 
b：骨髄腔における骨梁増加が認められた。 
c：1,500 ppm 投与群では投与 0～1 週以降に認められた。 
 
（４）90日間亜急性毒性試験（マウス） 

ICR マウス（一群雌雄各 10 匹）を用いた混餌（原体：0、10、50、200、600
及び 1,250 ppm12：平均検体摂取量は表 37 参照）投与による 90 日間亜急性毒性

試験が実施された。 
 

                                            
12 用量設定試験（28 日間亜急性毒性試験［10.(１)］）の結果、1,000 ppm 以上投与群の雌雄で肝絶

対及び比重量増加、小葉中心性肝細胞肥大等が認められたことから、本試験の最高用量が 1,250 ppm
に設定された。 



46 

表 37 90日間亜急性毒性試験（マウス）の平均検体摂取量 

投与群 10 ppm 50 ppm 200 ppm 600 ppm 1,250 ppm 
平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

雄 2.1 10.3 42.2 125 259 
雌 2.6 13.8 54.4 174 319 

 
各投与群で認められた毒性所見は表 38 に示されている。 
雄において、1,250 ppm 投与群で肝比重量増加が、200 ppm 以上投与群で小

葉中心性肝細胞肥大が認められたが、肝毒性を示唆する血液生化学的パラメータ

の変化及び病理組織学的変化が認められなかったことから、適応性変化であると

考えられた。 
本試験において、雄ではいずれの投与群においても毒性所見は認められず、600 

ppm以上投与群の雌でT.Bil増加及び小葉中心性肝細胞肥大が認められたことか

ら、無毒性量は雄で本試験の最高用量 1,250 ppm（259 mg/kg 体重/日）、雌で

200 ppm（54.4 mg/kg 体重/日）であると考えられた。（参照 2、40） 
 

表 38 90日間亜急性毒性試験（マウス）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 
1,250 ppm 1,250 ppm 以下 

毒性所見なし 
・切迫と殺(1 例、投与 3 日)[半開眼、

皮膚弛緩、冷感、活動性低下、肝細

胞壊死及び肝細胞肥大(いずれも小

葉中心性～中間帯性)並びに胸腺皮

質リンパ球壊死] 
・体重増加抑制及び摂餌量減少§1(い

ずれも投与 0～1 週) 
・Chol 増加 
・肝絶対及び比重量増加 

600 ppm 以上 ・T.Bil 増加 
・小葉中心性肝細胞肥大§2 

200 ppm 以下 毒性所見なし 
注）本試験において、FOB 及び尿検査は行われていない。 
[ ]：切迫と殺動物で認められた所見 
§1：統計学的有意差はないが、検体投与の影響と考えられた。 
§2：600 ppm 投与群では統計学的有意差はないが、検体投与の影響と考えられた。 
 
（５）90日間亜急性毒性試験（イヌ） 

ビーグル犬（一群雌雄各 5 匹）を用いたカプセル経口（原体：0、1、3、10、
40 及び 120 mg/kg 体重/日）投与による 90 日間亜急性毒性試験が実施された。

試験実施後に、病理組織学的検査結果についてピアレビューが実施された。 
各投与群で認められた毒性所見は表 39 に示されている。 
120 mg/kg 体重/日投与群の雌で肝比重量増加が認められたが、肝毒性を示唆

する血液生化学的パラメータの変化及び病理組織学的変化が認められなかった

ことから、適応性変化であると考えられた。 
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本試験において、40 mg/kg 体重/日以上投与群の雄及び 120 mg/kg 体重/日投

与群の雌で WBC 及び Neu 増加等が認められたことから、無毒性量は雄で 10 
mg/kg 体重/日、雌で 40 mg/kg 体重/日であると考えられた。（参照 2、41） 

 
表 39 90日間亜急性毒性試験（イヌ）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 
120 mg/kg 体重/日  ・WBC、Neu 及び Mon 増加 
40 mg/kg 体重/日以上 ・WBC、Neu 及び Eos 増加 40 mg/kg 体重/日以下 

毒性所見なし 10 mg/kg 体重/日以下 毒性所見なし 
注）病理組織学的検査のピアレビューの結果、検体投与に起因した毒性所見は認められなかった。 

 
（６）90日間亜急性神経毒性試験（ラット） 

SD ラット（一群雌雄各 12 匹）を用いた混餌（原体：0、100、300 及び 1,000 
ppm：平均検体摂取量は表 40 参照）投与による 90 日間亜急性神経毒性試験が実

施された。 
 

表 40 90日間亜急性神経毒性試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群 100 ppm 300 ppm 1,000 ppm 
平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

雄 7 20 67 
雌 8 24 75 

 
各投与群で認められた毒性所見は表 41 に示されている。 
神経病理組織学的検査において、検体投与による影響は認められなかった。 
本試験において、1,000 ppm 投与群の雄及び 300 ppm 以上投与群の雌で体重

増加抑制、摂餌量減少等が認められたことから、無毒性量は雄で 300 ppm（20 
mg/kg 体重/日）、雌で 100 ppm（8 mg/kg 体重/日）であると考えられた。亜急

性神経毒性は認められなかった。（参照 2、42） 
 

表 41 90日間亜急性神経毒性試験（ラット）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 
1,000 ppm ・体重増加抑制(投与 0～2 日以降)及び

摂餌量減少(投与 1～2 日) 
・大腿骨骨幹端骨増生§ 

・大腿骨骨幹端骨増生§ 

300 ppm 
以上 

300 ppm 以下 
毒性所見なし 

・体重増加抑制(投与期間累積 a)及び摂

餌量減少(投与 1～2 日以降) 
100 ppm 毒性所見なし 
§：統計学的有意差はないが、検体投与の影響と考えられた。 
a：1,000 ppm 投与群では投与 0～2 日以降に認められた。 

 
（７）28日間亜急性経皮毒性試験（ラット） 

SD ラット（一群雌雄各 10 匹）を用いた経皮（原体：0、100、300 及び 1,000 
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mg/kg 体重/日、6 時間/日）による 28 日間亜急性経皮毒性試験が実施された。 
各投与群で認められた毒性所見は表 42 に示されている。 
本試験において、300 mg/kg 体重/日以上投与群の雌雄で体重増加抑制等が認

められたことから、全身性の無毒性量は100 mg/kg体重/日であると考えられた。

また、いずれの検体投与群においても投与部位の表皮過形成が認められたことか

ら、皮膚の局所作用に対する無毒性量は 100 mg/kg 体重/日未満であると考えら

れた。（参照 2、43） 
 

表 42 28日間亜急性経皮毒性試験（ラット）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 
1,000 mg/kg 体重/日 ・摂餌量減少 

・T.Bil 増加 
・ウロビリノーゲン増加 
・肺絶対及び比重量増加 
・肝細胞質好酸性変化(小葉中心性

～中間帯性)§1 

・肝§3及び肺絶対及び比重量増加 
・副腎皮質細胞空胞化 a及び褐色色

素沈着(束状帯) 
・肝細胞質好酸性変化(小葉中心性 
～中間帯性) 

300 mg/kg 体重/日以上 ・体重増加抑制 
・尿 pH 低下§2 

・副腎皮質細胞空胞化 a 

・体重増加抑制 
・Alb 及び Chol 増加 

100 mg/kg 体重/日以上 ・表皮過形成 b ・表皮過形成 b 
§1：統計学的有意差はないが、検体投与の影響と考えられた。 
§2：300 mg/kg 体重/日投与群では統計学的有意差はないが、検体投与の影響と考えられた。 
§3：絶対重量について統計学的有意差はないが、検体投与の影響と考えられた。 
a：束状帯及び網状帯に、多数の微細空胞又は大型空胞が認められた。 
b：投与部位に認められた。 
 
（８）90日間亜急性吸入毒性試験（ラット） 

SD ラット（一群雌雄各 10 匹）を用いた吸入［原体：0、0.015、0.050 及び

0.275 mg/L（エアロゾル）、1 日 6 時間、5 日/週］暴露による 90 日間亜急性吸

入毒性試験が実施された。 
各暴露群で認められた毒性所見は表 43 に示されている。 
本試験において、0.050 mg/L 以上投与群の雄及び 0.275 mg/L 投与群の雌で副

腎皮質細胞空胞化等が認められたことから、無毒性量は雄で 0.015 mg/L、雌で

0.050 mg/L であると考えられた。（参照 2、44） 
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表 43 90日間亜急性吸入毒性試験（ラット）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 
0.275 mg/L ・体重増加抑制及び摂餌量減少 

・Alb、T.Bil、Cre 及び Chol 増加 
・塩素減少 
・尿 pH 低下、ウロビリノーゲン増加 
・甲状腺/上皮小体絶対及び比重量増加 
・副腎絶対重量減少 
・副腎皮質萎縮 
・鼻腔呼吸上皮変性及び過形成、嗅上皮変

性、扁平上皮化生§1並びにリンパ球浸潤 
・精のう退縮§1、a 

・肺拡張不全 

・体重増加抑制及び摂餌量減少 
・T.Bil 及び Chol 増加 
・塩素減少 
・尿量増加及び尿比重低下 
・腎及び肝絶対及び比重量増加 
・副腎絶対及び比重量減少 
・副腎皮質萎縮及び細胞空胞化§1 

・鼻腔呼吸上皮変性及び過形成、扁平上皮

化生、リンパ球浸潤並びにリンパ過形成 
・肝細胞肥大(小葉中心性～び漫性) 

0.050 mg/L 
以上 

・SDH 増加 
・副腎皮質細胞空胞化§2 
・鼻腔リンパ過形成 

0.050 mg/L 以下 
毒性所見なし 

0.015 mg/L 毒性所見なし 
§1：統計学的有意差はないが、検体投与の影響と考えられた。 
§2：0.050 mg/L 投与群では統計学的有意差はないが、検体投与の影響と考えられた。 
a：体重増加抑制に伴う二次的影響と考えられた。 
 
（９）28日間亜急性毒性試験（分解物 TX41、ラット） 

SD ラット（一群雌雄各 6 匹）を用いた混餌（分解物 TX41：0、200、1,000
及び 3,000 ppm：平均検体摂取量は表 44 参照）投与による 28 日間亜急性毒性

試験が実施された。 
 
表 44 28日間亜急性毒性試験（分解物 TX41、ラット）の平均検体摂取量 

投与群 200 ppm 1,000 ppm 3,000 ppm 
平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

雄 15 72 207 
雌 16 77 211 

 
各投与群で認められた毒性所見は表 45 に示されている。 
本試験において、1,000 ppm 以上投与群の雌雄で体重増加抑制、摂餌量減少等

が認められたことから、無毒性量は雌雄とも 200 ppm（雄：15 mg/kg 体重/日、

雌：16 mg/kg 体重/日）であると考えられた。（参照 45） 
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表 45 28日間亜急性毒性試験（分解物 TX41、ラット）で認められた毒性所見 

投与群 雄 雌 
3,000 ppm ・Ret 増加 

・RBC§1、MCH 及び MCHC 減少 
・T.Bil 及び SDH 増加 
・肝及び腎単核細胞浸潤 

・RBC 減少 
・RDW、HDW、Lym 及び LUC 増加 
・SDH 増加 
・脾絶対及び比重量増加 
・肝及び腎単核細胞浸潤 

1,000 ppm 
以上 

・体重増加抑制§2及び摂餌量減少(投与 0
～7 日) 

・Hb 及び Ht 減少 
・Alb､Glob、TP 及び Chol 増加 
・肝及び脾§3絶対及び比重量増加 
・小葉中心肝細胞肥大 

・体重増加抑制及び摂餌量減少(投与 0
～7 日) 

・Hb 及び Ht 減少 
・Alb､Glob、TP、T.Bil 及び Chol 増加 
・肝及び腎絶対及び比重量増加 
・小葉中心肝細胞肥大 

200 ppm  毒性所見なし 毒性所見なし 
注）病理組織学的所見について、統計検定は実施されていない。 
§1：統計学的有意差はないが、検体投与の影響と考えられた。 
§2：1,000 ppm 投与群では統計学的有意差はないが、検体投与の影響と考えられた。 
§3：絶対重量について統計学的有意差はないが、検体投与の影響と考えられた。 
 
１１．慢性毒性試験及び発がん性試験 13  

（１）２年間慢性毒性/発がん性併合試験（ラット） 

SD ラット（発がん性群：一群雌雄各 52 匹、慢性毒性群：一群雌雄各 10 匹）

を用いた混餌（原体：0、5、25、75、250 及び 750 ppm：平均検体摂取量は表

46 参照）投与による 2 年間慢性毒性/発がん性併合試験が実施された 14。 
 
表 46 ２年間慢性毒性/発がん性併合試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群 5 ppm 25 ppm 75 ppm 250 ppm 750 ppm 
平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

雄 0.3 1.3 3.9 13.3 39.6 
雌 0.3 1.6 4.9 16.0 48.1 

 
各投与群で認められた毒性所見（非腫瘍性病変）は表 47 に示されている。 
検体投与により発生頻度の増加した腫瘍性病変は認められなかった。 
250 ppm 投与群の雄及び 750 ppm 投与群の雌で褐色脂肪腫（胸腔軟部組織、

良性及び悪性腫瘍の合計）の発生頻度（雄：15.4%、雌：17.3%）が試験実施施

設の背景データの上限［雄：13.3%、雌：11.7%（2006～2012 年、11 試験）］

                                            
13 イヌを用いた慢性毒性試験は提出されていないが、本剤の毒性プロファイル及び感受性について、

イヌ及びげっ歯類で顕著な差は認められず、本剤の蓄積性は懸念されないと考えられたことから、

食品安全委員会農薬第二専門調査会は、チオキサザフェンのイヌにおける慢性毒性は 28 日及び 90
日間亜急性毒性試験［10.(２)及び(５)］の結果から評価可能であり、「農薬の食品健康影響評価に

おけるイヌを用いた１年間反復経口投与毒性試験の取扱いについて」（平成 29 年 12 月 21 日 農薬

専門調査会決定）における、イヌ慢性毒性試験が必要であると考えられる場合には該当しないと判

断した。 
14 雄については、25 ppm 投与群の生存率がガイドラインで規定されている下限値（25%）に近づいた

ことから、投与期間は 710 日に短縮された。 
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を超えて認められたが、雌雄とも統計学的有意差はなく、発生頻度の用量相関性

が不明確であることから、毒性所見としなかった。また、2000～2007 年に実施

された SD ラットを用いた発がん性試験において、従来に比べて対照群での褐色

脂肪腫の発生率増加が認められたとの報告 15がある。 
本試験において、750 ppm 以上投与群の雌雄で体重増加抑制、摂餌量減少等が

認められたことから、無毒性量は雌雄とも 250 ppm（雄：13.3 mg/kg 体重/日、

雌：16.0 mg/kg 体重/日）であると考えられた。発がん性は認められなかった。

（参照 2、46） 
 

表 47 ２年間慢性毒性/発がん性併合試験（ラット）で認められた毒性所見 

（非腫瘍性病変） 

投与群 雄 雌 
750 ppm ・体重増加抑制(投与 0～1 週以降)及び

摂餌量減少(投与 2～3 及び 3～4 週) 
・Chol 増加(投与 26 週及び 52 週)§ 

・大腿骨骨幹端骨増生§、a 

・副腎皮質び漫性束状帯細胞空胞化 a 

・体重増加抑制(投与 0～1 週以降)及び

摂餌量減少(投与 3～4 週以降) 
・Chol 増加(投与 26 週及び 52 週) 
・大腿骨骨幹端骨増生§、a 

250 ppm 以下 毒性所見なし 毒性所見なし 
§：統計学的有意差はないが、検体投与の影響と考えられた。 
a：慢性毒性群及び発がん性群で認められた。 
 
（２）78週間発がん性試験（マウス） 

ICR マウス（一群雌雄各 50 匹）を用いた混餌［原体：0、5、50、250、750
及び 1,750（雄のみ）ppm16：平均検体摂取量は表 48 参照］投与による 78 週間

発がん性試験が実施された。 
 

表 48 78週間発がん性試験（マウス）の平均検体摂取量 

投与群 5 ppm 50 ppm 250 ppm 750 ppm 1,750 ppm 
平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

雄 0.8 8.0 40.9 119 281 
雌 1.0 10.2 49.7 153  

／：該当なし 
 
各投与群で認められた毒性所見は表 49 に、肝臓における腫瘍性病変の発生頻

度は表 50 に示されている。 
検体投与に関連する腫瘍性病変として、1,750 ppm 投与群の雄で肝細胞癌の発

生頻度増加傾向、750 ppm 投与群の雌で肝細胞腺腫の発生頻度増加が、それぞれ

                                            
15 Richard H. Bruner, et al. Spontaneous hibernomas in Sprague-Dawley rats. Toxicologic 

Pathology 2009, 37: 547-552 
16 マウスを用いた 28 日間亜急性毒性試験［10.(１)］において、3,000 ppm 投与群の雄で死亡、1,000 

ppm以上投与群の雌で切迫と殺が認められたことから、本試験の最高用量について雄は 1,750 ppm、

雌は 750 ppm と設定された。 
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認められた。 
本試験において、750 ppm 以上投与群の雄及び 250 ppm 投与群の雌で肝細胞

肥大及びマクロファージ褐色色素沈着が認められたことから、無毒性量は雄で

250 ppm（40.9 mg/kg 体重/日）、雌で 50 ppm（10.2 mg/kg 体重/日）であると

考えられた。（参照 2、47） 
（肝腫瘍の発生メカニズムに関しては[14.(１)]を参照。） 
 

表 49 78週間発がん性試験（マウス）で認められた毒性所見（非腫瘍性病変） 

投与群 雄 雌 
1,750 ppm ・肝絶対§1及び比重量増加 

・変異肝細胞巣(明細胞及び好塩基性細

胞) 

 

750 ppm 以上 ・肝細胞肥大 a及びマクロファージ褐

色色素沈着 b 
750 ppm 
・死亡率増加§2 

250 ppm 以上 250 ppm 以下 
毒性所見なし 

・肝細胞肥大§3、a及びマクロファージ

褐色色素沈着§1、b 

50 ppm 以下 毒性所見なし 
／：該当なし 
§1：統計学的有意差はないが、検体投与の影響と考えられた。 
§2：Log-rank 傾向検定において死亡率の増加傾向が認められた。生存率は 56%であり、試験実施施設の

背景データ（平均：75%、範囲：50%～88%）の下限値に近いことから、検体投与による影響と考え
られた。 

§3：250 ppm 投与群では統計学的有意差は認められないが、検体投与の影響と考えられた。 
a：小葉中心性～汎小葉性に認められた。 
b：特殊染色により、リポフスチン又はセロイド色素であることが確認された。また、炎症性細胞浸潤を

伴って認められる場合があった。 
 

表 50 肝臓における腫瘍性病変の発生頻度 

投与群(ppm) 雄 雌 
0 5 50 250 750 1,750 0 5 50 250 750 

途中死

亡・切

迫と殺 

検査動物数 17 21 15 13 18 15 10 11 16 12 22 
肝細胞腺腫 0 0 2 0 1 1 0 0 0 1 1 
肝細胞癌 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 

計画 
と殺 

検査動物数 33 29 35 37 32 35 40 39 34 38 28 
肝細胞腺腫 4 2 5 2 3 5 0 2 0 1 4 
肝細胞癌 0 0 2 0 2 4 0 1 0 0 0 

全動物 

検査動物数 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 
肝細胞腺腫 4 2 7 2 4 6 0** 2 0 2 5 
肝細胞癌 0 1 2 0 2 6 0 1 0 0 0 
肝細胞腺腫

/癌 4 3 7 2 6 9 0** 2 0 2 5 

注）試験実施施設における背景データ（2003～2007 年）は、以下のとおり。 
  ・肝細胞腺腫；雄：7.8%（最大 9.2%）、雌：2.1%（最大 3.3%） 
  ・肝細胞癌；雄：3.3%（最大 4.6%）、雌：0.8%（最大 3.1%） 

・肝細胞腺腫/癌；雄：10.6%（最大 13.9%）、雌：2.9%（最大 6.2%） 
**：p<0.01 (Peto 検定) 
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１２．生殖発生毒性試験  

（１）２世代繁殖試験（ラット） 

SD ラット（一群雌雄各 30 匹）を用いた混餌（原体：0、5、20 及び 60 mg/kg
体重/日：平均検体摂取量は表 51 参照）投与による 2 世代繁殖試験が実施された。

試験実施後に、副腎について病理組織学的検査のピアレビューが実施された。 
 

表 51 ２世代繁殖試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群 5 mg/kg 体重/日 20 mg/kg 体重/日 60 mg/kg 体重/日 

平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

P 世代 雄 5 21 62 
雌 5 20 61 

F1世代 雄 5 21 63 
雌 5 21 62 

 
各投与群で認められた毒性所見は表 52 に示されている。 
20 mg/kg 体重/日以上投与群の P 世代の雄、5 mg/kg 体重/日以上投与群の P

世代の雌及び F1世代の雄で肝比重量増加並びに 60 mg/kg 体重/日投与群の P 及

び F1 世代の雄で肝細胞質変化 17が認められたが、肝毒性を示唆する病理組織学

的変化が認められなかったことから、適応性変化であると考えられた 18。 
本試験において、親動物では 20 mg/kg 体重/日以上投与群の雄で副腎皮質束状

帯細胞空胞化、60 mg/kg 体重/日投与群の雌で体重増加抑制及び摂餌量減少が認

められ、児動物ではいずれの投与群においても毒性所見は認められなかったこと

から、無毒性量は親動物の雄で 5 mg/kg 体重/日（P 及び F1雄：5 mg/kg 体重/
日）、雌で 20 mg/kg 体重/日（P 雌：20 mg/kg 体重/日、F1雌：21 mg/kg 体重/
日）、児動物で本試験の最高用量 60 mg/kg 体重/日（P 雄：62 mg/kg 体重/日、

P 雌：61 mg/kg 体重/日、F1雄：63 mg/kg 体重/日、F1雌：62 mg/kg 体重/日）

であると考えられた。繁殖能に対する影響は認められなかった。（参照 2、48） 
 

                                            
17 小葉中心性～中間帯及び門脈周囲性に好酸性顆粒の増加が認められた。 
18 本試験において血液検査は行われていないが、ラットを用いた 90 日間亜急性毒性試験［10.(３)］

において、750 ppm 投与群で肝毒性を示唆する血液生化学的パラメータの変化は認められず、1,500 
ppm 投与群で認められた T.Chol 増加の程度は軽度であることを踏まえて、食品安全委員会農薬第

二専門調査会は、適応性変化であると判断した。 
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表 52 ２世代繁殖試験（ラット）で認められた毒性所見 

投与群 親：P、児：F1 親：F1、児：F2 
雄 雌 雄 雌 

親 
動 
物 

60 mg/kg 体重/日 ・体重増加抑制及

び摂餌量減少(投
与 0～1 週以降) 

・腎比重量増加 
・大腿骨骨幹端骨

増生 
・腎尿細管上皮褐

色色素沈着§1 

・体重増加抑制(投
与 14 週及び 20
週)及び摂餌量減

少(妊娠 0～7 日

以降) 

・体重増加抑制及

び摂餌量減少 
・大腿骨骨幹端骨

増生 

・体重増加抑制及

び摂餌量減少 

20 mg/kg 体重/日
以上 

・副腎皮質束状帯

細胞空胞化§2 
20 mg/kg 体重/日
以下 
毒性所見なし 

・副腎皮質束状帯

細胞空胞化§2 
20 mg/kg 体重/日
以下 
毒性所見なし 5 mg/kg 体重/日 毒性所見なし 毒性所見なし 

児 
動 
物 

60 mg/kg 体重/日
以下 

毒性所見なし 毒性所見なし 毒性所見なし 毒性所見なし 

§1：統計学的有意差はないが、検体投与の影響と考えられた。 
§2：ピアレビューの結果に基づき判断された。20 mg/kg 体重/日投与群では統計学的有意差はないが、

病変の増悪が認められたことから、検体投与の影響と考えられた。 
 

（２）発生毒性試験（ラット） 

SD ラット（一群雌 25 匹）の妊娠 6～19 日に強制経口（原体：0、10、50 及

び 200 mg/kg 体重/日、溶媒：0.5%CMC 水溶液）投与して、発生毒性試験が実

施された。 
各投与群で認められた毒性所見は表 53 に示されている。 
本試験において、母動物では 50 mg/kg 体重/日投与群で体重増加抑制及び摂餌

量減少が認められ、胎児ではいずれの投与群においても毒性所見は認められなか

ったことから、無毒性量は母動物で 10 mg/kg 体重/日、胎児で本試験の最高用量

の 200 mg/kg 体重/日であると考えられた。催奇形性は認められなかった。（参

照 2、49） 
 

表 53 発生毒性試験（ラット）で認められた毒性所見 

投与群 母動物 胎児 
200 mg/kg 体重/日 ・脱毛(妊娠 8～20 日)a 

・体重減少(妊娠 6～8 日) 
・副腎絶対重量減少 

200 mg/kg 体重/日以下 
毒性所見なし 

50 mg/kg 体重/日 
以上 

・体重増加抑制及び摂餌量減少

(妊娠 6～7 日以降)b 

10 mg/kg 体重/日 毒性所見なし 
a：後肢、臀部、背側腹部、腹側頸部、腹側胸部及び腹側腹部に認められた。 
b：50 mg/kg 体重/日投与群では妊娠 6～7 日の体重増加抑制及び摂餌量減少の程度が軽度であった
ことから、当該用量は ARfD のエンドポイントとしなかった。 
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（３）発生毒性試験（ウサギ） 

NZW ウサギ（一群雌 25 匹）の妊娠 7～28 日に強制経口（原体：0、5、20 及

び 100 mg/kg 体重/日、溶媒：0.5%CMC 水溶液）投与して、発生毒性試験が実

施された。 
20 mg/kg 体重/日以上投与群の母動物で、糞便量減少（妊娠 10 日以降）、体

重減少/増加抑制及び摂餌量減少（いずれも妊娠 13～14 日 19）が認められた。 
本試験において、母動物では 20 mg/kg 体重/日投与群で体重減少/増加抑制、摂

餌量減少等が認められ、胎児ではいずれの投与群においても毒性影響は認められ

なかったことから、無毒性量は母動物で 5 mg/kg 体重/日、胎児で本試験の最高

用量 100 mg/kg 体重/日であると考えられた。催奇形性は認められなかった。（参

照 2、50） 
 

                                            
19 100 mg/kg 体重/日投与群では、体重増加抑制及び摂餌量減少とも妊娠 8～9 日以降に認められた。 



56 

１３．遺伝毒性試験  

チオキサザフェン（原体）の細菌を用いた復帰突然変異試験、チャイニーズハム

スター卵巣由来細胞（CHO-K1-BH4）を用いた遺伝子突然変異試験、初代培養ヒト

末梢血リンパ球を用いた in vitro 染色体異常試験及びマウスを用いた小核試験が実

施された。 
試験結果は表 54 に示されているとおり全て陰性であったことから、チオキサザ

フェンに遺伝毒性はないものと考えられた。（参照 2、51～54） 
 

表 54 遺伝毒性試験結果概要（原体） 

試験 対象 処理濃度・投与量 結果 

in vitro 

復帰突然変異試験 

Salmonella typhimurium 
(TA98、TA100、TA1535､
TA1537 株) 
Escherichia coli  
(WP2 uvrA 株) 

10.0～5,000 µg/プレート(+/-S9) 

陰性 

遺伝子突然変異 
試験 

チャイニーズハムスター 
卵巣由来細胞(CHO-K1-BH4) 
(Hprt 遺伝子) 

5.00～1,400 µg/mL(-S9) 
0.500～6.00 µg/mL(+S9) 陰性 

染色体異常試験 

初代培養ヒト末梢血リンパ球 試験① 
40.4～168 µg/mL(-S9) 
57.6～240 µg/mL(+S9) 
(3 時間処理、19 時間培養後標本

作製) 
 

試験② 
60.0～122 µg/mL(-S9) 
(22 時間処理後標本作製) 
42.0～175 µg /mL(+S9) 
(3 時間処理、19 時間後標本作製) 

陰性 

in vivo 小核試験 

ICR マウス(骨髄細胞) 
(一群雄 5 匹) 

250、500、1,000 mg/kg 体重 
(単回強制経口投与、250 及び

500 mg/kg 体重：投与 24 時間後

に標本作製、1,000 mg/kg 体重：

投与 24 時間及び 48 時間後に標

本作製) 

陰性 

注）+/-S9：代謝活性化系存在下及び非存在下 
 

分解物 TX41（土壌表面及び水中由来）の細菌を用いた復帰突然変異試験及びマ

ウスを用いた小核試験が実施された。 
試験結果は表 55 に示されているとおり、いずれも陰性であった。（参照 55、56） 
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表 55 遺伝毒性試験結果概要（分解物 TX41） 

試験 対象 処理濃度・投与量 結果 

in vitro 復帰突然変異試験 

S. typhimurium 
(TA98、TA100、TA1535、
TA1537 株) 
E. coli  
(WP2 uvrA 株) 

TA98 株 
0.15～5,000 µg/プレート(+/-S9) 
 
TA100、TA1535、TA1537 及び

WP2 uvrA 株 
15～5,000 µg/プレート(+/-S9) 

陰性 

in vivo 小核試験 a、b 

ICR マウス(骨髄細胞) 
(一群雌雄各5匹又は雄5匹) 

試験① 
雄：50、100、200 mg/kg 体重 
雌：75、150、300 mg/kg 体重 
 
試験② 
雄：200、500、1,000、2,000 mg/kg 
体重 
(いずれも単回強制経口投与 24 時

間及び 48 時間後に標本作製) 

陰性 

注）+/-S9：代謝活性化系存在下及び非存在下 
a：溶媒として、試験①ではコーン油が、試験②では 0.5%CMC が、それぞれ用いられた。 
b：試験①において、200 mg/kg 体重投与群の雄で立毛及び下痢、300 mg/kg 体重投与群の雌で立毛、

嗜眠、下痢及び衰弱が認められた。 
 
１４．その他の試験  

（１）肝腫瘍発生機序検討試験（マウス） 

マウスを用いた 78 週間発がん性試験[11.(２)]において、1,750 ppm 投与群の

雄で肝細胞癌の発生頻度増加傾向、750 ppm 投与群の雌で肝細胞腺腫の発生頻度

増加が認められたことから、肝腫瘍発生機序検討試験が実施された。 
 

① 細胞増殖活性及びペルオキシソーム増殖検討試験 

マウスを用いた 28 日及び 90 日間亜急性毒性試験［10.(１)及び(４)］から得

られた肝臓試料を用いて、細胞増殖活性及びペルオキシソーム増殖の有無につい

て評価が行われた。 
肝細胞の Ki67 標識率は表 56 及び 57 に、ペルオキシソームマーカータンパク

質染色率は表 58 に、それぞれ示されている。 
本試験において、いずれの試料においても肝細胞増殖活性は認められなかった。

また、ペルオキシソーム増殖について、ペルオキシソーム膜タンパク質（PMP70）
では 1,250 ppm 投与群の雄で染色率増加傾向が認められたが、カタラーゼでは

認められなかったことから、検体投与との関連性はないと考えられた。（参照 2、
57） 

 



58 

表 56 28日間亜急性毒性試験における肝細胞の Ki67標識率（%） 

投与群 0 ppm 20 ppm 100 ppm 300 ppm 1,000 ppm 
雄 0.07±0.07 0.11±0.08 0.07±0.05 0.07±0.03 0.10±0.06 
雌 0.18±0.14 0.66±1.21 0.19±0.16 0.27±0.31 0.26±0.12 

注）値は平均±標準偏差 
 

表 57 90日間亜急性毒性試験における肝細胞の Ki67標識率（%） 

投与群 0 ppm 10 ppm 50 ppm 200 ppm 600 ppm 1,250 ppm 
雄 0.11±0.11 0.15±0.12 0.08±0.06 0.26±0.26 0.15±0.10 0.16±0.14 
雌 0.13±0.07 0.10±0.06 0.15±0.12 0.12±0.07 0.12±0. 06 0.12±0.10a 

注）値は平均±標準偏差 
a：投与 3 日に切迫と殺された動物において、Ki67 標識率の著しい高値（2.86%）が認められ、同動物

で認められた肝細胞壊死等に起因する可能性が考えられた。なお、統計解析にあたって、当該値は
除外されている。 

 
表 58 90日間亜急性毒性試験における肝細胞の 

ペルオキシソームマーカータンパク質染色率（%） 

マーカータンパク質 性別 0 ppm 1,250 ppm 

PMP70 雄 14.4±7.44 23.1±10.6 
雌 20.7±9.61 24.5±15.7 

カタラーゼ 雄 3.01±1.72 3.00±3.61 
雌 5.98±4.76 2.90±2.50 

注）・値は平均±標準偏差。 
・600 ppm 以下投与群における試料及び 28 日間亜急性毒性試験から得られた試料を用いた
染色は行われていない。 

 
② 肝薬物代謝酵素誘導能検討試験① 

ICR マウス（一群雌雄各 6 匹）を用いた 4 日及び 14 日間混餌（原体；雄：0、
250 及び 1,750 ppm、雌：0、50 及び 750 ppm）投与による肝薬物代謝酵素誘導

能検討試験が実施された。陽性対照として、PB（500 ppm）投与群が設けられ

た。 
各投与群で認められた影響は表 59 に、BrdU 標識率は表 60 に、肝臓中 P450

の mRNA 解析結果は表 61 に、肝ミクロソーム酵素活性測定結果は表 62 に、肝

グルタチオン量測定結果は表 63 に、それぞれ示されている。 
1,750 ppm 投与群の雄で投与 4 日に BrdU 標識率増加が認められた。投与 14

日においても増加傾向が認められたが、その程度は投与 4 日に比べて軽度であっ

た。BrdU 標識肝細胞は、PB 投与群では小葉中心性に認められたのに対して、

チオキサザフェン投与群では主に小葉周辺性又はび漫性に認められた。 
1,750 ppm 投与群の雄で Cyp1a1 及び Cyp2b10（いずれも投与 4 日及び 14 日）

並びに Cyp4a10（投与 14 日）、750 ppm 投与群の雌で Cyp2b10（投与 4 日）

について、それぞれ mRNA の発現増加が認められた。Cyp1a1 mRNA の発現量

は PB 投与群に比べて高値であったのに対して、Cyp2b10 及び Cyp4a10 mRNA
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の発現量は PB 投与群に比べて低値であった。 
肝ミクロソーム酵素活性測定の結果、1,750 ppm 投与群の雄及び 750 ppm 投

与群の雌において EROD、PROD 及び BROD の変化が認められたが、いずれも

活性の程度は PB 投与群に比べて軽度であり、P450 mRNA の発現解析結果との

関連は認められなかった。また、肝グルタチオン量について、チオキサザフェン

投与による GSH/GSSG 比の変化は認められなかった。（参照 2、58） 
 

表 59 肝薬物代謝酵素誘導能検討試験①で認められた影響 

投与群 雄 雌 
4 日間投与 14 日間投与 4 日間投与 14 日間投与 

1,750/750 
ppm 

・体重増加抑制及び

摂餌量減少 
・AST§、ALT 及び

T.Bil 増加 
・肝比重量増加 
・小葉中心性肝細胞

肥大 
・肝有糸分裂像増加 
・巨大核肝細胞§ 

・肝細胞単細胞壊死 
・肝細胞脂肪化 a 

・肝炎症性細胞浸潤§ 

・肝マクロファージ

浸潤§ 

・体重増加抑制及び

摂餌量減少 
・AST 及び ALT 増加 
・小葉中心性肝細胞

肥大 
・巨大核肝細胞 
・肝細胞単細胞壊死 

・体重増加抑制§ 

・AST§、ALT§及び

T.Bil 増加 
・肝絶対及び比重量

増加 
・小葉中心性肝細胞

肥大 
・肝細胞単細胞壊死§ 
・肝細胞脂肪化 a 

・肝炎症性細胞浸潤§ 

・肝細胞質好酸性化 

・T.Bil 増加 
・小葉中心性肝細胞

肥大 
・肝細胞単細胞壊死§ 
・肝細胞質好酸性化§ 

250/50 
ppm  

影響なし 影響なし 影響なし 影響なし 

注）雌の摂餌量については、餌こぼしが認められたことから評価されていない。 
§：統計学的有意差はないが、検体投与の影響と考えられた。 
a：Oil Red O 染色により確認された。また、大滴性及び小滴性いずれも認められた。 

 
表 60 BrdU標識率（%） 

投与期間 
性別及び投与量(ppm) 

雄 雌 
0 250 1,750 PB 0 50 750 PB 

4 日 0.3 1.37 24.9* 10.7 0.5 0.44 1.2 13.2 
14 日 0.12 0.017 1.63 0.83 1.1 1.0 0.63 0.43 

*：p<0.05（Dunnett 検定） 
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表 61 肝臓中 P450の mRNA 解析結果 

測定項目 投与期間 
性別及び投与量(ppm) 

雄 雌 
250 1,750 PB 50 750 PB 

Cyp1a1 4 日 1.9 12.2* 1.9* 1.1 4.2 0.9 
14 日 2.2 5.6* 4.4* 4.5 4.1 1.6* 

Cyp2b10 4 日 1.8 5.7* 96.0* 1.3 2.3* 52.4* 
14 日 2.7 31.8* 173* 0.8 2.0 52.9* 

Cyp2b9 4 日 6.2 2.3 1.5 1.1 0.8 0.9 
14 日 0.6 4.0 40.4* 1.0 1.0 1.3 

Cyp3a11 4 日 1.0 0.7 1.8* 1.1 0.8 2.1* 
14 日 1.2 1.6 4.5 2.0 0.9 2.5* 

Cyp4a10 4 日 2.6 2.7 0.4 1.3 1.4 1.3 
14 日 3.0 15.2* 35.0 3.7 3.6 1.0 

注）数値は対照群を1.0とした場合の値。 
*：p<0.05（Mann-Whitney/Dunnett 検定） 

 
表 62 肝ミクロソーム酵素活性測定結果 

測定項目 a 投与 
期間 

性別及び投与量(ppm) 
雄 雌 

0 250 1,750 PB 0 50 750 PB 
EROD 

(Cyp1a1) 
4 日 44.5 49.2 25.0* 105* 38.8 39.5 54.0 157* 
14 日 35.0 40.4 40.9 113* 24.8 30.7 33.9 132* 

PROD 
(Cyp2b10) 

4 日 5.8 5.2 6.5 49.6* 4.0 4.6 4.9 14.9* 
14 日 2.8 6.9 7.8 23.3* 2.4 2.7 3.6* 13.9* 

BROD 
(Cyp3a11) 

4 日 15.7 24.6 34.2* 89.4* 41.1 42.8 59.7* 160* 
14 日 25.8 38.4 101* 369* 22.5 29.6 43.4* 170* 

単位：p moles Resorufin formed/min/mg protein 
*：p<0.05（Mann-Whitney/Dunnett 検定） 
a：下段( )はマーカーとなる P450 を示す。 

 
表 63 肝グルタチオン量 

測定項目 投与 
期間 

性別及び投与量(ppm) 
雄 雌 

0 250 1,750 PB 0 50 750 PB 

GSHa 4 日 1,080 1,070 1,410* 986 1,070 1,110 1,360* 1,240 
14 日 1,110 1,060 991 795* 1,270 1,320 1,450 1,140 

GSSGa 4 日 125 109 188* 94* 54 68 91 81 
14 日 134 105 104 64* 150 165 175 153 

GSH/ 
GSSG 比 

4 日 8.7 10.0 7.7 10.7* 32.0 16.7 18.2 15.7 
14 日 8.9 10.7 10.5 12.9* 8.6 8.3 8.3 7.6 

単位：µM GSH/mg protein 又はµM GSSG/mg protein 
*：p<0.05（Mann-Whitney/Dunnett 検定） 
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③ 肝薬物代謝酵素誘導能検討試験② 

ICR マウス（一群雌雄各 10 匹、ただし PB 投与群は雄 10 匹、シプロフィブラ

ート及びトログリタゾン投与群は雄 20 匹）を用いて、混餌（原体；雄：0、50、
250 及び 1,750 ppm、雌：0 及び 750 ppm）投与による肝薬物代謝酵素誘導能検

討試験が実施された。投与期間について、雄では 7 日、14 日及び 28 日間、雌で

は 7 日及び 14 日間が設定された。また、対照群及び 1,750 ppm 投与群において

は、28日間の投与期間終了後に 28日間の休薬期間を設ける回復群が設定された。

陽性対照として PB（750 ppm、混餌投与）、シプロフィブラート（125 ppm、

混餌投与）及びトログリタゾン（400 mg/kg/日、強制経口投与）投与群が設けら

れた（平均検体摂取量は表 64 参照）。 
 

表 64 肝薬物代謝酵素誘導能検討試験②の平均検体摂取量 

投与群 50 ppm 250 ppm 750 ppm 1,750 ppm 
平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

雄 7 39  263 
雌   166  

注）雄は投与 0～28 日、雌は投与 0～7 日の平均値。 
／：該当なし 

 
各投与群で認められた影響は表 65 に、BrdU 標識率は表 66 に、肝ミクロソー

ム酵素活性測定結果は表 67 に、肝臓/腹腔脂肪中 P450 等の mRNA 解析結果は

表 68 に、それぞれ示されている。 
細胞増殖活性測定の結果、1,750 ppm 投与群の雄で肝細胞（小葉中心性及び周

辺性）及び内皮細胞の、750 ppm 投与群の雌で肝細胞（小葉周辺性）及び内皮細

胞の BrdU 標識率増加が、それぞれ認められた。いずれの細胞においても、増加

の程度は投与 7 日に顕著であり、BrdU 標識率は、PB 投与群では小葉中心性肝

細胞で高く認められたのに対して、チオキサザフェン投与群では小葉中心性肝細

胞に比べて小葉周辺性肝細胞で高かった。 
肝ミクロソーム酵素活性並びに P450 及び核内受容体関連 mRNA の発現につ

いて、複数の検査項目で統計学的有意差を伴う変化が認められたが、いずれも変

化の程度は陽性対照群に比べて小さく生物学的意義は低いと考えられた。チオキ

サザフェンと各核内受容体（AHR、CAR、PXR、PPARα及び PPARγ）との明

確な関連性は認められなかった。また、低酸素応答、血管新生及び炎症反応マー

カー遺伝子の mRNA 発現にチオキサザフェン投与による影響は認められなかっ

た。（参照 2、59） 
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表 65 肝薬物代謝酵素誘導能検討試験②で認められた影響 

投与群 7 日間投与 14 日間投与 28 日間投与 

雄 

1,750 ppm ・死亡(1 例、投与 3 日)§1 

・T.Bil、ALT、AST、SDH
及び TG 増加 

・肝絶対及び比重量増加 
・小葉中心性肝細胞壊死 
・肝細胞単細胞壊死 
・小葉中心性各種炎症性細

胞浸潤 
・巨大核肝細胞 
・多核肝細胞 
・肝有糸分裂像増加 
・肝脂肪蓄積量増加 a 

・T.Bil 及び SDH 増加 
・Chol 及び HDL 増加§2 

・肝絶対及び比重量増加 
・小葉中心性肝細胞肥大 
・小葉中心性肝細胞壊死 
・肝細胞変性 b 
・巨大核肝細胞 
・肝有糸分裂像増加 
・肝脂肪蓄積量増加§1、a 

・T.Bil 及び SDH 増加 
・肝絶対及び比重量増加 
・小葉中心性肝細胞肥大 
・肝色素貧食マクロファー

ジ c 

250 ppm 
以下  

影響なし 影響なし 影響なし 

雌 

750 ppm ・T.Bil 及び SDH 増加 
・肝絶対及び比重量増加 
・肝細胞単細胞壊死 
・肝細胞凝固壊死 

・T.Bil、Chol 及び HDL
増加 

・肝絶対及び比重量増加 
・肝細胞単細胞壊死 
・肝細胞変性 b 

・小葉中心性肝細胞肥大 

 

注）・病理組織学的所見について、いずれも統計検定は実施されていないが、検体投与の影響と考え
られた。 

  ・いずれの所見についても、回復期間終了時には認められなかった。 
／：該当なし 
§1：死因は明らかとなっていないが、マウスを用いた 28 日間及び 90 日間亜急性毒性試験［10.(１)

及び(４)］において、3,000 ppm 投与群の雄並びに 1,000 及び 1,250 ppm 投与群の雌で検体投与
に起因した死亡又は切迫と殺が認められたことから、検体投与によるものと考えられた。 

§2：統計学的有意差はないが、検体投与の影響と考えられた。 
a：オスミウム染色陽性面積率により評価された。 
b：大滴性及び小滴性空胞を伴う。肝薬物代謝酵素誘導能検討試験①［14.(１)②］の結果から、脂肪

化であると考えられた。 
c：特殊染色により、マクロファージ中の色素はリポフスチンと確認された。 
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表 66 BrdU標識率（%） 

対象

細胞 

投

与 
期

間 
(日) 

チオキサザフェン PB 
シプロ

フィブ

ラート 

トログ

リタゾ

ン 
雄 雌 雄 

0 
ppm 

50 
ppm 

250 
pm 

1,750 
pm 

0 
ppm 

750 
ppm 

750 
ppm 

125 
ppm 

400 
mg/kg/日 

小葉

中心

性肝

細胞 

7 0.3 
±0.3 

0.5 
±0.5 

0.5 
±0.5 

14.4** 
±8.6 

6.9 
±5.8 

9.4 
±8.3 

33.3** 
±13.7 

8.6 
±4.3  

14 0.2 
±0.2 

0.3 
±0.3 

1.5 
±3.5 

3.6** 
±2.6 

6.2 
±4.5 

6.8 
±3.9  17.3** 

±2.6 
0.1 
±0.2 

28 0.4 
±0.4 

0.3 
±0.3 

0.1 
±0.2 

1.0 
±1.1     0.1 

±0.1 

56 0.3 
±0.3   1.5* 

±1.6      

小葉

周辺

性肝

細胞 

7 0.4 
±0.6 

0.9 
±1.0 

1.0 
±0.7 

66.5** 
±22.7 

7.5 
±4.6 

15.0* 
±8.9 

1.9 
±1.0 

31.2** 
±15.7  

14 0.3 
±0.4 

0.7 
±0.8 

2.2 
±2.9 

8.3** 
±8.7 

6.5 
±4.1 

7.1 
±4.5  56.5** 

±18.4 
0.3 
±0.3 

28 0.9 
±0.9 

0.4 
±0.4 

0.5 
±0.6 

3.4** 
±3.3     0.2 

±0.3 

56 0.4 
±0.5   1.0 

±1.2      

内皮

細胞 

7 13.9 
±5.8 

16.0 
±9.9 

20.2 
±5.3 

55.8**

±16.9 
30.5 
±8.3 

41.1**

±7.7 
30.8**±

7.2 
39.5**±

8.4  

14 12.5 
±2.5 

16.2 
±2.9 

14.7 
±5.5 

20.8**

±8.4 
23.5 
±5.8 

24.7 
±5.1  32.7**±

6.7 
11.4 
±5.2 

28 18.5 
±3.0 

22.1 
±6.6 

23.5 
±6.2 

26.3**

±7.3     22.1**±

4.4 

56 23.0 
±4.0   25.5±

4.2      
／：該当なし 
*：p<0.05、**：p<0.01（Dunnett 検定） 
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表 67 肝ミクロソーム酵素活性測定結果 

測定項目 a 
投与 
期間 
(日) 

チオキサザフェン PB 
シプロ 
フィブ 
ラート 

トログリ

タゾン 

雄 雌 雄 
50 

ppm 
250  
ppm 

1,750 
ppm 

750  
ppm 

750 
ppm 

125  
ppm 

400 
mg/kg/日 

EROD 
(AHR) 

7  94 90 76** 112 93** 21**  
14  89 101 80* 121*  28** 114 
28  84 79* 78*    90 

PROD 
(CAR) 

7  75 106 205** 191** 3,080** 27**  
14  90 57 135 158**  28** 115 
28  68 76 132    103 

BROD 
(CAR、

PXR) 

7  88 91 246** 147** 1,720** 33**  
14  88 70 168** 168**  24** 187** 
28  73 91 147*    119 

BQ 
(PXR) 

7  100 103 173** 102 229** 86  
14  96 99 120 112  55** 102 
28 100 94 90    117 

LAH 
(PPARα) 

7  187** 280** 227** 117 360** 4,680**  
14  96 157 143 95  1,530** 211** 
28  111 130 122    148* 

PCoA 
(PPARα) 

7  98 101 97 113 74** 569**  
14  86 108 101 64**  321** 103 
28  139** 140** 129*    154** 

Arg1 
(PPARγ) 

7  107 144 131 77 133* 116  
14 67 98 108 107  89 110 
28 80 100 132    114 

注）数値は対照群を 100 とした値 
／：該当なし 
*：p<0.05、**：p<0.01（雄：Dunnett 検定、雌：Student の t 検定） 
a：下段( )は対象となる核内受容体を示す。 

 
表 68 肝臓/腹腔脂肪中 P450等の mRNA 解析結果 

測定項目 a、b 
投与 
期間 
(日) 

チオキサザフェン PB 
シプロ 
フィブ 
ラート 

トログリ

タゾン 

雄 雌 雄 
50 

ppm 
250  
ppm 

1,750 
ppm 

750  
ppm 

750 
ppm 

125  
ppm 

400 
mg/kg/日 

Cyp1a1 

(AHR) 

7  1.21 0.95 15.6** 1.16 1.16 0.41*  
14  0.95 0.78 7.62** 2.11*  0.48* 0.79 
28  1.04 0.77 1.64*    0.98 

Cyp2b10 
(CAR) 

7  0.74 0.67 2.63** 1.09 36.1** 0.54*  
14  0.72 0.80 3.38** 2.17*  0.47** 1.20 
28  0.81 2.08 5.04**    2.64* 
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測定項目 a、b 
投与 
期間 
(日) 

チオキサザフェン PB 
シプロ 
フィブ 
ラート 

トログリ

タゾン 

雄 雌 雄 
50 

ppm 
250  
ppm 

1,750 
ppm 

750  
ppm 

750 
ppm 

125  
ppm 

400 
mg/kg/日 

Cyp3a11 
(PXR) 

7  1.05 0.91 0.85 0.77 1.22* 0.41**  
14  0.83 0.76* 0.77* 0.73  0.48** 0.99 
28  1.02 0.98 1.01    1.40** 

Cyp4a10 
(PPARα) 

7  0.80 0.59 0.96 1.40 0.17* 92.3**  
14  1.07 1.53 2.11 0.64  38.9** 1.75* 
28  1.11 2.14 2.77    3.63** 

Cyp4a14 
(PPARα) 

7  1.02 0.73 1.03 0.86 0.06* 86.3**  
14  0.85 1.43 1.43 0.47  25.6** 1.63 
28  1.02 1.89 1.44    3.78** 

Acox1 
(PPARα) 

7  1.07 1.02 0.64* 1.14 0.77 6.39**  
14  0.90 1.08 0.99 0.93  5.41** 0.98 
28  0.93 1.19 1.76**    1.48* 

Cd36 
(PPARα、

PPARγ) 

7  1.25 0.91 3.87** 0.90 0.89 29.9**  
14  0.97 0.86 4.02** 1.28  37.7** 2.25** 
28  1.40 1.22 4.50**    3.04** 

Angptl4 
(PPARα、

PPARγ) 

7  0.65 0.60 0.44* 0.78 1.03 2.39*  
14  0.76 0.76 0.50** 0.79  1.42 0.55* 
28  0.98 2.88** 2.17    3.33** 

Hif-1α 
7  1.09 0.96 0.70* 0.96 0.69** 1.05  

14 0.85 0.99 0.90 0.92  1.07 0.89 
28 1.09 0.94 1.11    1.02 

Vegfα 
7  0.94 1.04 0.67** 0.94 1.17 0.93  

14  0.85 1.00 0.88 0.97  0.63** 0.93 
28  1.17 1.00 1.19    1.34** 

Il-6 
7    0.99    

14    0.91    
28 1.59 1.29 1.24    1.66** 

aP2 
7  1.39 1.11 0.40** 0.85    

14  1.06 0.69* 1.31* 0.93   1.41* 
28 0.89 0.88 0.88    0.81 

LpL 
7  1.49 1.20 0.48** 0.84    

14 1.06 0.83 1.14 0.83   1.22 
28  0.85 0.76* 0.72*    0.85 

注）・数値は対照群を1.0とした値 
・Plin mRNA発現量は、いずれの投与群においても極めて僅かであり、対照群比は算出できなかった。 

／：該当なし 
*：p<0.05、**：p<0.01（雄：Dunnett 検定、雌：Student の t 検定） 
a：aP2 及び LpL は腹腔脂肪、その他は肝臓を試料として測定された。 
b：下段( )は対象となる核内受容体を示す。 
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＜チオキサザフェン投与によるマウスの肝臓に対する影響及び肝腫瘍の発生頻度

増加に対する考察＞  
マウスを用いた 28 日及び 90 日間亜急性毒性試験［10.(１)及び(４)］並びに肝

腫瘍発生機序検討試験［14.(１)］の短期間投与試験において、チオキサザフェン

投与による肝重量増加、肝毒性を示唆する血液生化学的変化、小葉中心性肝細胞肥

大、肝細胞単細胞壊死、肝細胞脂肪化等の病理組織学的変化が認められた。78 週

間発がん性試験［11.(２)］では、750 ppm 以上投与群の雄及び 250 ppm 以上投与

群の雌において小葉中心性～汎小葉性肝細胞肥大及び肝マクロファージ褐色色素

沈着が、1,750 ppm 投与群の雄で肝細胞癌、750 ppm 投与群の雌で肝細胞腺腫の

発生頻度増加が、チオキサザフェン投与により認められた。 
肝腫瘍発生機序検討試験の結果、核内受容体及び血管内皮に関連する既知の作用

機序との関連性は認められなかった。しかしながら、腫瘍の発生頻度増加が認めら

れた用量において、雌雄とも投与初期に肝細胞増殖活性の増加が認められており、

発がん性試験においては持続的な炎症性細胞浸潤及び消耗性色素を含む肝マクロ

ファージがチオキサザフェン投与により認められた。 
以上のことから、詳細な腫瘍発生機序は明らかとなっていないものの、核内受容

体の活性化を介した肝薬物代謝酵素誘導は主要因ではなく、持続的な細胞障害が腫

瘍発生に関与している可能性が示唆された。 
 

（２）28日間免疫毒性試験（マウス） 

ICR マウス（一群雌 10 匹）に混餌（原体：0、100、300、及び 1,000 ppm：

平均検体摂取量は表 69 参照）投与し、投与 23 日に SRBC を単回静脈内投与し

て、28 日間免疫毒性試験が実施された。 
 

表 69 28日間免疫毒性試験（マウス）の平均検体摂取量 

投与群 100 ppm 300 ppm 1,000 ppm 
平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 雌 26.3 79.5 240 

 
1,000 ppm 投与群において、体重増加抑制（投与 0～7 日以降）、T.Bil 増加、

肝絶対及び比重量増加並びに小葉中心性肝細胞肥大が認められた。 
いずれの投与群においても、血漿中抗 SRBC IgM 濃度並びに脾臓及び胸腺重量

に検体投与による影響は認められなかった。 
本試験条件下において免疫毒性は認められなかった。（参照 2、60） 
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Ⅲ．食品健康影響評価  

参照に挙げた資料を用いて、農薬「チオキサザフェン」の食品健康影響評価を実

施した。 
14C で標識したチオキサザフェンのラットを用いた動物体内運命試験の結果、経

口投与後 48 時間の吸収率は、少なくとも 78.3%～81.5%と算出された。残留放射

能濃度は、副腎、腎臓、肝臓及び甲状腺で比較的高く認められた。排泄は比較的速

やかであり、投与放射能は投与後 48 時間で尿中に 23.8%TAR～37.4%TAR、糞中

に 44.0%TAR～66.8%TAR 排出され、主に糞中に排泄された。尿、糞及び胆汁中に

未変化のチオキサザフェンは認められず、主要代謝物として、尿中では TX2、TX6、
TX15、TX22 等、糞中では TX2、胆汁中では TX3、TX9、TX11、TX15 等が、そ

れぞれ認められた。 
14C で標識したチオキサザフェンの畜産動物（ヤギ及びニワトリ）を用いた体内

運命試験の結果、可食部における主要成分として、未変化のチオキサザフェンのほ

か、代謝物 TX2、TX22、TX25、TX27、TX37、TX38 及び TX39 が 10%TRR を
超えて認められた。 

14C で標識したチオキサザフェンを用いた植物体内運命試験の結果、可食部及び

家畜の飼料となりうる部位における主要成分として、未変化のチオキサザフェンの

ほか、TX25 及び TX26（いずれも抱合体を含む）並びに TX2 が 10%TRR を超え

て認められた。 
チオキサザフェン及び代謝物TX2を分析対象化合物とした作物残留試験の結果、

チオキサザフェン及び代謝物 TX2 の最大残留値は、だいず（子実）における 0.0038 
mg/kg 及び 0.0449 mg/kg であった。チオキサザフェン及び代謝物 TX2 の合量の最

大残留値は、だいず（子実）における 0.0474 mg/kg であった。 
チオキサザフェン並びに代謝物 TX2、TX22 及び TX37 を分析対象化合物とした

ウシ及びニワトリを用いた畜産物残留試験の結果、ウシにおいては、チオキサザフ

ェン及び代謝物 TX37 はいずれの試料においても定量限界未満であり、代謝物 TX2
及び TX22 の最大残留値は 0.194 mg/kg 及び 0.117 mg/kg（いずれも腎臓）であっ

た。ニワトリにおいては、チオキサザフェン並びにTX2及びTX37の最大残留値は、

それぞれ 0.362 mg/kg（脂肪）、0.807 mg/kg（肝臓）及び 0.0645 mg/kg（脂肪）

であった。 
各種毒性試験結果から、チオキサザフェン投与による影響は、主に肝臓（重量増

加、細胞肥大等）、体重（増加抑制）、副腎（皮質細胞空胞化：ラット）及び大

腿骨（骨幹端骨増生：ラット）に認められた。繁殖能に対する影響、催奇形性、遺

伝毒性及び免疫毒性は認められなかった。 
マウスを用いた 78 週間発がん性試験において、雄で肝細胞癌、雌で肝細胞腺腫

の発生頻度増加が認められたが、腫瘍の発生機序は遺伝毒性メカニズムによるもの

とは考え難く、評価に当たり閾値を設定することは可能であると考えられた。 
植物体内運命試験及び畜産動物を用いた体内運命試験の結果、可食部及び家畜の
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飼料となりうる部位において、10%TRR を超える代謝物として TX2、TX22、TX25
（抱合体を含む）、TX26（抱合体を含む）、TX27、TX37、TX38 及び TX39 が認

められた。代謝物 TX2 及び TX22 はラットにおいても認められている。代謝物

TX25、TX26 及び TX27 について、ラットにおいては加水分解及びグリシン抱合化

を受けた代謝物 TX6 及び TX22 が認められていることから、ラットにおいても生

成される可能性があると考えられた。代謝物 TX37 はニワトリでのみ 10%TRR を

超えて認められ、動物体内運命試験における残留放射能濃度は 0.0132 µg/g（腹部

脂肪）、予想飼料最大負荷量における残留値は定量限界未満であった。また、代謝

物 TX38 及び TX39 について、チオキサザフェンのグルクロン酸又は硫酸抱合体で

あり、いずれも抱合位置は不明であるが、ラットにおいて構造異性体となる代謝物

TX15 及び TX17 が認められている。一方、作物及び畜産物残留試験において、代

謝物 TX2 の残留値はチオキサザフェンに比べ高く認められる場合があった。以上

のことから、農産物及び畜産物中の暴露評価対象物質をチオキサザフェン及び代謝

物 TX2 と設定した。 
各試験における無毒性量等は表 70 に、単回経口投与等により生ずる可能性のあ

る毒性影響等は表 71 に、それぞれ示されている。 
食品安全委員会農薬第二専門調査会は、各試験で得られた無毒性量のうち最小値

は、ラットを用いた 2 世代繁殖試験及びウサギを用いた発生毒性試験における 5 
mg/kg 体重/日であったことから、これを根拠として、安全係数 100 で除した 0.05 
mg/kg 体重/日を許容一日摂取量（ADI）と設定した。 
また、チオキサザフェンの単回経口投与等により生ずる可能性のある毒性影響に

対する無毒性量又は最小毒性量のうち最小値は、ラットを用いた発生毒性試験の無

毒性量である 50 mg/kg 体重/日であり、これを根拠とした場合、急性参照用量

（ARfD）は安全係数 100 で除した 0.5 mg/kg 体重と算出される。一方、ラットを

用いた急性神経毒性試験の雌雄において無毒性量が設定できず、最小毒性量は 250 
mg/kg 体重であった。最小毒性量で認められた所見の程度及び発生頻度から、仮に

追加の安全係数を 5 と設定しても ARfD はラットを用いた発生毒性試験と同じ 0.5 
mg/kg 体重と算出され、安全性は担保されるものと考えられる。これらのことから、

ラットを用いた急性神経毒性試験及び発生毒性試験を根拠として、0.5 mg/kg 体重

を ARfD と設定した。 
 

ADI 0.05 mg/kg 体重/日 
（ADI 設定根拠資料①） 繁殖試験 
（動物種） ラット 
（期間） 2 世代 
（投与方法） 混餌 
（無毒性量） 5 mg/kg 体重/日 
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（ADI 設定根拠資料②） 発生毒性試験 
（動物種） ウサギ 
（期間） 妊娠 7～28 日 
（投与方法） 強制経口 
（無毒性量） 5 mg/kg 体重/日 

 
ARfD 0.5 mg/kg 体重 
（ARfD 設定根拠資料①） 急性神経毒性試験 
（動物種） ラット 
（期間） 単回 
（投与方法） 強制経口 
（最小毒性量） 250 mg/kg 体重 
（安全係数） 500（種差：10、個体差：10、最

小毒性量を用いたことによる追

加係数 5） 
 

（ARfD 設定根拠資料②） 発生毒性試験 
（動物種） ラット 
（期間） 妊娠 6～19 日 
（投与方法） 強制経口 
（無毒性量） 50 mg/kg 体重/日 
（安全係数） 100 

 
＜参考＞ 
＜JMPR＞（2018 年） 

ADI 0.05 mg/kg 体重/日 
（ADI 設定根拠資料） 慢性毒性/発がん性併合試験 
（動物種） ラット 
（期間） 2 年間 
（投与方法） 混餌 
（無毒性量） 4.9 mg/kg 体重/日 
（安全係数） 100 

 
ARfD 0.5 mg/kg 体重 
（ARfD 設定根拠資料） 急性神経毒性試験 
（動物種） ラット 
（期間） 単回 
（投与方法） 強制経口 
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（最小毒性量） 250 mg/kg 体重 
（安全係数） 500（種差：10、個体差：10、最

小毒性量を用いたことによる追

加係数 5） 
 

＜EPA＞（2017 年） 
cRfD 0.05 mg/kg 体重/日 
（cRfD 設定根拠資料） 繁殖毒性試験 
（動物種） ラット 
（期間） 2 世代 
（投与方法） 混餌 
（無毒性量） 5 mg/kg 体重/日 
（不確実係数） 100 

 
aRfD 0.25 mg/kg 体重 
（aRfD 設定根拠資料） 急性神経毒性試験 
（動物種） ラット 
（期間） 単回 
（投与方法） 強制経口 
（最小毒性量） 250 mg/kg 体重 
（不確実係数） 1,000（種差：10、個体差：10、

最小毒性量を用いたことによる

追加係数 10） 
 

＜HC＞（2017 年） 
ADI 0.05 mg/kg 体重/日 
（ADI 設定根拠資料） 繁殖毒性試験 
（動物種） ラット 
（期間） 2 世代 
（投与方法） 混餌 
（無毒性量） 5 mg/kg 体重/日 
（安全係数） 100 

 
ARfD 0.8 mg/kg 体重 
（ARfD 設定根拠資料） 急性神経毒性試験 
（動物種） ラット 
（期間） 単回 
（投与方法） 強制経口 
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（最小毒性量） 250 mg/kg 体重 
（安全係数） 300（種差：10、個体差：10、最

小毒性量を用いたことによる追

加係数 3） 
（参照 61～66） 
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表 70 各試験における無毒性量等 

動物種 試験 投与量 
(mg/kg 体重/日) 

無毒性量 
(mg/kg 体重/日) 

最小毒性量 
(mg/kg 体重/日) 備考 1) 

ラット 

90 日間 
亜急性 
毒性試験 

0、10、50、250、750、
1,500 ppm 
 

雄：16 
雌：19 

雄：47 
雌：55 

雌雄：大腿骨骨幹端骨増生

等 

雄：0、1、3、16、
47、91 
雌：0、1、4、19、
55、113 

90 日間 
亜急性 
神経毒性

試験 

0、100、300、1,000 
ppm 
 

雄：20 
雌：8 

雄：67 
雌：24 

雌雄：体重増加抑制、摂餌

量減少等 
 
(亜急性神経毒性は認めら

れない) 
雄：0、7、20、67 
雌：0、8、24、75 

2 年間 
慢性毒性/
発がん性

併合試験 

0、5、25、75、250、
750 ppm 
 

雄：13.3 
雌：16.0 

雄：39.6 
雌：48.1 

雌雄：体重増加抑制、摂餌

量減少等 
 
(発がん性は認められない) 雄：0、0.3、1.3、3.9、

13.3、39.6 
雌：0、0.3、1.6、4.9、
16.0、48.1 

2 世代 
繁殖試験 

P 雄：0、5、21、62 
P 雌：0、5、20、61 
F1 雄： 0、5、21、
63 
F1 雌： 0、5、21、
62 

親動物 
P 雄：5 
P 雌：20 
F1雄：5 
F1雌：21 
 
児動物 
P 雄：62 
P 雌：61 
F1雄：63 
F1雌：62 

親動物 
P 雄：21 
P 雌：61 
F1雄：21 
F1雌：62 
 
児動物 
P 雄：－ 
P 雌：－ 
F1雄：－ 
F1雌：－ 

親動物： 
雄：副腎皮質束状帯細胞空

胞化等 
雌：体重増加抑制及び摂餌

量減少 
 
児動物： 
雌雄：毒性所見なし 
 
(繁殖能に対する影響は認

められない) 

発生毒性

試験 

0、10、50、200 母動物：10 
胎児：200 

母動物：50 
胎児：－ 

母動物：体重増加抑制及び

摂餌量減少 
胎児：毒性所見なし 
 
(催奇形性は認められない) 
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動物種 試験 投与量 
(mg/kg 体重/日) 

無毒性量 
(mg/kg 体重/日) 

最小毒性量 
(mg/kg 体重/日) 備考 1) 

マウス 

28 日間 
亜急性 
毒性試験 

0、20、100、300、
1,000、3,000 ppm 
 

雄：58 
雌：70 

雄：184 
雌：219 

雌雄：肝絶対及び比重量増

加、小葉中心性肝細胞肥大

等 
雄：0、4、19、58、
184、437 
雌：0、5、25、70、
219、399 

90 日間 
亜急性 
毒性試験 

0、10、50、200、600、
1,250 ppm 
 

雄：259 
雌：54.4 

雄：－ 
雌：174 

雄：毒性所見なし 
雌：T.Bil 増加及び小葉中

心性肝細胞肥大 
雄：0、2.1、10.3、
42.2、125、259 
雌：0、2.6、13.8、
54.4、174、319 

78 週間 
発がん性

試験 

0、5、50、250、750、 
1,750(雄のみ) ppm 
 

雄：40.9 
雌：10.2 

雄：119 
雌：49.7 

雌雄：肝細胞肥大及びマク

ロファージ褐色色素沈着 
 
(雄：肝細胞癌の発生頻度

増加、雌：肝細胞腺腫の発

生頻度増加) 

雄：0、0.8、8.0、40.9、
119、281 
雌：0、1.0、10.2、
49.7、153 

ウサギ 

発生毒性

試験 

0、5、20、100 母動物：5 
胎児：100 

母動物：20 
胎児：－ 

母動物：体重減少/増加抑

制、摂餌量減少等 
胎児：毒性所見なし 
 
(催奇形性は認められない) 

イヌ 90 日間 
亜急性 

毒性試験 

0、1、3、10、40、120 雄：10 
雌：40 

雄：40 
雌：120 

雌雄：WBC 及び Neu 増加

等 

ADI 
NOAEL：5 
SF：100 
ADI：0.05 

ADI 設定根拠資料 ①ラット 2 世代繁殖試験 
②ウサギ発生毒性試験 

ADI：許容一日摂取量、NOAEL：無毒性量、SF：安全係数 
－：最小毒性量は設定できなかった。 
1)：最小毒性量で認められた所見の概要を示す。 
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表 71 単回経口投与等により生ずる可能性のある毒性影響等 

動物種 試験 
投与量 

(mg/kg 体重又は 
mg/kg 体重/日) 

無毒性量及び急性参照用量設定に 
関連するエンドポイント 1) 

（mg/kg 体重又は mg/kg 体重/日） 

ラット 

急性神経毒性試験 

0、250、750、2,000 雌雄：－ 
 
雄：自発運動量減少 
雌：自発運動量減少及び体温低下 

発生毒性試験 
0、10、50、200 母動物：50 

 
母動物：体重増加抑制及び摂餌量減少 

ARfD 及び ARfD 設定根拠資料 

①ラット急性神経毒性試験 
LOAEL：250 
SF：500 
 
②ラット発生毒性試験 
NOAEL：50 
SF：100 
 
ARfD：0.5 

ARfD：急性参照用量、LOAEL：最小毒性量、NOAEL：無毒性量、SF：安全係数 
－：無毒性量は設定できなかった。 
1) ：最小毒性量で認められた主な毒性所見を記した。 
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＜別紙１：代謝物/分解物略称＞ 
記号 略称 化学名 

TX2 ベンズアミジン 
M1 benzamidine 

TX3 
5-ヒドロキシイミノアミドグルクロ

ニド 
M3 

[5-[(iminophenylmethyl)=aminocarbonyl] 
thiophen-2-yl]-β-D-glucopyranosiduronic acid 

TX4 
4-ヒドロキシイミノアミドグルクロ

ニド 
M4 

[2-[(iminophenylmethyl)=aminocarbonyl] 
thiophen-4-yl]-β-D-glucopyranosiduronic acid 

TX5 
ジヒドロキシイミノアミドジグルク

ロニド 
M5 

[3-(β-D-Glucopyranuronosyloxy)-5- 
[(iminophenylmethyl)=aminocarbonyl] 
thiophen-2-yl]-β-D-glucopyranosiduronic acid 

TX6 馬尿酸 
M7 N-benzoylglycine 

TX7 
5-ヒドロキシイミノアミドサルフェ

ート 
M10 

5-sulfuric acid mono-[2-[(Iminophenylmethyl)= 
aminocarbonyl]thiophen-5-yl]ester 

TX8 MON 102100 システイニルグリシン N-[S-[5-(3-phenyl-1,2,4-oxadiazol-2-yl)]- 
L-cysteinyl]glycine 

TX9 MON 102100 ジグルクロニド 
M22 

[3-(β-D-glucopyranuronosyloxy)-5-(3-phenyl- 
1,2,4-oxadiazol-5-yl) thiophen-2-yl]-β-D- 
glucopyranosiduronic acid 

TX10 ブテン酸スルフィナート 
M24 

4-(3-phenyl-1,2,4-oxadiazol-5-yl)-4sulfinobut-3- 
enoic acid 

TX11 
ブテン酸スルフィナートグルタチオ

ン 
M30 

N-[S-[4-(3-phenyl-1,2,4-oxadiazol-5-yl)-4- 
sulfinobut-3-enoyl]-N-L-γ-gultamyl-L- 
cysteinyl]glycine 

TX12 MON 102100 グルタチオン 
M32 

N-[S-[5-(3-phenyl-1,2,4-oxadiazol-5-yl)thiophen 
-2-yl]-N-L-γ-glutamyl-L-cysteinyl]glycine 

TX13 
ジヒドロキシMON 102100グルコシ

ドサルフェート 
M34 

sulfuric acid mono-[2-(β-D-glucopyranosyloxy)-5- 
(3-phenyl-1,2,4-oxadiazol-5-yl)thiophen-3-yl] ester 

TX14 
ジヒドロキシMON 102100 5-グルク

ロニド 
M38/M71 

3-hydroxy-5-(3-phenyl-1,2,4-oxadiazol-5-yl) 
thiophen-2-yl]-β-D-glucopyranosiduronic acid 

TX15 
5-ヒドロキシMON 102100グルクロ

ニド 
M39 

[5-(3-phenyl-1,2,4-oxadiazol-5-yl)thiophen-2-yl]-β- 
D-glucopyranosiduronic acid 

TX16 
ジヒドロキシMON 102100グルクロ

ニドサルフェート 
M42 

sulfuric acid mono-[2-(β-D- 
glucopyranuronosyloxy)-5-(3-phenyl-1,2,4- 
oxadiazol-5-yl)thiophen-3-yl] ester 

TX17 
5-ヒドロキシMON 102100サルフェ

ート 
M44 

sulfuric acid mono-[5-(3-phenyl-1,2,4-oxadiazol- 
5-yl)-thiophen-2-yl] ester 

TX18 MON 102100 メルカプツレート 
M49 

S-[5-(3-phenyl-1,2,4-oxadiazol-2-yl)]-N-acetyl- 
L-cysteine 
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記号 略称 化学名 

TX19 5-ヒドロキシ MON 102100 
M53 

5-(5-hydroxythiophen-2-yl)-3-phenyl-1,2,4- 
oxadiazole 

TX20 
4-ヒドロキシMON 102100サルフェ

ート 
M55 

sulfuric acid mono-(3-phenyl-1,2,4-oxadiazol-5-yl) 
thiophen-4-yl ester 

TX21 
ジヒドロキシMON 102100 4-サルフ

ェート 
M56 

sulfuric acid mono-2-hydroxy-5-(3-phenyl-1,2,4- 
oxadiazol-5-yl)thiophen-3-yl] ester 

TX22 
2-テノイルグリシン 
テノイルグリシン 
M57 

N-(2-thienylcarbonyl)glycine 

TX23 5-ヒドロキシイミドグルクロニド 
M59 

[5-[N-benzoyl-2-thiophene=carboxamide-2-yl]-β- 
D-glucopyranosiduronic acid 

TX24 
ヒドロキシMON 102100グルクロニ

ド 
M69 

[2-(3-phenyl-1,2,4-oxadiazol-5-yl)thiophen-4-yl]- 
β-D-glucopyranosiduronic acid 

TX25 安息香酸 
M75 benzoic acid 

TX26 2-チオフェンカルボン酸 
M76 2-thiophenecarboxylic acid 

TX27 ベンズアミド benzamide 
TX28 ベンズアミドオキシム N-hydroxybenzenecarboximid=amide 
TX29 MON 102100 イミノアミド N-(iminophenylmethyl)-2-thiophenecarboxamide 
TX30 MON 102100 イミド N-benzoyl-2-thiophenecarboxamide 
TX31 ベンゾイルリンゴ酸 2-(benzoyloxy)butanedioic acid 
TX32 テノイルリンゴ酸 2-(2-thienylcarbonyloxy)=butanedioic acid 

TX33 ヒドロキシ(チオフェン) MON 
102100 マロニルグルコシド 

3-phenyl-5-[5-[6-O-(2-carboxyacetyl)-β-D- 
glucopyranosyloxy]thiophen-2-yl]-1,2,4-oxadiazole 

TX34 テノイルベンズアミドキシムマロニ

ルグルコシド 

2-thiophenecarboxylic acid [[6-O-(2-carboxyacetyl) 
-β-D-glucopyranosyloxy]imino=phenylmethyl)] 
amide 

TX35 テノイルベンズアミドキシム N-(2-thenoyl)-benzamidoxime 
TX36 2-チオフェンカルボキサミド 2-thiophenecarboxamide 
TX37 ベンゾニトリル benzonitrile 

TX38 ヒドロキシMON 102100グルクロニ

ド 構造未決定 

TX39 ヒドロキシMON 102100サルフェー

ト 構造未決定 

TX41 MON 102130 3-phenyl-5-thiophen-3-yl-1,2,4-oxadiazole 
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＜別紙２：検査値等略称＞ 
略称 名称 
Acox アシル CoA オキシダーゼ 

A/G 比 アルブミン/グロブリン比 
AHR アリルハイドロカーボン受容体 

ai 有効成分量（active ingredient） 
Alb アルブミン 

ALT アラニンアミノトランスフェラーゼ 
［＝グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ（GPT）］ 

Angptl アンジオポエチン様蛋白質 
aP 脂肪酸結合蛋白質（fatty acid-binding protein） 
Arg アルギナーゼ 

AST アスパラギン酸アミノトランスフェラーゼ 
［＝グルタミン酸オキサロ酢酸トランスアミナーゼ（GOT）］ 

AUC 薬物濃度曲線下面積 
Baso 好塩基球数 
BrdU 5-ブロモ-2'-デオキシウリジン 
BROD ベンジルオキシレゾルフィン O-デベンジラーゼ 

BQ ベンジルオキシキノリン O-デベンジラーゼ 
CAR 恒常性アンドロスタン受容体の同義語（constitutively active receptor） 
Cd 白血球分化抗原（cluster of differentiation） 

Chol コレステロール 
Cmax 最高濃度 
CMC カルボキシメチルセルロース 
Cre クレアチニン 
CYP チトクローム P450 アイソザイム 
EPA 米国環境保護庁 
Eos 好酸球数 

EROD エトキシレゾルフィン O-デエチラーゼ 
FOB 機能観察総合検査 

GGT γ-グルタミルトランスフェラーゼ 
［=γ-グルタミルトランスペプチダーゼ（γ-GTP）］ 

Glob グロブリン 
GSH 還元型グルタチオン 

GSSG 酸化型グルタチオン 
Hb ヘモグロビン（血色素量） 
HC カナダ保健省 

HDL 高密度リポ蛋白質 
HDW ヘモグロビン濃度分布幅 
Hif 低酸素誘導因子（hypoxia-inducible factor） 
Ht ヘマトクリット値 
Ig 免疫グロブリン 
Il インターロイキン（interleukin） 

JMPR FAO/WHO 合同残留農薬専門家会議 
LC50 半数致死濃度 
LD50 半数致死量 
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略称 名称 
LAH ラウリン酸 12-水酸化酵素 

LLNA 局所リンパ節法（Local Lymph Node Assay） 
LpL リポ蛋白質リパーゼ（lipoprotein lipase） 
LUC 大型非染色球数 
Lym リンパ球数 
MCH 平均赤血球血色素量 

MCHC 平均赤血球血色素濃度 
Mon 単球数 
Neu 好中球数 
P450 チトクローム P450 
PB フェノバルビタール 
PBI 前作物の播種から後作物の播種までの日数 

PCoA パルミトイル CoA オキシダーゼ 
PHI 最終使用から収穫までの日数 
Plin ペリリピン（perilipin） 
PLT 血小板数 

PPAR ペルオキシソーム増殖剤活性化受容体 
PROD ペントキシレゾルフィン O-デペンチラーゼ 
PXR プレグナン X 受容体 
RBC 赤血球数 
RDW 赤血球分布幅 
Ret 網状赤血球数 

SDH ソルビトールデヒドロゲナーゼ 
SRBC ヒツジ赤血球 
TAR 総投与（処理）放射能 
T.Bil 総ビリルビン 

T.Chol 総コレステロール 
TG トリグリセリド 
Tmax 最高濃度到達時間 
TP 総蛋白質 

TRR 総残留放射能 
T1/2 消失半減期 
Vegf 血管内皮細胞増殖因子（vascular endothelial growth factor） 
WBC 白血球数 
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＜別紙３：作物残留試験成績（海外）＞  
作物名 
［品種］ 

(分析部位) 
実施年度 

試験 
ほ場

数 
使用量 a 回数 

(回) 使用時期 PHIb 

(日) 

残留値(mg/kg) c 

チオキサ 
ザフェン TX2 合量値 

とうもろこし 
［DKC53-78］ 

(子実) 
2012 年 

1 
0.53(0.039) 
1.02(0.076) 
2.10(0.156) 

1 播種 
81 日前 129 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 
<0.0050 

とうもろこし 
［DKC58-83］ 

(子実) 
2012 年 

1 
0.53(0.032) 
1.04(0.068) 
2.14(0.132) 

1 播種 
36 日前 134 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 
<0.0050 

とうもろこし 
［DKC46-07］ 

(子実) 
2012 年 

1 
0.51(0.036) 
1.03(0.072) 
2.05(0.143) 

1 播種 
73 日前 138 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 
<0.0050 

とうもろこし 
［DKC53-78］ 

(子実) 
2012 年 

1 
0.53(0.037) 
1.02(0.071) 
2.10(0.151) 

1 播種 
55 日前 149 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 
<0.0050 

とうもろこし 
［DKC62-97］ 

(子実) 
2012 年 

1 
0.54(0.039) 
1.07(0.077) 
2.26(0.164) 

1 播種 
77 日前 154 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 
<0.0050 

とうもろこし 
［DKC62-97］ 

(子実) 
2012 年 

1 
0.54(0.044) 
1.07(0.087) 
2.26(0.184) 

1 播種 
100 日前 144 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 
<0.0050 

とうもろこし 
［DKC58-83］ 

(子実) 
2012 年 

1 
0.53(0.040) 
1.04(0.079) 
2.14(0.162) 

1 播種 
58 日前 154 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 
<0.0050 

とうもろこし 
［DKC58-83］ 

(子実) 
2012 年 

1 
0.53(0.040) 
1.04(0.079) 
2.14(0.162) 

1 播種 
58 日前 154 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 
<0.0050 

とうもろこし 
［DKC58-83］ 

(子実) 
2012 年 

1 
0.53(0.040) 
1.04(0.079) 
2.14(0.163) 

1 播種 
57 日前 

139～
160 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 
<0.0050 

とうもろこし 
［DKC58-83］ 

(子実) 
2012 年 

1 
0.53(0.040) 
1.04(0.079) 
2.14(0.162) 

1 播種 
44 日前 153 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 
<0.0050 
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作物名 
［品種］ 

(分析部位) 
実施年度 

試験 
ほ場

数 
使用量 a 回数 

(回) 使用時期 PHIb 

(日) 

残留値(mg/kg) c 

チオキサ 
ザフェン TX2 合量値 

とうもろこし 
［DKC58-83］ 

(子実) 
2012 年 

1 
0.53(0.040) 
1.04(0.079) 
2.14(0.162) 

1 播種 
58 日前 154 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 
<0.0050 

とうもろこし 
［DKC58-83］ 

(子実) 
2012 年 

1 
0.53(0.040) 
1.04(0.079) 
2.14(0.162) 

1 播種 
74 日前 165 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 
<0.0050 

とうもろこし 
［DKC59-35］ 

(子実) 
2012 年 

1 
0.53(0.036) 
1.06(0.073) 
2.15(0.149) 

1 播種 
73 日前 126 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 
<0.0050 

とうもろこし 
［DKC58-83］ 

(子実) 
2012 年 

1 
0.53(0.040) 
1.04(0.079) 
2.14(0.162) 

1 播種 
80 日前 128 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 
<0.0050 

とうもろこし 
［DKC59-35］ 

(子実) 
2012 年 

1 
0.53(0.042) 
1.06(0.087) 
2.15(0.181) 

1 播種 
58 日前 

145～
166 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 
<0.0050 

とうもろこし 
［DKC59-35］ 

(子実) 
2012 年 

1 
0.53(0.035) 
1.06(0.070) 
2.15(0.145) 

1 播種 
73 日前 152 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 
<0.0050 

とうもろこし 
［DKC59-35］ 

(子実) 
2012 年 

1 
0.53(0.041) 
1.06(0.081) 
2.15(0.169) 

1 播種 
72 日前 134 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 
<0.0050 

とうもろこし 
［DKC46-07］ 

(子実) 
2012 年 

1 
0.51(0.044) 
1.03(0.089) 
2.05(0.177) 

1 播種 
63 日前 154 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 
<0.0050 

とうもろこし 
［DKC46-07］ 

(子実) 
2012 年 

1 
0.51(0.044) 
1.03(0.089) 
2.05(0.177) 

1 播種 
63 日前 154 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 
<0.0050 

とうもろこし 
［DKC53-78］ 

(子実) 
2012 年 

1 
0.53(0.039) 
1.02(0.076) 
2.10(0.155) 

1 播種 
77 日前 150 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 
<0.0050 

とうもろこし 
［DKC62-97］ 

(子実) 
2012 年 

1 
0.54(0.042) 
1.07(0.081) 
2.26(0.173) 

1 播種 
55 日前 118 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 
<0.0050 
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作物名 
［品種］ 

(分析部位) 
実施年度 

試験 
ほ場

数 
使用量 a 回数 

(回) 使用時期 PHIb 

(日) 

残留値(mg/kg) c 

チオキサ 
ザフェン TX2 合量値 

とうもろこし 
［DKC59-35］ 

(子実) 
2012 年 

1 
0.53(0.046) 
1.06(0.093) 
2.15(0.189) 

1 播種 
41 日前 113 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 
<0.0050 

だいず 
［AG6132］ 

(子実) 
2013 年 

1 0.57(0.244) 
0.93(0.380) 1 播種 

42 日前 176 <0.0025 
<0.0025 

0.0126 
0.0178 

0.0151* 

0.0203* 

だいず 
［AG6132］ 

(子実) 
2013 年 

1 0.57(0.163) 
0.93(0.266) 1 播種 

85 日前 131 <0.0025 
<0.0025 

0.0146 
0.0114 

0.0171* 

0.0139* 

だいず 
［AG4832］ 

(子実) 
2013 年 

1 0.53(0.190) 
0.93(0.333) 1 播種 

43 日前 131 0.0038 
<0.0025 

0.0164 
0.0223 

0.0202 
0.0248* 

だいず 
［AG4832］ 

(子実) 
2013 年 

1 0.53(0.183) 
0.93(0.320) 1 播種 

62 日前 153 <0.0025 
<0.0025 

0.0038 
0.0204 

0.0063* 

0.0229* 

だいず 
［AG4832］ 

(子実) 
2013 年 

1 0.53(0.170) 
0.93(0.298) 1 播種 

79 日前 132 <0.0025 
<0.0025 

0.0155 
0.0291 

0.0180* 

0.0316* 

だいず 
［AG4832］ 

(子実) 
2013 年 

1 0.53(0.257) 
0.93(0.472) 1 播種 

63 日前 128 <0.0025 
<0.0025 

0.0281 
0.0449 

0.0306* 
0.0474* 

だいず 
［AG2031］ 

(子実) 
2013 年 

1 0.54(0.173) 
1.09(0.352) 1 播種 

53 日前 145 <0.0025 
<0.0025 

0.0049 
0.0069 

0.0074* 
0.0094* 

だいず 
［AG4130］ 

(子実) 
2013 年 

1 0.54(0.222) 
0.96(0.364) 1 播種 

49 日前 156 <0.025 
<0.025 

0.0074 
0.0157 

0.0099* 
0.0182* 

だいず 
［AG4130］ 

(子実) 
2013 年 

1 0.54(0.230) 
0.96(0.355) 1 播種 

86 日前 111 <0.0025 
<0.0025 

0.0103 
0.0215 

0.0128* 
0.0240* 

だいず 
［AG4130］ 

(子実) 
2013 年 

1 0.54(0.208) 
0.96(0.370) 1 播種 

101 日前 113 <0.0025 
<0.0025 

0.0130 
0.0320 

0.0155* 
0.0345* 
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作物名 
［品種］ 

(分析部位) 
実施年度 

試験 
ほ場

数 
使用量 a 回数 

(回) 使用時期 PHIb 

(日) 

残留値(mg/kg) c 

チオキサ 
ザフェン TX2 合量値 

だいず 
［AG3130］ 

(子実) 
2013 年 

1 0.46(0.148) 
0.88(0.284) 1 播種 

69 日前 128 <0.0025 
<0.0025 

0.0071 
0.0156 

0.0096* 
0.0181* 

だいず 
［AG3130］ 

(子実) 
2013 年 

1 

0.46(0.148) 
0.88(0.192) 
0.88(0.192) 
0.88(0.192) 
0.88(0.192) 

1 播種 
72 日前 

123 
123 
129 
136 
143 

<0.025 
<0.025 
<0.025 
<0.025 
<0.025 

0.0069 
0.0098 
0.0086 
0.0117 
0.0082 

0.0094* 
0.0123* 
0.0111* 
0.0142* 
0.0107* 

だいず 
［AG3130］ 

(子実) 
2013 年 

1 0.46(0.148) 
0.88(0.284) 1 播種 

79 日前 120 <0.0025 
<0.0025 

0.0049 
0.0074 

0.0074* 
0.0099* 

だいず 
［AG3130］ 

(子実) 
2013 年 

1 0.46(0.148) 
0.88(0.284) 1 播種 

79 日前 134 <0.0025 
<0.0025 

0.0067 
0.0136 

0.0092* 
0.0161* 

だいず 
［AG3130］ 

(子実) 
2013 年 

1 0.46(0.148) 
0.88(0.284) 1 播種 

69 日前 128 <0.0025 
<0.0025 

0.0055 
0.0076 

0.0080* 
0.0101* 

だいず 
［AG3130］ 

(子実) 
2013 年 

1 0.46(0.148) 
0.88(0.284) 1 播種 

77 日前 135 <0.0025 
<0.0025 

0.0129 
0.0174 

0.0154* 
0.0199* 

だいず 
［AG3130］ 

(子実) 
2013 年 

1 

0.46(0.196) 
0.88(0.385) 
0.88(0.385) 
0.88(0.385) 
0.88(0.385) 

1 播種 
56 日前 

141 
141 
148 
155 
162 

<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 
<0.0025 

0.0094 
0.0162 
0.0157 
0.0120 
0.0134 

0.0119* 
0.0187* 
0.0182* 
0.0145* 
0.0159* 

だいず 
［AG3130］ 

(子実) 
2013 年 

1 0.46(0.163) 
0.88(0.322) 1 播種 

63 日前 132 <0.0025 
<0.0025 

0.0135 
0.0218 

0.0160* 
0.0243* 

だいず 
［AG3130］ 

(子実) 
2013 年 

1 0.46(0.160) 
0.88(0.308) 1 播種 

76 日前 120 <0.0025 
<0.0025 

0.0194 
0.0222 

0.0219* 
0.0247* 

だいず 
［AG2031］ 

(子実) 
2013 年 

1 0.54(0.207) 
1.09(0.420) 1 播種 

65 日前 134 <0.0025 
<0.0025 

0.0037 
0.0060 

0.0062* 
0.0085* 
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作物名 
［品種］ 

(分析部位) 
実施年度 

試験 
ほ場

数 
使用量 a 回数 

(回) 使用時期 PHIb 

(日) 

残留値(mg/kg) c 

チオキサ 
ザフェン TX2 合量値 

だいず 
［AG2031］ 

(子実) 
2013 年 

1 0.54(0.204) 
1.09(0.418) 1 播種 

73 日前 136 <0.0025 
<0.0025 

0.0030 
0.0049 

0.0055* 
0.0074* 

だいず 
［AG2031］ 

(子実) 
2013 年 

1 0.54(0.227) 
1.09(0.458) 1 播種 

70 日前 127 <0.0025 
<0.0025 

0.0100 
0.0086 

0.0125* 
0.0111* 

わた 
［DP 1044］ 

(綿実) 
2013 年 

1 0.96(0.138) 
2.07(0.297) 1 播種 

94 日前 178 <0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 

わた 
［DP 1044］ 

(綿実) 
2013 年 

1 0.96(0.103) 
2.07(0.223) 1 播種 

88 日前 162 <0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 

わた 
［DP 1044］ 

(綿実) 
2013 年 

1 0.96(0.137) 
2.07(0.294) 1 播種 

77 日前 152 <0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 

わた 
［DP 1044］ 

(綿実) 
2013 年 

1 0.96(0.124) 
2.07(0.267) 1 播種 

69 日前 181 <0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 

わた 
［DP 1044］ 

(綿実) 
2013 年 

1 0.96(0.138) 
2.07(0.268) 1 播種 

75 日前 147 <0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 

わた 
［DP 1044］ 

(綿実) 
2013 年 

1 0.96(0.124) 
2.07(0.267) 1 播種 

25 日前 156 <0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 

わた 
［DP 1044］ 

(綿実) 
2013 年 

1 0.96(0.132) 
2.07(0.284) 1 播種 

21 日前 146 <0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 

わた 
［DP 1044］ 

(綿実) 
2013 年 

1 0.96(0.110) 
2.07(0.238) 1 播種 

82 日前 
144～
165 

<0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 
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作物名 
［品種］ 

(分析部位) 
実施年度 

試験 
ほ場

数 
使用量 a 回数 

(回) 使用時期 PHIb 

(日) 

残留値(mg/kg) c 

チオキサ 
ザフェン TX2 合量値 

わた 
［DP 1044］ 

(Gin 
By-Products) 

2013 年 

1 0.96(0.110) 
2.07(0.238) 1 播種 

82 日前 
144～
165 

<0.0025 
<0.0025 

0.0037 
0.0060 

0.0062* 
0.0085* 

わた 
［DP 1044］ 

(綿実) 
2013 年 

1 0.96(0.172) 
2.07(0.370) 1 播種 

66 日前 
163～
184 

<0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 

わた 
［DP 1044］ 

(Gin 
By-Products) 

2013 年 

1 0.96(0.172) 
2.07(0.370) 1 播種 

66 日前 
163～
184 

<0.0025 
<0.0025 

0.0040 
0.0089 

0.0065* 
0.0114* 

わた 
［DP 1044］ 

(綿実) 
2013 年 

1 0.96(0.129) 
2.07(0.278) 1 播種 

82 日前 167 <0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 

わた 
［DP 1044］ 

(Gin 
By-Products) 

2013 年 

1 0.96(0.129) 
2.07(0.278) 1 播種 

82 日前 167 <0.0025 
<0.0025 

0.0027 
0.0030 

0.0052* 
0.0055* 

わた 
［DP 1044］ 

(綿実) 
2013 年 

1 0.96(0.132) 
2.07(0.293) 1 播種 

68 日前 183 <0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 

わた 
［DP 1044］ 

(Gin 
By-Products) 

2013 年 

1 0.96(0.132) 
2.07(0.293) 1 播種 

68 日前 183 <0.0025 
<0.0025 

0.0073 
0.0128 

0.0098* 
0.0153* 

わた 
［DP 1044］ 

(綿実) 
2013 年 

1 0.96(0.142) 
2.07(0.305) 1 播種 

87 日前 
178 
179 

<0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 

わた 
［DP 1044］ 

(綿実) 
2013 年 

1 0.96(0.142) 
2.07(0.305) 1 播種 

89 日前 155 <0.0025 
<0.0025 

<0.0025 
<0.0025 

<0.0050 
<0.0050 

注）・いずれの試験においても、47.3%フロアブル剤を用いて種子塗抹処理が行われた。 
・全てのデータが定量限界未満の場合は、定量限界値の平均に<を付して記載した。 
・一部に定量限界未満を含むデータの平均を計算する場合は、定量限界値を検出したものとして計
算し、*印を付した。 

a：単位は mg ai/種子、( )内の値は kg ai/ha 相当。 
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b：いずれの試験においても播種後日数 
c：値は 2 回の分析の平均値。また、代謝物 TX2 はチオキサザフェン換算値（換算係数：1.90）。 
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＜別紙４：後作物残留試験成績＞ 

試料 PBI 
(日) 

PHIa 

(日) 
残留値(mg/kg)b 

チオキサザフェン TX2 合量値 

レタス 
(茎葉) 

29 52 0.0043 <0.0025 0.0068* 
30 52 <0.0025 <0.0025 <0.0050 
117 83 <0.0025 <0.0025 <0.0050 
124 117 <0.0025 <0.0025 <0.0050 

ラディッシュ 
(茎葉部) 

29 39 <0.0025 0.0028 0.0053* 
30 35 <0.0025 0.0038 0.0063* 
117 54 <0.0025 <0.0025 <0.0050 
124 106 <0.0025 <0.0025 <0.0050 

ラディッシュ 
(根部) 

29 39 <0.0025 <0.0025 <0.0050 
30 35 <0.0025 <0.0025 <0.0050 
117 54 <0.0025 <0.0025 <0.0050 
124 106 <0.0025 <0.0025 <0.0050 

ソルガム 
(青刈り) 

29 81 <0.0025 <0.0025 <0.0050 
30 11 <0.0025 <0.0025 <0.0050 

ソルガム 
(穀粒) 

29 103 <0.0025 <0.0025 <0.0050 
30 151 <0.0025 <0.0025 <0.0050 

ソルガム 
(茎葉部) 

29 107 <0.0025 <0.0025 <0.0050 
30 151 <0.0025 <0.0025 <0.0050 

小麦 
(青刈り) 

124 202 <0.0025 <0.0025 <0.0050 
124 133 <0.0025 <0.0025 <0.0050 

小麦 
(干草) 

124 229 <0.0025 <0.0025 <0.0050 
124 168 <0.0025 <0.0025 <0.0050 

小麦 
(穀粒) 

124 249 <0.0025 <0.0025 <0.0050 
124 202 <0.0025 <0.0025 <0.0050 

小麦 
(わら) 

124 249 <0.0025 <0.0025 <0.0050 
124 202 <0.0025 <0.0025 <0.0050 

注）一部に定量限界未満を含むデータの平均を計算する場合は、定量限界値を検出したものとして計
算し、*印を付した。 

a：後作物の播種後日数 
b：値は 2 回の分析の平均値。また、代謝物 TX2 はチオキサザフェン換算値（換算係数：1.90）。 
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＜別紙５：畜産物残留試験成績＞  
①ウシ 

・乳汁中残留値（µg/g） 

分析対象 
化合物 

試料採取日 
(日) 

0.12 mg/kg 
飼料相当 
投与群 

0.60 mg/kg 
飼料相当 
投与群 

3.00 mg/kg 
飼料相当 
投与群 

12.0 mg/kg 
飼料相当 
投与群 

チオキサ 
ザフェン 

1 NA NA NA <LOD 
4 NA NA NA <LOD 
7 NA NA NA <LOD 
10 NA NA NA (0.0034) 
13 NA NA NA (0.0031) 
16 NA NA NA (0.0033) 
19 NA NA NA <LOD 
22 NA NA NA <LOD 
25 NA NA NA <LOD 
28 NA NA NA <LOD 

平均(1～28 日) NA NA NA (0.0032) 
30(休薬 2 日)    <LOD 
33(休薬 5 日)    <LOD 
37(休薬 9 日)    <LOD 

TX2 

1 (0.0029) (0.0053) 0.0177 0.0514 
4 (0.0030) (0.0063) 0.0245 0.0719 
7 (0.0028) (0.0059) 0.0221 0.0693 
10 (0.0029) (0.0063) 0.0250 0.0801 
13 (0.0028) (0.0062) 0.0209 0.0702 
16 (0.0030) (0.0060) 0.0266 0.0696 
19 (0.0028) (0.0063) 0.0259 0.0751 
22 (0.0029) (0.0064) 0.0242 0.0604 
25 (0.0028) (0.0064) 0.0230 0.0600 
28 (0.0029) (0.0070) 0.0235 0.0678 

平均(1～28 日) (0.0029) (0.0062) 0.0234 0.0676 
30(休薬 2 日)    (0.0073) 
33(休薬 5 日)    <LOD 
37(休薬 9 日)    <LOD 

TX22 

1 NA NA (0.0046) 0.0119 
4 NA NA (0.0057) 0.0148 
7 NA NA (0.0055) 0.0151 
10 NA NA (0.0060) 0.0178 
13 NA NA (0.0049) 0.0151 
16 NA NA (0.0058) 0.0153 
19 NA NA (0.0055) 0.0156 
22 NA NA (0.0063) 0.0140 
25 NA NA (0.0064) 0.0134 
28 NA NA (0.0062) 0.0127 

平均(1～28 日) NA NA (0.0057) 0.0146 
30(休薬 2 日)    (0.0024) 
33(休薬 5 日)    (0.0019) 
37(休薬 9 日)    (0.0023) 

注）・値はいずれも群平均値 
   ・( )内の値は、定量限界（0.010 µg/g）未満であるが検出限界（TX22：0.0017 µg/g）以上の値。 

・代謝物は、いずれもチオキサザフェン換算値（換算係数；TX2：1.90、TX22：1.23）。 
NA：分析されず、／：該当なし 
<LOD：検出限界（チオキサザフェン：0.031 µg/g、TX2：0.0024 µg/g）未満 
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・脱脂乳及び乳脂肪中残留値（µg/g） 

試料 
試料 
採取日

(日) 

チオキサザフェン TX2 TX22 
3.00 mg/kg
飼料相当 
投与群 

12.0 mg/kg
飼料相当 
投与群 

3.00 mg/kg
飼料相当 
投与群 

12.0 mg/kg
飼料相当 
投与群 

3.00 mg/kg
飼料相当 
投与群 

12.0 mg/kg
飼料相当 
投与群 

脱脂乳 
22 NA <LOD 0.0213 0.0664 (0.0063) 0.0155 
25 NA <LOD 0.0207 0.0703 (0.0060) 0.0147 
28 NA <LOD 0.0245 0.0640 (0.0065) 0.0138 

乳脂肪 
22 NA <LOD 0.0194 0.0574 (0.0058) 0.0128 
25 NA <LOD 0.0187 0.0596 (0.0058) 0.0121 
28 NA <LOD 0.0225 0.0544 (0.0058) 0.0116 

注）・値はいずれも群平均値 
・( )内の値は、定量限界（0.010 µg/g）未満であるが検出限界（0.0017 µg/g）以上の値。 
・代謝物は、いずれもチオキサザフェン換算値（換算係数；TX2：1.90、TX22：1.23）。 

NA：分析されず、<LOD：検出限界（0.031 µg/g）未満 
 

・臓器及び組織中残留値（µg/g） 

分析対象 
化合物 試料 試料採取日 

(日) 
0.12 mg/kg 
飼料相当 
投与群 

0.60 mg/kg 
飼料相当 
投与群 

3.00 mg/kg 
飼料相当 
投与群 

12.0 mg/kg 
飼料相当 
投与群 

チオキサ
ザフェン 

肝臓 
29 NA NA NA <LOD 

[<LOD] 
31(休薬 3 日)    <LOD 
34(休薬 6 日)    <LOD 
38(休薬 10日)    <LOD 

腎臓 
29 NA NA NA (0.0016) 

[(0.0019)] 
31(休薬 3 日)    (0.0015) 
34(休薬 6 日)    (0.0017) 
38(休薬 10日)    <LOD 

筋肉 
29 NA NA NA (0.0017) 

[(0.0022)] 
31(休薬 3 日)    <LOD 
34(休薬 6 日)    <LOD 
38(休薬 10日)    (0.0015) 

脂肪 
(皮下) 

29 NA NA NA <LOD 
[<LOD] 

31(休薬 3 日)    <LOD 
34(休薬 6 日)    <LOD 
38(休薬 10日)    <LOD 

脂肪 
(腸間膜) 

29 NA NA NA <LOD 
[<LOD] 

31(休薬 3 日)    <LOD 
34(休薬 6 日)    <LOD 
38(休薬 10日)    <LOD 

脂肪 
(腎周囲) 

29 NA NA NA <LOD 
[<LOD] 

31(休薬 3 日)    <LOD 
34(休薬 6 日)    <LOD 
38(休薬 10日)    <LOD 
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分析対象 
化合物 試料 試料採取日 

(日) 
0.12 mg/kg 
飼料相当 
投与群 

0.60 mg/kg 
飼料相当 
投与群 

3.00 mg/kg 
飼料相当 
投与群 

12.0 mg/kg 
飼料相当 
投与群 

TX2 

肝臓 
29 (0.0034) 

[(0.0035)] 
0.0143 

[0.0185] 
0.0473 

[0.0541] 
0.131 

[0.163] 
31(休薬 3 日)    0.0143 
34(休薬 6 日)    0.0118 
38(休薬 10日)    (0.0044) 

腎臓 
29 (0.0050) 

[(0.0053)] 
0.0150 

[0.0177] 
0.0650 

[0.0688] 
0.174 

[0.194] 
31(休薬 3 日)    0.0199 
34(休薬 6 日)    (0.0072) 
38(休薬 10日)    (0.0066) 

筋肉 
29 (0.0017) 

[(0.0018)] 
 (0.0043) 
[(0.0050)] 

0.0118 
[0.0141] 

0.0329 
[0.041] 

31(休薬 3 日)    (0.0028) 
34(休薬 6 日)    (0.0015) 
38(休薬 10日)    <LOD 

脂肪 
(皮下) 

29 (0.0023) 
[(0.0024)] 

(0.0028) 
[(0.0029)] 

(0.0054) 
[(0.0067)] 

0.0139 
[0.0160] 

31(休薬 3 日)    (0.0024) 
34(休薬 6 日)    (0.0020) 
38(休薬 10日)    <LOD 

脂肪 
(腸間膜) 

29 (0.0024) 
[(0.0025)] 

(0.0031) 
[(0.0041)] 

(0.0053) 
[(0.0087)] 

0.0121 
[0.0171] 

31(休薬 3 日)    (0.0026) 
34(休薬 6 日)    (0.0020) 
38(休薬 10日)    <LOD 

脂肪 
(腎周囲) 

29 (0.0024) 
[(0.0026)] 

(0.0071) 
[0.0114] 

0.0123 
[0.0179] 

0.0372 
[0.0495] 

31(休薬 3 日)    (0.0029) 
34(休薬 6 日)    (0.0020) 
38(休薬 10日)    <LOD 

TX22 

肝臓 
29 NA NA NA (0.0231) 

[(0.0307)] 
31(休薬 3 日)    (0.0211) 
34(休薬 6 日)    (0.0140) 
38(休薬 10日)    (0.0136) 

腎臓 
29 (0.0168) 

[(0.0183)] 
(0.0214) 

[(0.0218)] 
0.0451 

[0.0484] 
0.106 

[0.117] 
31(休薬 3 日)    (0.0192) 
34(休薬 6 日)    (0.0081) 
38(休薬 10日)    (0.0076) 

TX37 

脂肪 
(皮下) 

29 NA NA NA (0.0111) 
[(0.0171)] 

31(休薬 3 日)    (0.0097) 
34(休薬 6 日)    (0.0063) 
38(休薬 10日)    (0.0041) 

脂肪 
(腸間膜) 

29 NA NA NA (0.0136) 
[(0.0151)] 

31(休薬 3 日)    (0.0091) 
34(休薬 6 日)    (0.0044) 
38(休薬 10日)    (0.0036) 
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分析対象 
化合物 試料 試料採取日 

(日) 
0.12 mg/kg 
飼料相当 
投与群 

0.60 mg/kg 
飼料相当 
投与群 

3.00 mg/kg 
飼料相当 
投与群 

12.0 mg/kg 
飼料相当 
投与群 

脂肪 
(腎周囲) 

29 NA NA NA (0.0132) 
[(0.0172)] 

31(休薬 3 日)    (0.0057) 
34(休薬 6 日)    (0.0038) 
38(休薬 10日)    (0.0039) 

注）・29 日は群平均値。31 日、34 日及び 38 日は、それぞれ 1 頭の値。 
・[ ]内は個体別最大値。 
・( )内の値は、定量限界（チオキサザフェン、TX2：0.010 µg/g、TX22；肝臓：0.060 µg/g、腎臓：

0.025 µg/g、TX37：0.025 µg/g）未満であるが検出限界（TX22；肝臓：0.0091 µg/g、腎臓：0.0049 
µg/g、TX37：0.0036 µg/g）以上の値。 

・代謝物は、いずれもチオキサザフェン換算値（換算係数；TX2：1.90、TX22：1.23、TX37：
2.21）。 

<LOD：検出限界（チオキサザフェン：0.0014～0.0027 µg/g、TX2；筋肉：0.0015 µg/g、脂肪：0.0008 
µg/g）未満 
／：該当なし、NA：分析されず。 
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②ニワトリ 

・全卵並びに卵白及び卵黄中残留値（µg/g） 

試料 試料採取日 
(日) 

チオキサザフェン TX2 

20.8 mg/kg 飼料 
相当投与群 a 

79.1 mg/kg 飼料 
相当投与群 b 

20.8 mg/kg 飼料 
相当投与群 a 

79.1 mg/kg 飼料 
相当投与群 b 

全卵 

1 NA <LOD NA <LOD 
4 <LOD (0.0053) (0.0043) (0.0090) 
7 <LOD 0.0112 (0.0074) 0.0177 

10 <LOD 0.0117 (0.0067) 0.0169 
13 <LOD 0.0120 (0.0066) 0.0165 
16 (0.0035) 0.0131 (0.0075) 0.0168 
19 (0.0037) 0.0135 (0.0080) 0.0167 
22 <LOD 0.0140 (0.0073) 0.0178 
25 <LOD 0.0180 (0.0081) 0.0239 
28 (0.0034) 0.0176 (0.0083) 0.0229 
31  0.0127  0.0165 
34  (0.0037)  (0.0067) 
38  <LOD  <LOD 

平均(1～28日) (0.0035) 0.0120  0.0162 
最大(1～28日) (0.0042) 0.0239 0.0111 0.0273 

卵白 
21  <LOD  <LOD 
24  <LOD  <LOD 
27  <LOD  <LOD 

卵黄 
21 (0.0097) 0.0465 0.0169 0.0495 
24 0.0106 0.0517 0.0224 0.0624 
27 (0.0088) 0.0636 0.0226 0.0704 

注）・0.81 mg/kg 飼料相当投与群については、チオキサザフェン及び代謝物 TX2 とも分析されず。 
・4.0 mg/kg 飼料相当投与群については、チオキサザフェンは分析されず、TX2 は投与 19 日の試
料のみ分析され定量限界（0.010 µg/g）未満であった。 

・( )内の値は定量限界（0.010 µg/g）未満であるが、検出限界（チオキサザフェン：0.0034 µg/g、
TX2：0.0036 µg/g）以上の値。 

・代謝物は、いずれもチオキサザフェン換算値（換算係数；TX2：1.90）。 
<LOD：検出限界（チオキサザフェン：0.0034 µg/g、TX2：0.0036 µg/g）未満 
NA：分析されず、／：該当なし 
a：3 亜群（4 羽/亜群）の平均値。 
b：全卵：6 亜群の平均値。31 日は 3 亜群、34 日は 2 亜群、38 日は 1 亜群の平均値。  
  卵白及び卵黄：3 亜群の平均値 
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・臓器及び組織中残留値（µg/g） 
分析対象
化合物 試料 

試料 
採取日 

(日) 

0.81 mg/kg 
飼料相当 
投与群 

4.0 mg/kg 
飼料相当 
投与群 

20.8 mg/kg 
飼料相当 
投与群 

79.1 mg/kg 
飼料相当 
投与群 

チオキサ
ザフェン 

肝臓 
29 <LOD 

[<LOD] 
<LOD 

[<LOD] 
<LOD 

[<LOD] 
(0.0028) 

[(0.0037)] 
31    <LOD 
34    <LOD 
38    <LOD 

筋肉 
29 NA NA NA (0.0068) 

[(0.0080)] 
31    <LOD 
34    <LOD 
38    <LOD 

脂肪 
29 (<0.0010) 

[(0.0010)] 
(0.0080) 
[0.0106] 

0.0442 
[0.0519] 

0.325 
[0.362] 

31    0.0159 
34    (0.0025) 
38    <LOD 

TX2 

肝臓 
29 0.0011 

[(0.0058)] 
0.0013 

[0.0135] 
0.0091 

[0.0714] 
0.213 

[0.807] 
31    0.191 
34    0.0982 
38    0.0649 

筋肉 
29 (<0.0015) 

[(0.0020)] 
(0.0027) 

[(0.0027)] 
(0.0076) 

[(0.0091)] 
0.0176 

[0.0177] 
31    (0.0029) 
34    (0.0024) 
38    (0.0018) 

脂肪 
29 NA NA NA (0.0057) 

[(0.0067)] 
31    (0.0022) 
34    (0.0025) 
38    (0.0020) 

TX37 脂肪 
29 (<0.0019) 

[(0.0021)] 
(0.0049) 

[(0.0054)] 
(0.0181) 

[(0.0196)] 
0.0566 

[0.0645] 
31    (0.0123) 
34    (0.0026) 
38    <LOD 

注）・上段：3 亜群（4 羽/亜群）の平均値。ただし、31 日、34 日及び 38 日は 1 亜群の平均値。下段[ ]：
亜群別の最大値。 

・( )内の値は定量限界（チオキサザフェン及び TX2：0.010 µg/g、TX37：0.025 µg/g）未満である
が、検出限界（チオキサザフェン；肝臓：0.0010 µg/g、筋肉：0.0012 µg/g、脂肪：0.0009 µg/g、
TX2；肝臓：0.0004 µg/g、筋肉：0.0006 µg/g、脂肪：0.0002 µg/g、TX37：0.0018 µg/g）以上
の値。 

・代謝物は、いずれもチオキサザフェン換算値（換算係数；TX2：1.90、TX37：2.21）。 
<LOD：検出限界未満 
／：該当なし、NA：分析されず 
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チオキサザフェンに係る食品健康影響評価に関する審議結果（案）についての

意見・情報の募集結果について 
 
 
１．実施期間 令和２年６月１７日～令和２年７月１６日 
 
 
２．提出方法 インターネット、ファックス、郵送 
 

 

３．提出状況 １通の御意見が提出されましたが、本意見募集とは関係のない御意

見でした。 
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